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「 西 域 物 語 」 の 翻訳 実践 報告 


要 冒 


本 翻訳 実践 報告 書 は 井上 靖 作 品 「 西 域 物 語 」 の 中 国語 訳 過 程 を 対象 に し た も の で あ 
る 。 原文 は 7 章 か らち ら な り 、 内 容 と し て は 歴史 物語 と 作者 井上 靖 の 旅行 体験 か ら 書 き 綴 
っ て いた も の で ある 。 二 度 の 西城 旅行 の 印象 を も と に 、 作 者 井上 が 青年 時 代 か ら 憧れ 
る 地 一 一 西城 と いう と ころ に 展開 され た 苦 烈 な 民族 争 吾 の 歴史 、 古代 の 詩人 や 英雄 た 
ちの 活躍 、 城 色 か ら 城 邑 へ と 移動 し て いっ た 隊商 の 生活 か な ど を いき いき と 描い た 紀行 
文 作品 で ある 。 

原文 か ら 漢 の 時 代 の シル クロ ー ド が 目 の 前 に 浮か び 、 二 千 年 あま り 前 の ひと と き を 
十分 味わう こと が で きる よう な 気 が す る 。 井上 靖 の 作風 と いえ ば 、 淡々 と し た 述べ 方 
が 日 本 の 文壇 で 有名 な こと で あり 、 いか に その よう な 書き 方 を 中 国語 で 再現 で きる か 、 
一 時 期 戸 惑 っ た こと が ある 。 戸惑っ て も どう し て も 一 外国 人 と し て の 井上 の 西域 に 対 
する 認識 や 井上 の 作品 に 注い だ 熱情 を 中 国人 読者 に 伝え た いと いう 意識 が 強まり 、 最 
後 ま で 頑張 っ て 作品 の 一 部 を 翻訳 で きる よう に な っ た の で ある 。 

振り 返っ て みる と 、 当初 この 作品 を 自分 の 翻訳 対象 に し た の は 正しい と も う 一 回 確 
認 す る こと が で きた 。 し た が っ て 、 翻訳 実践 報告 書 と いう 形 で 自分 が 辿っ て きた 道 を 
も う 一 回 見 て みた い 。 

筆者 が 翻訳 し た の は 最初 の 三 章 の 内 容 で ある 。 本 実践 報告 書 で は ドイ ツ の 機能 主義 
翻訳 理論 の 関連 内 容 を 結び つき な が ら 、 主 に テキ スト タイ プ と 翻訳 方 法 と いう 二 つ の 
角度 か ら 自 分 の 翻訳 経験 を 再 確認 し た い 。 

本 稿 の 正文 は 主 に 三 つ の 部 分 か ら で き て いる 。 第 一 部 分 で は 原作 の 内 容 な どの 紹介 
で あり 。 原文 テキ スト の 性 質 を テキ スト の タイ プ と 言葉 の 特徴 か ら 見 た も の で ある 。 
第 二 部 分 は 翻訳 の 過程 で ある 。 翻訳 する 前 の 準備 、 翻訳 の 過程 で 採用 し た 翻訳 法 を ま 
と め る 部 分 で ある 。 第 三 部 分 は 一 番 重 要 な 部 分 で ある 。 自 分 が 翻訳 過程 で 工夫 し た あ 
る い は 難し く 感 じ た 具 体 的 な 翻訳 例 を 挙げ な が ら 、 主語 の 省略 、 連 体 修飾 語 の 処理 と 
いう 翻訳 上 の 実践 問題 や 「 悲 萩 歌 」 を 例 と し た 詩 の 翻訳 と いう 特殊 例 に つい て まとめ 
た 部 分 で ある 。 


キー ワー ド : 井上 靖 西域 紀行 文 機能 翻訳 理論 


硕士 学 位 论文 


摘 要 


本 翻译 实践 报告 以 井上 靖 作 品 《西域 物语 》 的 汉 译 过 程 为 对 象 。 作 品 原文 主要 由 7 
章 构 成 。 内 容 由 历史 故事 和 作者 井上 靖 的 旅行 经 历 组 成 。 它 是 一 部 游记 作品 ， 以 作者 的 
两 次 西域 之 行 的 印象 为 背景 , 描写 作者 井上 靖 青年 时 期 就 以 向 往 向 往 的 西域 这 块 土地 上 
上 演 的 激烈 的 民族 争霸 史 ， 人 往昔 诗人 和 英雄 事迹 ， 以 及 穿梭 于 各 个 城市 之 间 的 商 队 们 的 
生活 。 

品读 原文 ， 两 千 多 年 前 汉 朝 的 丝绸 之 路 仿佛 跃然 眼前 。 就 井上 靖 的 写作 风格 而 言 ， 
其 清淡 如 云 的 写作 风格 享誉 文坛 , 笔者 对 翻译 过 程 中 如 何 运用 汉语 忠实 表达 曾经 狐 豫 不 
决 。 但 越 是 犹豫 ， 就 越发 想 要 把 作为 一 个 外 国人 的 井上 靖 对 于 西域 的 认识 以 及 其 倾注 于 
作品 中 的 热情 传达 给 中 国 的 读者 ， 于 是 终于 坚持 到 底 ， 翻 译 完成 了 该 作品 的 部 分 内 容 。 

回顾 自己 的 翻译 过 程 , 再 一 次 感觉 到 当时 自己 选择 这 部 作品 作为 自己 的 翻译 对 象 是 正 
确 的 。 因 此 ， 希 望 通过 翻译 实践 报告 的 形式 来 对 自己 的 翻译 过 程 进 行 总 结 。 

笔者 所 译 为 该 作品 的 前 三 章 内 容 。 在 本 翻译 实践 报告 中 ， 笔 者 将 联系 德国 功能 主义 
翻译 理论 的 相关 内 容 ， 从 文本 类 型 和 翻译 方法 两 个 方面 总 结 自己 的 翻译 过 程 。 

本 报告 主要 由 三 部 分 组 成 。 第 一 部 分 是 对 原文 内 容 等 的 介绍 。 从 文本 的 类 型 和 语言 
特征 分 析 原 作品 的 文本 属性 。 第 二 部 分 主要 是 对 翻译 过 程 的 介绍 。 总 结 译 前 准备 、 翻 译 
过 程 中 运用 的 翻译 策略 。 第 三 部 分 是 本 文 最 重要 的 部 分 。 以 在 翻译 过 程 中 笋 费 苦 心 过 或 
者 觉得 有 难度 的 实例 ， 总 结 主语 省 略 、 定 语 处 理 等 翻译 实践 上 的 问题 ， 以 《 悲 悉 歌 》 为 
例 的 诗歌 翻译 这 一 特殊 领域 的 翻译 问题 。 


关键 词 : 井上 靖 ; 西域 ;游记 ;功能 翻译 理论 
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硕士 学 位 论文 


第 1 章 井上 靖 と 『 西 域 物 語 


本 翻訳 実践 報告 書 で は 、 日 本 人 井上 靖 の 紀行 文 作品 『 西 域 物 語 』 の 中 国語 訳 及 び 翻 
訳 経験 を 報告 する 。 原文 テキ スト は 日 本 人 作家 と いう 立場 か ら 古 代 中 国 の 歴史 と 西域 
に 関す る 物語 を 踏ま えて 書か れん た も の で ある 。 一 方 、 中 国 で は 今 、「 一 帯 一 路 」 と い 
う 重 大 な 政策 を 推進 し て お り 、 世 界 政治 や 経済 な ども この 「 一 帯 一 路 」 に 集中 し 続け 
て いる 。 西域 と いえ は ば 、 音 の シル クロ ー ド に と っ て 欠い て は な ら ぬ と ころ で ある た め 
本 翻訳 実践 報告 書 に か か る 『 西 域 物 語 』 の 中 国語 訳 は 意味 深い も の だ と 思わ れる 。 


1. 1 原文 テキ スト に つい て 


「 西 域 物 語 」 は 日 本 作家 一 井上 靖 に よっ て 書か れ た 作品 で ある 。 原文 は 、 著 者 の 
二 度 の 西域 旅行 の 印象 を も と に 、 こ の 地 で 展開 され た 音 烈 な 民族 争覇 の 歴史 、 往 古 の 
詩人 や 英雄 た ちの 活躍 、 城 色 か ら 城 邑 へ と 移動 し て いっ た 隊商 の 生活 な ど を いき いき 
と 描き 、 夢 と 冒険 と 謎 に 満ち た 西城 の 魅力 を あま す と ころ な く 伝 える 。 著 者 の 青年 時 
代 か ら の 憧 慢 の 地 で あっ た 西域 の 歴史 を 辿り な が らち 訪れ た 60 年 代 の 現地 と 交錯 する 。 
著者 自身 が 実際 に シル クロ ー ド を 訪れ た と き の 行 動 ・ 見 聞 ・ 感 想 も 詳し く 書 き 記さ 
れ た 。 著者 の 繊細 な 筆致 を 通し 、 シ ルク ロー ド の 風景 が まる で 読者 の 前 に 展開 され た 。 

この 作品 は 西域 に 取材 し た 。 西 域 は 古来 、 中 国人 が 中 国 の 西方 に ある 国々 を 呼ん だ 
総称 で ある 。 本来 は 東 ト ルキ スタ ン を 指し た が 、 拡張 され て 西 ト ルキ スタ ン 、 さ ら に 
地中海 沿岸 に 至る 西 ア ジ ア を も いう 。 西域 と いえ ば 、 世 界 で も 有名 な シル クロ ー ド に 
言及 し な けれ ば な ら な い 。 原文 に は 何 回 も 出 て きた シル クロ ー ド は 、 中 央 アジ ア を 横 
断 する 古代 の 東西 交易 路 の 総 称 で 、 中 国 を 発し 、 地 中 海 沿岸 に 達する 、 物 資 ・ 文 化 ・ 
民族 な どの 東西 移動 の 最も 重要 な 幹線 で ある 。 中 国 特産 の 絹 が この 道 を 通っ て 西方 へ 
と も た ら さ れ た こと か ら 十 九 世紀 末 ド イツ の 地理 学者 リヒ ト ホ ー フ ェ が シル クロ ー 
ド と 命名 する 。 “古代 の シル レル クロード か ら 啓 示 を 得 て 、 わ が 国 の 習 近 平 主席 が 2013 年 
こ 「 一 帯 一 路 」 と いう 戦略 を 提出 し た 。 こ れ か ら シ ルク ロー ド は ます ます 重要 な 役割 こ 
を 果たす よう に な る か も し れ な い 。 で すか ら 、 中 国人 と し て 我々 は 古代 の シル クロ ー 
ド の 歴史 と 現状 を 知る 必要 が ある と 思わ れる 。 


1.2 井上 靖 に つい て 


井上 靖 (1907 一 1998) は 現代 日 本 の 名 高い 作家 で ある 。 1907 年 、 北海 道 の 旭川 で 生 
まれ た 。 中 学生 の 時 代 か ら 文学 に 夢中 し て いる 。 大 学 在学 中 に 創作 活動 を 開始 し 、「 井 


9 「 ス ー パ ペー 大 辞 林 3.0」 よ り 引 用 され る 。 松 村 明 . 三省 堂 編修 所 . (C). 2006-2018 
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上 泰 」 と いう ペン ネー ム で 刊行 物 に 作品 を 発表 し 始め た が 、 作 家 と し て 文壇 に デビ ュ 
ー す る の が 遅かっ た 。 新 聞 社 の 仕事 を 辞め 、 小 説 家 と し て 創作 を 始め た の は 昭和 二 十 
六 年 、 つ まり 1951 年 の こと で ある 。 実 は 早く も 1949 年 に 、 井 上 靖 に よっ て 創作 され 
た 短編 小説 「 猟 銃 」 と 中 編 小説 「 闘 生 」 は 当時 か な り 大 き な 反 響 を 引き 起こ し た 。 そ 
し て 「 闘 午 」 は 1950 年 に 第 22 回 共 川 賞 を 受賞 し た 。"1955 年 か ら 歴史 小説 の 執筆 を 
始め た 。 彼 の 作品 は た だ 一 つの ジャ ン ル に こだわ ら ず 、 歴 史 小 説 、 時 代 小 説 、 そ れ に 
詩 、 紀 行文 、 エ ッ セ イ な ど に も 及 ん だ 。 

井上 靖 は 漢文 学 の 素養 が あり 、 中 国 の 「 史 記 」、「 漢 書 」、「 後 漢書 」 な どの 史書 も 熱 
読 す る か ら 、 中 国 の 歴史 に か な り 詳 し いと 言っ て も 過言 で は な い 。 こ の こと に つい て 
彼 が 文章 で 一 度 触 れ た こと が ある 。「 大 唐 西域 記 」 だ け で も 、 暗 謡 で きる ほど 何 回 も 
読ん だ 。" 彼 は 学問 の 姿勢 が 厳格 で 、 創 作 す る た びに 、 必 ず 大 量 な 歴史 的 文献 を 調べ 
て お く 。 で すか ら 、 彼 の 作品 は ほとん ど 誤 り が な く 、 考 証 に 机 え られ る も の で ある 。 
1957 年 か ら 井 上 靖 は 作家 や 学者 と し て 、 顔 繁 的 に 中 国 を 訪れ た 。 そ れ を きっ か け に 、 
それ か ら の 数 十 年 、 彼 は 中 国 の 歴史 と 文化 に 基づい て 、 一 連 の 作品 を 創作 し た 。 彼 は 
83 年 の 生涯 で 27 回 も 中 国 に 訪れ た 。 中 国 古 代 西 域 の 民俗 、 風土 、 歴史 を 踏ま れ 、「 楼 
蘭 」、「 敦 糧 」、「 天 平 之 暮 」 な どの 広く 愛 読 され た 小説 を 創作 し た 。 こ れ ら の 作品 を 通 
し て 中 国 の 歴史 や 文化 を 知る 日 本 国民 も 多く な っ て きた 。 19 世紀 末 、 日 本 で は 教 煙 ブ 
ー ム が 巻き 起こ り 、 数 多く の 日 本 人 が 中 国 へ 敦 入 を 見 に きた 。 そ の 原因 は まさ に 井上 
靖 の 西域 小説 「 教 糧 」 を 読ん だ か ら で あ る 。 歴史 の 治 々 た る 時 間 の 流れ を ほど よく 表 
現し 、 彼 の 作品 を 読ん だ ら 数 十 年 か ら 数 百年 の 時 の 流れ を 自ら 歴史 の 証人 と し て 体感 
し た よう な 気分 に 浸れ て いる 。 中 国 の 作家 王 蒙 は 井上 靖 の ある 小説 の 序文 に 、 こ の よ 
うな 話 を 書い て いた 。「 他 写 的 深 況 、 殺 上 、 富 有 真 突 感 , 媒 九 効 人 , 同時 他 又 写 得 相 
当 “ 平 淡 ， 不 慌 不 亿 、 不 露 声色 、 不 加 夸张 修饰 、 不 玩弄 任何 技巧 地 表达 出 人 生 中 许 
多 撕 裂 人 的 心肝 的 痛苦 。 作 品 中 表达 出 一 种 莫 天 愧 人 的 心肠 ， 一 种 超越 了 最 初 的 情感 波 
澜 的 宁静 ， 一 种 饱 经 沧桑 的 对 历史 、 社 会 、 人 生 的 俯视 ， 一 种 什么 都 告诉 了 你 的 直 稚 了 
当 同 时 什么 也 没有 告诉 你 的 彬 彬 有 礼 。 他 的 风格 很 独特 ， 很 有 味 儿 。 


1.3 テキ スト 分 析 


表現 形式 か ら 見 る と 、 原文 は 紀行 文 に 属す る 。 紀 行文 と は 、 旅行 に よっ て 体験 し た 
り 見聞 し た り し た こと を 中 心 に つく られ た 文学 作品 で 、 日 記 、 書 簡 、 詩 、 随 筆 の よう 
な 形式 を 用 いる 。 日 本 文学 で は 「 土 佐 日 記 」 に 始ま り 、「 海 道 記 」「 東 関 紀行 」「 奥 の 
細道 」 な ど が 代表 的 な 作品 で ある 。 

井上 靖 は 西域 に 対す る 愛情 は 非常 に 深い か ら 、 これ を 背景 に し て 創作 され た 作品 は 
か な り 多 い 。 
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1.3.1 テキ スト タイ プ 


「 テ キス ト タ イ プ 別 翻訳 理論 」 は ドイ ン の Katharina Reiss に よっ て 提出 され た 。 
この 理論 は テキ スト の 種類 に よっ て 、 言語 記号 の 3 つの 機能 の うち で は どれ が 重要 に 
な る か が 違っ て くる と 主張 する 。 学 術 書 や ニュ ー ス の よう な 「 情 報 型 」 の テキ スト は 
叙述 機能 が 優勢 で あり 、 伝 達 内 容 の 等 価 が 求め られ る 。 文学 的 「 表 現 型 」 の テキ スト 
は 表 出 機能 が 優勢 で 、 芸 術 表現 の 等 価 が 要求 され 、 宣 伝 文 の よう な 「 効 力 型 」 の テキ 
スト は 、 訴 え 機能 が 優勢 で 、 訴 え 効 果 の 等 価 が 求め られ る と いう わけ で ある 。“ イ ギ 
リス の 翻訳 家 Peter Newmark は 《Approaches to translaion》 と いう 本 で 大 体 同 じ よ うな 
分 け 方 を 述べ た 。 (1981 :12-13) そし て 、 文 学 作品 を 上 述 の 「 表 現 型 」 の テキ スト に 

分 けら れる 。 そ し て Newmark に よっ て 、 テ キス ト の 言語 機能 は ー つ し か な いわ け で 
は な く 、 同 時 に 三 つ の 機能 を も 持っ て いる 可能 性 も ある 。 訳者 は テキ スト タイ プ に よ 
っ て 、 異 な っ た 翻訳 スト ラテ ー ジ を 採る べき で ある 。 で は 、 こ の テキ スト は いか が で 
あろ うか 。 まず 原文 は 文学 作品 で ある か ら 、「 表 現 型 」 の テキ スト に 属す る 。 つま り 、 
表 出 機能 が 一 番 重 要 な 役割 を 果たす こと で ある 。 前 の 言っ た 通り 、 こ の よう な 表現 型 
の テキ スト は 芸術 表現 の 等 価 が 求め られ る 。 で すか ら 、 翻 訳す る と き 、 原文 の ニュ ア 
ンス を で きる だ け 失 っ て いな いと いう こと が か な り 重 要 で ある 。 ま た 、 表現 技巧 か ら 
見 る と 、 こ の テキ スト は 一 人 称 か ら の 叙述 と 三人称 か ら の 記述 を 主 と し 、 叙述 機能 も 
優勢 で や る 。 で すか ら 、 原文 の 内 容 を ちゃ ん と 目標 語 の 読者 に 再現 する こと も 重要 で 
ある 。 


1. 3. 2 言葉 の 特徴 


この 作品 は 紀行 文 に 属す る が 、 単 な る 旅行 日 記 で は な い 。 歴史 物 放 語 や 歴史 的 な 出来 
事 の こと は 三人称 で 述べ て いた が 、 そ の と き 現 地 で の 経験 の こと は 淡々 と し た 口調 で 
記述 し た 。 個 人 経験 に つい て の 部 分 は 言葉 が 地味 で あり 、 主 に 記述 の 方 法 を 使っ て い 
ーー 歴史 物語 の 部 分 は 生き 生き と し た 対話 と 描写 が 多い 。 

、 原 文 に は 敬語 が 出 た 。 歴史 物 語 を 述べ る と き 、 著 者 は 三人称 の 口調 で 、 史 書 
人 表 に に の 他 
語 も た くさ ん 出 て きた 。 

1) 原文 :「 液 は 月 氏 に 使 す る と いう が 、 月 氏 と いう 国 に つい て 何 か 知 っ て いる か 」 
武帝 公 训 要 召 上 、 

「 と ん と 存じ ませ め ぬ 」 

三 十 歳 ぐ らい の 魅 の 頑丈 な 男 は 答え た 。 意 志 が 強 そ う で 大 き な 有 眼 を 持っ て いる 。 
! 何 年 ぐら いで 帰っ て 来る つも り だ 」 

「 見 当 付 きま せ ぬ 」 

「 生 き て 再び 帰っ て 来れ ぬか も 知れ ぬ ぞ 」 
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武帝 が 言う と 、 

「 そ うか も 知れ ませ ぬ 。 が 、 園 れ な が ら 天 子 が お 求め に な っ た 以上 、 誰 か が 応じ な け 
れ ば な り ま せ ぬ 。 そ れ な ら ば 、 他 の 者 が 応ずる より 、 き っ と 自分 の 方 が 適任 だ と 考え 
た の で あり ます 」 

识 文 :“ 腾 昕 说 你 想 出 使 月 氏 ， 关 于 该 国 你 都 知道 些 什 么 ? ” 汉 武 帝 问 道 。 

“ 臣 一 无 所 知 ” 他 回答 道 。 张 骞 三 十 出 头 身体 健壮 ， 了 眼睛 很 大 ， 看 上 去 是 个 意志 坚强 
的 人 。 

“你 预计 要 多 久 才 能 回来 ? ” 

“ 臣 不 知 ? ' 

“ 那 你 可 知 你 可 能 不 能 活着 回来 了 ?” 

听 到 汉 武 帝 这 样 说 ， 张 蹇 回答 道 。 

“也 许 吧 ， 臣 虽然 害怕 但 既然 是 圣 上 的 旨意 ， 总 要 有 人 来 完成 。 比 起 其 他 人 ， 臣 认为 自 
己 更 能 胜任 这 一 任务 。” 

汉 武 帝 对 他 的 回答 其 为 满意 。 

この 文例 は 漢 武帝 と 郎 官 張 審 の 会 話 で ある 。 この 会 話 か ら 二 人 の 身分 差別 が は っ き 
り 分 か る 。 皇 帝 は 目 上 の 人 で 地位 が 高い か ら 簡 体 を 使っ て いた 。 そ れ に 対し て 、 張 審 
は 庶民 で 地位 が 低く 、 人 皇帝 に 対し て 敬意 を 表す た め に 敬語 を 使わ な けれ ば な ら な い 。 
「 存 し ます 」 は 「 知 る 」 の 敬語 で 、 謙 議 語 に 属す る 。 こ れ は 張 寒 が 自分 を 卑下 し て 表 
現す る こと に よっ て 、 相 対 的 に 皇帝 を 高め 、 そ れ に よっ て 敬意 を 表わす わけ で ある 。 
「 お 求め に な る 」 は 尊敬 語 で 、 皇 帝 の 動作 を 高め る こと に よっ て 、 敬 意 を 表わす 。 
2) 原文 : 「 旬 奴 か ら 脱出 し 、 大 月 氏 国 を 目指 し ます 時 、 大 宛 と いう 国 を 通過 し まし た 。 
この 大 宛 国 と いう 国 は 、 倒 奴 の 西南 、 漢 を 隔 た る こと 一 万 里 の と ころ に ご ざい ます 。 
習俗 は 農耕 で 、 稲 麦 も 植え て お り 、 果 物 も 作っ て お り ま す 。 そ こ で 産 す る 世 攻 酒 の う 
まさ と 来 た ら こたえ られ ませ ぬ 。 そ うそ う 、 こ の 国 で 報告 申し 上 げ ね ば な ら ぬ の は 、 
この 国 で 産 す る 馬 で ご ざい ます が 、….」 

识 文 :“ 从 匈奴 国 逃 出 来 寻找 大 月 氏 国 的 时 候 ， 途 中 经 过 了 一 个 叫 大 宛 的 国家 。 这 个 
大 宽 在 我 国 的 西边 、 匈 奴 国 的 西南 边 ， 与 我 国 相隔 一 万 里 .” 那 里 以 农耕 为 生 ， 种 植 水 
稳 、 小 麦 ， 还 有 水 果 。 那 里 的 葡萄 酒 堪 称 一 绝 。 对 了 ， 还 有 一 件 事 臣 一 定 要 上 奏 皇 上 ， 
那里 的 马 电 做 汗 血 宝马 。 . 

これ は 張 審 が 皇帝 に 申 し 上 げ る 内 容 で あり 、 皇帝 に 敬意 を 表わす た め に 敬語 を 使っ 
て いた 。 今度 は 丁寧 語 で ある 。 丁寧 語 と いう の は 話し 手 が 聞 き 手 に 対し て 敬意 を 直接 
表し た り 、 改まっ た 気持 ち で 、 言葉 遣い を 丁寧 に し た りす る と き に 用 いら れる こと で 
ある 。 こ この 「 ま す 」 と 「 ご ざい ます 」 は 丁寧 語 に 属し 、 事 物 を 美化 し 、 丁 寧 に 叙述 
する た め に 用 いる も の で ある 。 ま た 、「 申 し 上 げ る 」 は 「 言 う 」 の 謙譲 語 で ある 。1) 
の 謙譲 語 と 同じ く 自 分 を 卑下 し て 皇帝 を 高め 、 そ れ に よっ て 敬意 を 表わす 表現 で ある 。 
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第 2 章 翻訳 の 過程 


2. 1 翻訳 の 事前 準備 


翻訳 する 前 の 準備 は 非常 に 重要 で ある 。 これ は 翻訳 の 第 一 歩 で ある 。 この 段階 で は 
筆者 は 主 に 次 の 4 つの こと を 準備 し て お いた 。 ま ず は 、 原文 全体 を 一 通り 読む こ と で 
ある 。 原文 の 大 体 な 内 容 を 把握 し 、 次 の 資料 収集 の た め に 準備 する 。 次 に 、 資 料 な ど 
を 幅広 く 収 集 す る 。 資料 が 多けれ ば この 翻訳 実践 の 基礎 が よく で き て いる 。 原文 は 井 
上 靖 に よっ て 書か れ た 作品 で あり 、 描 か れ た の は 西域 の こと で ある 。 で すか ら 、 著 者 
井上 靖 の 創作 背景 や 経験 、 西 域 に つい て の こと 、 紀 行文 に 関す る こと な ど を 調べ る 必 
要 が ある 。 そ れ に 、 原 文 に は 西域 の 事件 や 物語 も た く た ん 述べ て いた か ら 、 そ れ も 事 
前 に 調べ て 把握 し た ほう が よい 。 そ れ か ら 、 筆 者 は 作品 の 内 容 を 何 度 も 読み 、 分 か ら 
な い 言 葉 と 理解 し に くい 文 を 標記 する 。 最 後に 、 標記 され た と ころ を 分 析 す る 。 そ れ 
に 原文 に 記録 され た 史実 を も う 一 度 確か め る 。 * 

こう すれ ば 翻訳 する と き は さら に 言葉 を うま く 使 いこ な し て 、 手際 よく 翻訳 する こ 
と が で きる 。 


2.2 翻訳 スト ラテ ジー の 選択 


周知 の よう に 、 人 の 主 動 的 な 行為 は 目的 に よっ て 行う の が 基本 的 で わる 。 翻訳 は 重 
要 な 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 活 動 と し て も 例外 で は な い 。 ( 古 丹 , 2015) ドイ ツ の 
機能 派 を 代表 と し て の 機能 主義 翻訳 理論 は 大 き な 影 響 力 を 持つ 翻訳 理論 の 一 つ で あ 
る 。 こ の 理論 は 1978 年 に ドイ ツ の Hans 本 . Vermeer と Katharina Reiss に よっ て 誕生 
され 、 そ の 後 、 Justa Holz Mantari と Chrisiane Nord に よっ て 受け 継が れ 、 体 系 
化 さ れ た も の で ある 。 1.3.1 の 言っ た 通り 、 テ デキ スト タイ プ か ら 見 る と 、 原 文 は 表現 
型 に 属す る か ら 、 翻訳 する と き 一 番 重要 な の は 本 文 の ニュ アン ス を 失っ て は いけ な い 。 
そし て 、 原文 の 表現 は 分 か りや すく 、 大衆 向 け で ある か ら 、 筆 者 は 原文 の 著者 の 風格 
に 従い 、 で きる だ け 分 か りや すく 翻訳 したい 。 

今回 の 翻訳 実践 報告 に お いて 応用 され た の は 機能 主義 的 翻訳 理論 の 核心 と し て の 
スコ ポス 理論 で ある 。 スコ ボス 理論 は ドイ ツ の 機能 理論 の 中 で 最も 影響 力 の ある 理論 
で ある 。 ス コ ポ ス 理論 に よれ ば 、 い か な る 翻訳 で も れ 、 翻 訳 過 程 を 決め る 最も 重要 な 
原則 は 翻訳 行為 全体 の 目的 で ある 。 つ まり 、 何 より も 翻訳 の 目的 を 重視 する と いう こ 
と で ある 。 この 理論 に よっ て 、 翻 訳 過程 は 必ず 守ら な けれ ば な ら な い 規 則 は 三 つ あ る 。 
1 スコ ポス ルー ル : これ は 三 つ の 規 則 の 中 で 最も 重要 な も の で ある 。 訳 文 の 所 期日 
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的 が 翻訳 の 方 法 と スト ラテ ジー を 決め る 。 

2. 結 東 性 ルール : 目標 テキ スト が 受容 者 の 状況 に お いて 受け 入れ る こと が で き 、 分 
か りや すく 翻訳 すれ ば 成功 で ある 。 

3 . 忠実 性 ルー ル : 翻訳 は 起点 テキ スト と 関連 する 訳出 を 目指 す 。“" 

原文 は 歴史 性 と 文学 性 と いう 二 つ の 特徴 が ある 。 原文 の 情報 に 忠実 に 伝え る だ け で 
な く 、 言 葉 の 文学 性 も 保証 し な けれ ば な ら な い 。 

この 理論 に 基づき 、 そ の 翻訳 の 意図 と 想定 され る 読者 に 応じ 、 機能 主義 的 理論 の ス 
コ ポ ス 原則 を 応用 する 。 我 が 国 の 読者 の 文化 育 景 を 考慮 に 入れ 、 で きる だ け 著 者 が 書 
か れ た 内 容 を 再現 する 。 一 種 の 翻訳 方 法 に 拘ら な く 、 読 者 が 分 か りや すい た め に 直訳 、 
意訳 、 加 訳 、 減 訳 、 分 訳 な どの 翻訳 方 法 を 採る 。 
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第 3 章 翻訳 例 の 分 析 


3. 1 固有 名 詞 


原文 は 西域 の 歴史 物語 に まつ わる 作品 で ある か ら 、 古代 の 地名 と か 官職 名 と か いろ 
いろ な 固有 名 詞 が 出 て きた 。 歴史 に 取材 し た か ら 、 真実 性 が 非常 に 重要 で ある 。 誤 訳 
し た ら 、 読 者 の 理解 に 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある か ら 、 翻 訳す る と き は 慎重 に 扱わ な 
けれ ば な ら な い 。 


3.1.1 地 名 


この 作品 は 昭和 五 十 二 年 、 つ まり 1977 年 に 出版 され た も の で ある 。 そ し て 主 に 古 
代 の 西域 に 関す る こと を 書か れ た か ら 、 そ の と ころ は すでに 消え て し まっ た 可能 性 も 
あれ ば 、 名 が 変わ っ た 可能 性 も ある 。 

また 、 こ れ ら の 地名 は だ いた い 英 語 か ら 音訳 し て きた も の で ある か ら 、 間 違え た 可 
能 性 も ある 。 翻訳 する と き は ちゃ ん と 調べ な けれ ば な ら な い 。 今 で も 使っ て いる 常用 
語 な ら 、 直接 に 翻訳 すれ ば いい 。 特別 な 言葉 が あれ ば 、 例え ば すでに 使っ て いな い 旧 
称 な ど は 直接 に 日 本 語 で 調べ れ ば 中 国語 の 意味 が 探せ な い 。 で すか ら 、 筆 者 は まず そ 

の 言葉 の 対応 する 原語 を 調べ て お き 、 それ か ら 辞 書 と か イン ター ネッ ト で その 原語 の 
中 国語 の 意味 を 調べ 、 一 番 ふ さわ し い 翻 訳 を 選択 し た 。 た と えば 、 原文 に は 「 フ ルン 
ゼ 」 と いう と ころ が 言及 され た 。 こ の と ころ は 今 キ シギ スタ ン の 首都 で あり 、1 9 9 
1 年 に 「 ビ シ ケ ク 」 と 改名 され て し まっ た 。 そ の 言葉 の 翻訳 を 調べ る と き は 、 ま ず 日 
本 の ネッ ト あ る い は グー グル マッ プ で 「 フ ルン ゼ 」 と さがし 、 そ れ か ら 「Frunze」 と 
いう 英語 で 表現 され た 単語 を 調べ れ ば 、 “ 伏 双 芝 ? と いう 翻訳 が 見 つけ られ た 。「 ア ン 
ディ ジャ ン 」、「 ク ワ 」、「 ホ ー ジ ェ ン ト 」、「 コ ユー カン ド 」 な どの 地名 も この よう に 探し 
た の で ある 。 

1) 原文 : 「 大 宛 の 北 は 康 居 、 西 は 大 月 氏 、 西 南 は 大 夏 、 東北 は 烏 孫 、 東 は 打 弥 、 后 較 」 

訳文 : 大 宛 的 北辺 是 康 居 ( 古 西 域 国名 , 今 巴尔 喀什 湖 与 威海 之 间 ), 西边 是 大 月 氏 ( 今 

新 疆 伊 犁 河上 游 一 带 )， 西 南 是 大 夏 〈 古 西域 国名 ， 今 阿 姆 河 以 南 ， 兴 都 库 什 出 以 北 地 

区 )， 东北 是 乌 孙 〔( 汉 时 西域 国名 , 今 巴尔 喀什 湖 东 南 ， 伊犁 河流 域 )， 东 边 是 择 弥 〈 古 

代 西 域 国名 ， 古 址 在 今 新 疆 于 田 县 库 里 雅 河东 十 拘 弥 城 遗 址 一 带 。 )、 于 阅 〈 古 代 西 域 国 
今 新 疆 和 田 县 ， 塔 里 木 盆地 南 缘 )。?” 

これ ら の 地名 は すべ て 古代 の 国家 の 名 で ある 。 筆者 は この よう な 地名 を 翻訳 する と 
き 、 読 者 が は っ きり 分 か る よう に 、 注 彼 を 加え 、 現 在 の 位置 を 明確 に し た 。 


「 西 域 物 語 」 の 翻訳 実践 報告 


3.1.2 官職 名 


原文 に は いろ いろ な 官職 名 も 出 て きた 。 
2) 原文 : 郎 宜 と いえ ば 、 兎 に 角 宮 中 勤め の 官 更 で ある 。 
訳文 : 说 到 “ 郎 官 ”， 就 是 在 宫 中 做 事 的 官吏 。 

( 郎 官 : 秦 、 汉 ， 郎 官 属 郎 中 令 ， 员 额 不 定 ， 最 多 时 达 五 干 人 ， 有 议 郎 、 中 郎 、 侍 郎 、 
郎中 四 等 。 以 守卫 门户 ， 出 充 车 骑 为 主要 职责 ， 亦 随时 备 帝王 顾问 差遣。) 
3) 原文 :「 液 は 中 郎 持 と し て 三 〇 〇 人 の 部 下 と 大 〇 〇 頭 の 馬 を 持つ が いい 。」 
訳文 : “ 騰 任 命 信 妨 中 郎 閣 , 郭 300 士兵 赐 600 匹 马 随行 。” 

(中 部 将 : 汉 朝 武官 的 级 别 分 : 将 军 、 中 郎 将 、 校 尉 三 级 。 由 于 将 军 并 不 常 置 ， 有 战事 
时 才 冠 以 统 兵 者 将 军 之 称 , 所 以 平时 一 般 武 官 所 能 获得 的 最 高 官职 为 中 郎 将 , 品 秩 为 “ 比 
两 千石 >， 掌 管 皇 家 卫队 ， 属 光 禄 动 管辖 。) 
4) 原文 : お 陰 で 博 望 侯 か ら 庶 民 に な り 下 が っ た 張 寒 は 、 再 び 漢 が 西域 に 派 する 国 使 
と し て 浮 び 上 が る こと が で きた の で ある 。 
訳文 : 而 对 前 从 博 相 全 被 蜂 为 底 民 的 张 愉 也 因为 重新 成 为 大 汉 出 使 西域 的 使 者 这 一 关 事 
而 再 次 翻身 。 

( 博 望 侯 : 张 赛 的 封 历 。 张 赛 因 出 使 西域 抗击 匈奴 , 功 勘 卓越, 被 汉 武 帝 封 为 “ 博 望 侯 ”， 
取 其 “广博 瞻 望 ”之 意 ， 封 地 即 为 今 方 城 县 博 望 镇 。) 
5) 原文 : 大 行 と は 換 客 を 接待 する 役目 で 九 卿 に つら な る と いう の は の 座 に 列 す 
る こと で ある 。 
訳文 : 所 谓 大 行 就 是 负责 接待 宾客 的 官职 ， 位 属 九 卿 所 以 座位 列 于 高 官 席 内 。 

(大 行 = 大 行 念 。 九 卿 えー, 掌 管 王朝 対 少数 民族 的 接待 、 交 往 等 事 鼻 。) 

それ ら は すべ て 古代 の 官職 名 で ある か ら 、 読者 は みん な それ に 詳し いわ け で は な い 
か ら 、 理 解 し や すい よう に 注 邊 を 加え た 。 


3.2 主語 省略 の 翻訳 


主語 は 文 の 成分 の 一 で あり 、 文 に お いて 、 述 語 の 示す 動作 ・ 作 用 ・ 属 性 な どの 主体 
を 表す 部 分 で ある 。 あ る 学者 の 考え で は 、 日 本 語 の 文法 で は 、 主語 の 省略 が 容赦 さ れ 
て いる と いう より も 、 主語 が な い 文 が 完全 な 状態 と し て 成立 する 。 日 本 語 の 曖昧 さと 
日 本 人 の 独特 の 文化 背景 な どの 原因 で 、 あ か ら さ まな 表現 を 極力 に 避け る 。 そ し て 、 
言葉 の 表現 も で きる だ け 少 な くす る も の で ある 。 


3.2.1 日 本 語 に お ける 主語 省略 の 原因 


奈 艶 交 が 『 浅 誠 日 番 中 的 主 午 或 人 称 代 週 的 省略 』 と いう 文章 で は 、 主 語 が 省略 され 
る 原因 を 以下 の 6 つ に 分 けら れ た 。 
1) 前 後 の 文脈 か ら 主 語 が 明瞭 で ある 場合 。 例 えば 、 二 人 が 会 話す る 場合 、 聞 き 手 と 
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話し 手 が は っ きり 分 
2) 敬語 站 敬語 動詞 は 動作 の 主体 が 限ら れる 。 尊 敬語 な ら 、 二 人 
称 と 三人称 が 省略 され る の は 普通 で ある 。 尊 敬語 な ら 、 動 作 の 主体 は 話し 手 で 、 
一 人 称 を 省略 し て も 構わ な い 。 
3) 用 言 は 方 向 性 を 示す 機能 が ある 場合 。 例 えば 、 嬉 し い 、 悔 し いな どの 主観 的 な 形 
容 詞 。 主語 は 話し 手 で ある か ら 、 省 略 さ れ て も 判断 し や すい 。 
4) ある (特定 の ) 表現 形式 に よる 主語 省略 。「 う 」「 よ う 」「 つ も り 」「 ま い 」 と いっ 
た 表現 は 一 人 称 に 限ら れる か ら 、 主 語 は 省略 され る 。 
5) 授受 表現 に よる 主語 省略 。「 く れる 」「 あ げ る 」「 も ら う 」 と いっ た 授受 動 記 は 方 向 
性 を 示す 機能 だ なあ る か ら 、 主 語 を 省略 し て も 、 は っ きり 判断 で きる 。 
6) 終 助詞 は 方 向 性 を 志す 機能 が ある 場合 。 終 助詞 と いう の は その 文 の 叙述 内 容 に つ 
人 
示す 機能 が ある 。 
か る に こ 、 日 本 語 で は 主語 を 省略 する 場合 は いろ いろ ある 。 そ れ は 内 容 の 重複 を 避 
け 、 で きる だ け 文 を 簡潔 に する た めで ある 。 


3.2.2 中 日 両 昔 語 に お ける 主語 省略 


日 本 語 だ け で は な く 、 中 国語 で も 主語 の 省略 が 起こ る 。 で は 、 こ れ か ら 、 両 言語 に 
お ける 主語 省略 の 比較 を 見 よ 2。 

盛 文 起 に よる 『 雪 国 』 冒頭 四 十 文 前 後 の 調査 に よれ ば 、 日 本 語 原 文 の 場合 は 主語 を 
表示 され て いる 比率 は 55.8%。 そ れ に 対し て 、 中 国語 に お いて は 三 つ の 対訳 を 調べ ら 
れ て お り , 主語 を 表示 され て いる 比率 は それ ぞ れ , 5 六 ( 国 了 # 识 1), 92.3%( 中 国語 
訳 2), 85.1%( 中 国語 訳 3) と いう 結果 が 出 た 。 こ の 結果 か ら 見 る と 、 日 本 語 は 中 国語 
に 比べ 、 主 語 が 省略 され る こと が 多い と いう こと が 分 か る 。 

徐 合 好 は 中 国語 で は 主語 が 省略 され る 原因 は 主 に 3 つ あ る と まとめ た 。 “会 笑 省 ” 
は 日 本 語 と 同じ よう に 、 会 話す る と き 、 話し手 と 聞き 手 は 判断 し や すい か ら 省 略 さ れ 
る の が 普通 で ある 。 “承前 者” と いう の は 、 前 と 後 の 文 は 同じ 主語 で 、 い つも 後ろ 

主語 を 省略 する と いう こと で ある 。 前 の 主語 を 省略 すれ ば 、“ 蒙 后 省 ” に 属す る 。 
例え ば 、“ 他 路 完 仮 , ( 他 ) 就 去 上 学 示 了 。" この 文 は “承前 省 ” に 属す る 。 前 の 文 は 
後 の 文 と 同じ な 主語 が ある 一 一 “ 他 " で ある 。 こ こ で は 、 重 複 し な いよ うに 、 前 の 主 
語 を 表示 し 、 後ろ の 主語 が 省略 され た 。 同じ 通り 、“( 他 ) 吃 完 了 饭 ， 他 就 上 学 去 了 。” 
と いう 文 は “ 蒙 后 者” に 属す る 。 日 本 語 と 比べ 、 中 国語 の ほう が より 人 簡単 で ある 。 


3. 2. 3 翻訳 に お ける 主語 省略 問題 


要する に 、 日 本 語 は 中 国語 に 比べ 、 主 語 が 省略 され る こと が 多い 。 そ の た め 、 日 本 
語 を 中 国語 に 翻訳 する と き 、 を 本 っ こと が か な り 大 切な の で ある 。 
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筆者 は 主語 の 省略 文 を 翻訳 する と き 、 主 に 次 の よう に 処理 し た 。 ま ず 、 主語 を 確定 
する 。 つ まり 省略 され た 主語 を 見 つけ る こと で ある 。 次 に 、 主 語 を 補う か どう か を 自 
分 で 判断 する 。 最 後に 、 語 順 を 調整 し 、 中 国語 の 表現 習慣 に 従い 訳文 を 整え る 。 
5) 原文 :「 液 は 月 氏 に 使 す る と いう が 、 月 氏 と いう 国 に つい て 何 か 知 っ て いる か 」 
武帝 が 訳 ね る と 、 

「 と ん と 存じ ませ ぬ 」 
三 十 歳 ぐ らい の 魅 の 頑丈 な 男 は 答え た 。 意 志 が 強 そ う で 大 き な 眼 を 持っ て いる 。 

「 何 年 ぐら いで 帰っ て 来る つも り だ ] 

「 見 当 付 きま せめ ぬ 」 

「 生 き て 再び 帰っ て 来れ ぬか も 知れ ぬ ぞ 」 
武帝 が 言う と 、 

「 そ うか も 知れ ませ ぬ 。 が 、 長 れ な が ら 天 子 が お 求め に な っ た 以上 、 誰 か が 応 じ な け 
れ ば な り ま せ ぬ 。 それなら ば 、 他 の 者 が 応ずる より 、 き っ と 自分 の 方 が 適任 だ と 考え 
た の で あり ます 」 「 
座 文 :“ 腾 昕 说 你 想 出 使 月 外， 关于 该 国 你 都 知道 些 什么 ? ” 況 武帝 同道 。 

“ 臣 一 无 所 知 ” 他 回答 道 。 张 骞 三 十 出 头 身体 健壮 ， 了 眼睛 很 大 ， 看 上 去 是 个 意志 坚强 
的 人 。 

“你 预计 要 多 入 才能 回来 ? ” 

“ 臣 不 知 ?” 

“ 那 你 可 知道 你 可 能 不 能 活着 回来 了 ” 
听 到 汉 武 帝 这 样 说 ， 张 蹇 回答 道 。 

“也 许 吧 ， 臣 虽然 害怕 但 既然 是 圣 上 的 旨意 ， 总 要 有 人 来 完成 。 比 起 其 他 人 ， 下 认为 自 
己 更 能 胜任 这 一 任务 。” 
汉 武 帝 对 他 的 回答 其 为 满意 。 

これ は 漢 武帝 と 張 准 と の 会 話 で ある 。 会 話 の 場合 、 聞 き 手 と 話し 手 が は っ きり 分 か 
り 、 主 語 を 推測 する こと が で きる か ら 、 人 称 代名詞 が よく 省略 され る 。 そ し て 革 筐 輝 
が 述べ た 第 2 点 の よう に 、 日 本 の 敬語 動詞 は 主語 を 暗示 する 機能 が ある 。 例 文 の 「 存 
じ ま せ ぬ 」 は 日 本 語 の 謙 遥 語 に 属す る 。 謙 遼 語 と いう の は 話し 手 が 聞き 手 や 話 中 の 人 
に 対し 、 敬意 を 表す た め に 、 自 分 また は 自分 側 に 立つ と 思わ れる も の や 動作 な ど を へ 
りく だ っ て 言い 表す こと で ある 。 主語 を 表示 する 必要 は な い 。 で も 、 中 国語 に は この 
よう な 方 向 性 を 示せ る 動詞 は な い 。 翻訳 する と き 、 主 語 を 補 わ な けれ ば 意味 が よく 通 
じ な いか ら 、 主 語 を 補 わ な けれ ば な ら な い 。 二 人 の 身分 に よっ て 、 それ ぞ れ 「 脱 」、! 臣 」 
と いう ふさ わし い 呼 称 を 加 訳 し た 。 
6) 原文 : 鳥 が 食物 を 運ん で 来 、 狼 が 乳 を 飲ま せ て くれ た か ら で あ る 。 
訳文 : 鸟 儿 为 他 找 来 食物 ， 母 狼 为 他 哺乳 。 
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この 例 は 上 述 の 5 番目 の 授受 表現 に よる 主語 省略 で ある 。 こ こ で 省略 され た の は 
「 彼 」 と いう 言葉 で ある 。「( さ ) せ て くれ た 」 と いう 授受 動詞 は 「 わ た し 」 や 「 わ た 
し グル ー プ 」 に 他人 が し た 行為 を 「 う れ し い 」 や 「 あ り が た い 」 と 感じ た と き に 使う 。 
時 に 場合 で は 、 a 行為 の 方 向 が は っ きり 分 か る か ら 、 

語 を 省略 し て も 、 判断 で きる 。 し か し 、 中 国語 に は この よう な 表現 が な いか ら 、 文 
の 寺内 性 を 作 計 る ため に RD 


3. 3 連 体 修飾 語 の 翻訳 


修飾 語 と は 文 の 中 で ほか の 語句 の 内 容 な ど に 説明 を 加え る 語句 の こと で ある 。 修飾 
語 に は 、 名 詞 を 修飾 する 「 連 体 修飾 語 」 と 、 動 詞 や 形容 詞 を 修飾 する 「 連 用 修飾 語 」 
2 つが ある 。 


3.3.1 中 日 両 言語 に お ける 連 体 修飾 語 


中 国語 は 孤立 語 で 、 単語 が 文中 で 使わ れる 時 、 屈折 や 脱着 の 手続 き な し に 用 いら れ 
言語 で あり 、 文 法 的 な 機能 は 配列 の 順序 に よっ て 決ま る 。 そ れ に 対し て 、 日 本 語 は 
脱着 語 で ある 。 実質 的 な 意味 を 持つ 単語 ある い は 語幹 に 、 文法 的 な 機能 を 持つ 要素 が 
次 々 と 結合 する こと に よっ て 、 文 中 に お ける 文法 的 な 役割 や 関係 の 差異 を 示す 言語 で 
ある 。 修飾 語 は 被 修飾 語 の 前 に 置く の は 決ま っ て いる わけ で ある 。 そ の た め 、 日 本 語 
は 中 国語 より 複雑 で 長い 連 体 修飾 語 が ずっ と 多い と 考え られ る 。 


3. 3. 2 翻訳 に お ける 連 体 修飾 語 の 処理 


周知 の と お り 、 日 本 語 は 〈S+O+V) 型 の 言語 で ある 。 長 い 修飾 語 を 主語 や 目的 語 の 
前 に 置く こと が 多い よう で ある 。 こ の 点 は 、 中 国語 の 「 定 中 構造 」( 定 語 + 中 心 語 ) と 
いう 語順 が 一 致す る か ら 、 一 般 的 に いえ ば 、 日 本 語 の 簡単 な 連 体 修飾 語 を 中 国語 の 「 定 
中 構造 」 に 直訳 すれ ば いい で ある が 、 複 雑 な 連 体 修飾 語 な ら 、 直訳 の 方 法 を 採用 すれ 
ば 流 輸 性 に 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が 高く 、 読 者 も 理解 に 苦し ゆか も し れ な い 。 

で は 、 複 雑 な 連 体 修飾 語 を 翻訳 する と き は どう すれ ば いい の か 。 ま ず 、 修飾 語 と 被 

修飾 語 を 確認 する 。 次 は 、 原文 の 意味 が 変わ ら な いこ と を 前 提 と し て 、 長 い 修飾 文 を 
分 解す る 。 最 後 は 、 中 国語 の 習慣 に 従い 、 全 句 を 組み 立て 、 語 順 を 調整 し 、 中 国語 の 
言語 表現 に 合わ せる よう な 形 に する 。 
6) 原文 : 硬軟 さま ざま な 政策 を と っ た 歴代 の 天子 の 中 で 、 最も 積極 的 に 攻勢 に 出 て 、 
た と * ぇ 一 時 的 で ある に せよ 、 旬 奴 を 国境 か ら 人 遠く 奉 ら せる の は 漢 の 武帝 で あろ うか 。 
訳文 : 历代 天 子 软硬兼施 ， 出 台 了 各 种 政策 ， 其 中 汉 武 帝 是 最 积极 地 展开 攻势 的 。 他 将 
匈奴 从 边境 驱逐 出 去 。 

まず は 修飾 成分 を 確認 する 。「 硬 軟 さ ま ざ ま な 」 は 「 政 策 」 の 連 体 修飾 語 で ある 。 
そし て 「 硬 軟 さ ま ざ ま な 政策 を と っ た 歴代 の 」 は 「 天 子 」 を 修飾 する 。 直 訳す れ ば 
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在 出合 了 各 種 赤 硬 政 策 的 万代 天子 中 ” と な る 。 こ の 翻訳 は 中 国語 の 表現 習慣 に 合わ 
な い 。 次 は 長い 修飾 語 を 分 解す る 。 筆 者 は 「 宰 軟 さ ま ざ ま な 政策 を と っ た 」 と 「 歴 代 
の 天子 」 に 分 解 し た 。 最 後 は 語順 を 調整 する 。「 歴 代 の 天子 」 は 「 硬 軟 さ ま ざ ま な 政 
策 を と っ た 」、 中 で は … と いう 文 を 組み 立て た 。“ 訪 代 天子 区 硬 兼 施 , 出 台 了 各 种 政策 ， 
其 中 ……” と 翻訳 し た 。 

7) 原文 : 遠く に 白い 雪 を 頂 に も っ た 山脈 の 見 える フェ ル ガ ナ の 平原 に 立っ て 、 し っ 
くり と 胸 に は いっ て 来る 思い が ある と すれ ば 、 そ れ は や は り 人 間 の こと で あっ た 。 
訳文 : 站 在 费 尔 干 纳 的 平原 上 可 以 看 到 远 处 白雪 能 拒 的 山脉 ， 若 要 问 我 那 时 的 所 思 所 想 
的 话 ， 其 实 我 是 想到 了 一 些 人 。 

[速く に 白い 雪 を 頂 に も っ た 」 は 「 山 脈 」 を 修飾 する 。「 遠 くに 白い 雪 を 頂 に も っ た 
山脈 の 見 える 」 は 「 フ ェ ル ガ ナ の 平原 」 を 修飾 する 。「 遠 くに 白い 雪 を 頂 に も っ た 山 
脈 」、「 見 える 」 と 「 フ ェ ル ガ ナ の 平原 」 に 分 解 し た 。 中 国語 の 語順 に 従っ て 、 改 め て 
組み 立て れ ば 、「 フ ェ ル ガ ナ の 平原 」 に 立っ て 、「 遠 くに 白い 雪 を 頂 に も っ た 山脈 」 が 
「 見 える 」。 中 国語 に 翻訳 すれ ば 、“ 交 在 旨 償 干 多 的 平原 上 可以 看 到 近 針 白雪 骨 通 的 山 
腺 ” と な る 。 

8) 原文 : そし て 現在 の よう に 国境 が 定め られ 、 隊 商 が 城 邑 か ら 城 色 へ 、 オ アシ ス か 
ら オ アシ スム へ 自由 に 往来 する こと が で き な い 時 代 に な っ て も 、 西域 と いっ た 呼び 方 が 
ある 限り 、 初 め に 持っ た 未知 、 夢 、 冒 険 と いっ た 要素 は 消え て いな い の で ある 。 
訳文 : 虽然 现在 各 国之 间 已 经 有 了 明确 的 国境 线 ， 商 队 也 不 能 再 像 以 前 那样 自由 地 穿梭 
在 城镇 和 绿洲 中 ， 但 只 要 它 还 被 称 作 西 域 ， 它 就 永远 不 会 失去 未 知 、 梦 幻 、 神 秘 、 冒 险 
的 色彩 。 

「 国 境 が 定め られ 、 隊 商 が 城 色 か ら 城 色 へ 、 オ アシ ス か ら オ アシ ス へ 自由 に 往来 す 
る こと が で き な い 」 と いう 長い 文 は 「 時 代 」 を 修飾 する 。「 国 境 が 定め られ 」 は 原因 
で ある 。「 城 邑 か ら 城 邑 へ 」 と 「 オ アシ ス か ら オ アシ ス へ 」 は 並列 関係 で ある 。 中国 
語 の 語順 に よっ て 、 因 果 関 係 を 示す 「 国 境 が 定め られ 」 を 前 に 置き 、 次 は 並列 関係 を 
示す 「 城 邑 か ら 城 邑 へ 」 と 「 オ アシ ス か ら オ アシ ス へ 」 で ある 。 “ 最 然 現在 各国 之 同 
已 经 有 了 明确 的 国境 线 ， 商 队 也 不 能 再 像 以 前 那样 自由 地 穿梭 在 城镇 和 绿洲 中 ”上 翻 识 
し た ほう が いい と 思う 。 

これ は すべ て 長い 連 体 修飾 語 で 主語 を 修飾 する 例 で ある 。 この 語順 で 直接 に 翻訳 す 
れ ば 、 筋 が よく 通っ て いな いか ら 、 分 訳 と いう 方 法 を 使い 、 複 合 句 ある い は 長文 を 短 
い 和 句 に 切り 離し て 翻訳 する 方 法 で ある 。 


3.4 詩 の 翻訳 一 一 漢詩 「 悲 橋 歌 」 の 翻訳 を 中 心 に 


日 本 で は 、 中 国 の 伝統 詩 を 総括 し て 、 漢詩 と 呼ん で いる 。 こ この 漢詩 は 漢代 の 詩 だ 
け で は な く 、 古 詩 、 楽 府 、 絶 句 、 律 詩 な どい ろ い ろ な 種類 が ある 。 原文 に 出 た この 漢 
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井上 靖 の 訳詩 の 分 析 は 以上 で ある 。 次 は 筆者 の 翻訳 で も る 。 前 の 言っ た 通り 、 筆 者 は 
井上 靖 の 詩 の 形式 を 残す た め 、 で きる だ け 原 文 の 字句 ・ 語 法 に 吊 実 し て 翻訳 し た 。 ま 
ず 、 文体 は 原文 と 揃え て 分 か りや すい 口語 体 に 番 訳 し た 。 そ れ か ら 、 形 式 も 意識 し て 
行 数 を 揃え て いた 。 た だ し 、 日 本 語 と 中 国語 と は 文 の 切れ 目 が 違う か ら 、 和 名 数 は 異な 
っ て も 仕方 が な い 。 翻訳 は 言語 の 変換 と 同時 に 、 文化 や や コミュニ ケー ショ ン 状 況 の 変 
換 を も 伴う た め 、 同 化す る か 異化 する か は 訳者 次 第 で ある 。 井 上 靖 が 翻訳 する と き 、 
日 本 の 読者 が 分 か りや すい よう に 、 意識 し て 中 国 の 独特 な 文化 要素 を 同化 し た 。 こ れ 
ら の 要素 を その まま 異化 し て 翻訳 すれ ば 、 中 国 の 読者 に 対し て は 理解 が で き な い か も 
し れ な い 。 例 えば 、6 名 目 の 「 ま ん まる い 家 」 と いう 表現 は パオ の こと を 指す 。 こ こ 
の パオ は 古代 中 国 の 北方 に 住ん で いる 少数 民族 な ど 遊 牧 民 が 住む 、 移動 生活 に 便利 な 
録 頭 形 の 組み 立て 式 の 家 で ある 。 こ こ は 『“ 賠 的 房子 ” と 翻訳 すれ ば 、 意味 が よく 分 
か ら な いか ら 、“ 笑 帳 ” と 翻訳 し た 。9 句 目 の 「 鐘 えた お ちち 」 と いう の は 乳 が 腐っ て 
すっ ぱく な る と いう 意味 で ある 。 詩 の 主人 公 劉 細君 が 異 族 の 飲食 に 慣れ な いこ と と 彼 
女 の 辛 さ を 強 調 す る た め に この よう に 表現 する よう で ある 。 中 国語 の “ 酷 ? は 和牛 ・ 馬 ・ 
羊 な どの 乳 を 発酵 し 、 半 凝固 させ た 食品 で ある 。 こ こ で は 意味 の まっ た く 対 応 す る 言 
葉 が 見 つか ら ず 、 中 性 名 詞 の “ 酸 乳 ” に 翻訳 し た 。 6、7、 8、 9 句 目 は “以 秸 帐 为 家 ， 
組 皮 妨 境 , 生肉 妨 食 , 酸 乳 該 表 ” と 形 を 整え て いる 。 読 ん だ ら 、 リ ズム 感 が 感じ る 。 
10、11 句 は 「 思 い 出 され て 来る の は 故国 の こと 許 り 」 こ こ は 直 訳す れ ば 、 ぐ “勝海 中 
浮现 出 的 都 是 我 的 故乡 ” それ に 比べ 、 “勝海 中 不断 浮 現 起 我 的 故 多 ” の 方 が 適当 だ と 
思う 。 最 後 の 4 句 は 主人 公 の 夢 で ある 。 彼 女 の 夢 は さっ さと 故郷 に 戻る こと で ある が 、 
現実 は 主人 公 が 異国 に 嫁ぎ 、 も う 自 由 が な く 、 故 郷 に 帰り た く て も 帰れ な い 。 自 由 に 
飛べ る 和 鳥 を 羨まし が っ て いる 。「 夢 に も 忘れ な い 政 国 に 帰れ セ ま しょう の に 」 を 直訳 せ 
ず 、“ 競 可以 回 到 我 心 心 念 念 的 故 彡 ” と 徳 訳 し た 。 “ 心 心 念 念 ” と いう 言葉 は 「 胸 に 深 
く 染 み 込 ん で 片 時 も 忘れ な い 」 と いう 意味 で あり 、 主 人 公 の 望郷 の 念 を よく 表現 で き 
る と 思う 。 
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お わり に 


本 翻訳 実践 報告 書 は 井上 靖 の 「 西 域 物 語 」 を 中 国語 に 訳す 実践 に つい て の 報告 書 で 
ある 。 こ の 作品 は 日 本 の 作家 井上 靖 に よっ て 書か れ た 紀行 文 で ある 。 歴 史 的 事実 に よ 
り 事 前 考証 し て 書か れ た 作品 で あり 、 読 者 に 豊か な 歴史 的 風景 を 繰り 広げ て いる 。 こ 
の 名 作 を 中 国人 読者 に も 読ん で ほし いた め 、 こ の 作品 を 自分 の 翻訳 課題 に し て 、 翻訳 
し て みた の で ある 。 

翻訳 する 前 、 い ろ い ろ と 下 準 備 し て お いた 。 この 作品 の 創作 背景 を 把握 する た め に 、 
著者 の 経験 や 創作 され た 作品 な どの 資料 を 調べ て みた 。 原文 に 引用 され た 歴史 資料 も 
いち いち 確認 を し 、 そ し て 原文 の 情報 全般 を 正確 に 忠実 に 伝わる た め に 、 原文 中 の 地 
名 も 古 地図 を ふく め て すべ て 地図 で 確認 で きた 。 

翻訳 の ほう は ドイ ツ の 機能 主義 翻訳 理論 に 導 か れ て 、 こ れ ま で 身 に つけ て いた 翻訳 
技法 も 合わ せ て 考慮 に 入れ 、 原文 を 翻訳 し て か ら 、 何 度 も 添削 し て 完成 で きた の で あ 
る 。 

本 報告 書 は 三 つ の 部 分 か ら で き て いる 。 

まず は 原文 に つい て の 紹介 の 部 分 で あり 、 作品 の 内 容 や 作者 井上 靖 の こと を 紹介 し 、 
そし て 作者 や その 生活 環境 な ど に 照ら し て テキ スト の 性 質 に つい て 分 析 し て みた 。 ま 
た 、 ド イツ の 機能 主義 翻訳 理論 を 応用 し な が ら 、 テ キス ト の タイ プ と 言葉 の 特徴 を 分 
析 し て みた の で ある 。 

次 は 翻訳 の 過程 に つい て まとめ て みた 。 翻訳 する 前 の 事前 準備 段階 と 実際 翻訳 の 全 
プロ セス に お いて どん な 翻訳 スト ラテ ジー を 使っ た か に つい て 説明 し た 。 

第 三 の 部 分 で は 今回 の 翻訳 作業 に お いて 難点 と な っ た 主語 省略 と 連 体 修飾 語 の 翻 
訳 、 そ し て 漢詩 の 翻訳 に つい て 説明 し て みた 。 具体 的 な 徳 訳 例 を あげ な が ら 具 体 的 に 
どん な 翻訳 法 に よっ て 自分 の 翻訳 文 に 到達 で きた か の 全容 を 説明 する こと に な っ て 
いる 。 な お 、 漢 詩 の 訳 し 方 に つい て も 「 悲 医 歌 」 の 例 に よっ て 説明 する こと に な っ た 
の で ある 。 

な お 、 翻 訳文 と し て は 自分 で は 満足 で きる と 思わ れる が 、 文学 性 に 関し て は まだ 不 
足 な 点 が あり 、 残 念 に 思う と ころ も 存在 する 。 こ れ か ら 文 学 翻 訳 へ の 努力 も 必要 で は 
な いか と 思う よう に な っ た 。 

今度 の 翻訳 で 、 筆 者 は 自分 の 限界 が 分 か り 、 今 後 努 力 す る 方 向 も は っ きり わか る 。 
優れ た 作品 を 翻訳 する に は 、 翻 訳 の 能力 を 続け て 向上 し な けれ ば な ら な い 。 
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詩 は 漢代 の 劉 細 君 に よっ て 創作 され た 騒 体 詩 で 、 中 国 の 『 楽 府 詩集 』 に 収録 され る 。 
漢 の 代 、 武 帝 は 、 朝廷 の 宴会 や 儀式 で 演奏 され る 音楽 や 歌 を 編 皿 し て 演奏 し た 役所 で 
ある 全 府 を 設立 し 、 後 に は 各地 の 音楽 を 採取 させ た 。 後 世 、 楽 府 が 採集 、 整 理 し て 歌 
われ た 民 歌 を まとめ て 「 楽 府 詩 」 と いう よう に な っ た 。 そ れ 以 降 この 形式 や 詩 題 ( 楽 
府 題 ) を 使っ た 詩歌 を も 『 全 府 』 と 呼ぶ よう に な っ た 。 楽 府 は 、 古 体 詩 、 近 体 詩 と 並 
ん で 中 国 の 韻文 の 三 大 様式 の 一 つ で ある 。 曲 を つけ て 歌う も の で ある こと か ら 、 全曲 
と も いう べき も の で あり 、 そ の 詩文 を 歌 辞 と も いっ た 。 題名 に は 、 歌 、 行 、 引 、 曲 、 
吟 な どの 文字 を 有 冠 し た も の が 多い 。 こ こ に 取り 上 げた この 詩 の 文体 は 騒 体 で 、 林 魚体 
と も 呼ん で いる 。 虚 字 脚 〈 分 、 其 、 些 、 以 、 与 、 於 、 而 ) が 押韻 の 働き を 担っ て いる 。 

天山 の 湖 の 小節 で は 、 鳥 孫 の 右 夫人 細君 は 母国 か ら 来 た 使者 に 自分 の 作っ た 一 秒 の 
辞 を 示し た 。 こ の 辞 は 8 文字 で 一 句 を な し て お り 、 し か も 「 分 」 と いう 字 が 名 ご と の 
真ん中 に あっ て 、 一 名 を 二分 する も の で あり 、 韻 律 を 作ら れる も の で ある 。 

原文 の 著者 井上 靖 は 日 本 の 小説 家 と し て よく 知ら れ て いる 。 と 同時 に 、 散 文 詩 ら し 
いい 散文詩 の 書き 手 と し て も か な り 名 高い と 思わ れる 。 彼 は 『 文 移 界 』 昭和 二 十 四 年 十 
月 号 に 「 猟 銃 」 を 掲載 し て 職業 作家 に 専念 する 前 に 、 足 掛け 二 十 年 に も 表 る 長い 詩作 
歴 を 持っ て いる 。 こ の よう な 井上 靖 の 文学 修行 時 代 と も 言う べき 長い 詩作 期間 に 、 後 
年 の 井上 文学 を 支え る 様々 な 要素 が 培 わ れ た で あろ う 。 も ちろ ん 、 そ の 後 、 彼 は 詩 の 
創作 に 手 を 引か な か っ た よう で ある 。 詩作 は 彼 の 生涯 に わた っ て 貫 か れ た と いっ て も 
過言 で は な い 。 

日 本 人 は 漢文 を 翻訳 する と き 、 書 き 下 し 文 ? と いう 方 法 を 使う の が 普通 で ある 。 そ 

れ は 漢文 の も と の 形 を で きる だ け 残 す た め で ある 。 で も 、 訓読 書き 下 し 文 は 用 いら れ 
て いる 語 臣 は 一 切 訳 さ な い 。 その た め 読 者 に と っ て 語義 と 用 字 の 解釈 な ど は か な り 分 

り に くい と 思わ れる 。 井 上 靖 は 原 詩 の 形 に 拘ら な く 、 自 分 な り の 理解 で 半 創 作 し て 

。 由 に 翻訳 し た 。 

原文 と 照ら し 合わ せる こと が で きる よう に 、 筆 者 は で きる だ け 原 文 の 字句 ・ 語 法 に 
忠実 し て 翻訳 する 。 筆 者 は 見 識 が 狭く 、 学 間 も 江 いか ら 、 少 し の 間違い も ある か も し 
れ な い 。 今 は この 「 悲 区 歌 」 を 原 詩 と 井上 靖 が 翻訳 し た も の と と も に 見 て お こ 2 


@ ぅ 書き 下 し 文 : 漢文 を 日 本 語 と し て 読み 下 し 、 日 本 語 の 語順 に 合わ せ て 、 漢 字 仮 名 交じり で 書き 改め た 文 。・「 ス ー 
パー 大 辞 林 3. 0」 松村 明 . 三省 堂 編修 所 . (C). 2006-2018 
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わた し の 家 は 吾 家 嫁 我 分 天 一 方 ， 我 的 国家 

わた し を 嫁 が せ に 把 我 嫁 到 了 

天 の ど こ か に 。 天 的 另 一 边 。 

わた し が 仕え て いる の は 远 托 异 国 今 乌 王 延 。 让 我 去 侍奉 

異国 鳥 孫 の 王さま 。 乌 孙 国 的 国王 。 

まん まる い 家 穹 庐 为 室 今 施 为 墙 ， (从 此 我 ) 以 秸 帐 为 家 ， 
け も の の 皮 の 壁 兽 皮 为 墙 ， 

食べ も の は 生 の お 肉 以 肉 为 食 今 酷 为 浆 。 生肉 为 食 ， 

すす る の は 餅 え た お ちち 酸 乳 为 浆 ， 

明け て も 、 暮 れ て も 无 论 是 白天 还 是 夜晚 ， 
悲し み で 心 は 痛み 居 常 土 思 今 心 内 伤 ， 我 都 无 比 的 痛心 难过 。 
思い 出さ れ て 来る の は 脑海 中 不 断 浮现 起 
故国 の こと 許 り 。 我 的 故乡 。 

ああ 啊 啊 ， 

倫 に な り た い 。 放 为 黄 锥 分 归 故 乡 。 我 想 化 身 为 一 只 黄 久 ， 
ああ 啊 啊 


あの 黄色 い 答 に な れ た ら 如果 我 能 化身 妨 黄 瑞 , 
高い 高い 空 を 飛ん で 就 可 以 在 天 空中 自由 刘翔 ， 
夢 に も 忘れ な い 故 国 に 就 可 以 回 到 

帰れ まし ょ う の に 我 心心 念 念 的 故乡 。 








井上 靖 の 訳 し た 詩 は 古語 を 用 いら ず 、 現 代 語 を 用 いる 。 そ の た め 、 原 詩 の 漢語 は ほ 
と ん ど 訳 語 に 取り 入れ て いな い 。 原 詩 は 6 句 で 、 井 上 靖 は それ を 20 名 に 訳 し た 。 句 
数 は 原 詩 と は 揃え て いな い が 、 文 学 的 な 効果 を 求め た よう で ある 。1 句 目 と 2 句 目 は 
原 詩 の 語義 を 分 か りや すく 翻訳 し た 。 10 名目 か ら は 原 詩 に な い 表 現 を 挿入 し た 。 例え 
ば 、 原 詩 の 「 居 常 土 思 今 心 内 傍 ] と いう 表現 は 主人 公 が し ば らく 離れ て いた 故郷 を 懐 
か し く 感 じ る 気持 ち を 見 せる 。 そ れ に 対し て 、 井 上 靖 の 翻訳 し た 詩 は 「 明 け て も 、 暮 
れ て も : 故国 の こと 許 り 。」 と いっ た 言葉 を 通し 、 そ の 感情 を より 一 層 に 強調 され た 。 
最後 の 「 あ あ 鶴 に な り た い 。 あ あ あの 黄色 い 欠 に な れ た ら 高い 高い 空 を 飛ん で 
夢 に も 忘れ な い 改 国 に 帰れ まし ょ う の に 」 は 主人 公 の 気持 ち を 感じ 取り 、 原 子 に は 
は っ きり 表示 され て いな い 部 分 を 補充 し た 。 こ れ で 、 原 詩 が 描か れ て いる 思い や 気持 
ち が す べ て 読者 に 伝え られ る 。 
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[西域 物语 | の 翻訳 実践 報告 


付録 1 : 原文 
『 西 域 物語 』 一 井上 靖 
序章 


私 は 学生 時 代 に 西域 と いう と ころ へ 足 を 踏み 入れ て みた いと 思っ た 。 本当に 西域 に 
旅行 で き な い も の か と 考え た 時 代 が ある 。 西域 と いう 言い 方 は 甚だ 漠然 と し た も の で 
ある が 、 こ れ は 中 国 の 古代 の 史書 が 使っ て いる 言い 方 で 、 初 め は 中 国 西方 の 異 民 族 の 
住ん で いる 地帯 を 何と な く 総 括 し て 、 西 域 と いう 呼び 方 で 呼ん だ の で ある 。 だ か ら 昔 
は 、 イ ンド も ベル シャ も 西域 と いう 呼称 の 中 に 収め られ て いた 。 要 する に 中 国人 か ら 
言え ば 自国 の 西方 に 拡がっ て いる 未知 の 異 民族 が 国 を 樹 て て いる 地帯 を 、 何もかも ひ 


っ くる め て 西域 と 呼ん だ の で ある 。 だ か ら 西 域 と いう 言葉 の 中 に は 、 も と も と 未知 、 


夢 、 謎 、 置 険 、 を うい っ た も の が いっ ぱい 詰め 込ま れ て ある 。 そ の 後 イ ンド や ペル シ 
ャ は 西域 と は 呼ば な く な り 、 西域 と いう と 専ら 中 央 アジ ア に 限定 する よう に な っ て 今 
日 に 到 っ て いる 。 民族 和 争 吾 の 派手 な 歴史 的 事件 が この 広大 な 沙漠 地帯 を 舞台 と し て 
次 々 に 起こ っ て お り 、 未 知 、 夢 、 謎 、 買 険 と いっ た 諸 要 素 が この 地域 に 集中 し て いる 
観 が ある か ら で あ る 。 そ し て 現在 の よう に 国境 が 定め られ 、 隊 商 が 城 呈 か ら 城 呈 へ 、 
オア シス か ら オ アシ ス へ 自由 に 往来 する こと が で き な い 時 代 に な っ て も 、 西域 と いっ 
た 呼び 方 が ある 限り 、 初 め に 持っ た 未知 、 夢 、 謎 、 置 険 と いっ た 要素 は 消え て いな い 
の で ある 。 私 は いま 中 央 アジ ア と いう 呼び 方 を し た が 、 こ れ も 赤 甚だ 漠然 と し た 呼称 
で あっ て 、 明 確 に その 範囲 が 決め られ て ある わけ で は な い 。 ま あ 、 ア ジア 大 陸 の 中 央 
部 、 海 に 出口 を 持た な い 内 陸地 域 で 、 東 は ゴビ 沙漠 か ら 西 は カス ピ 海 に 到 る 広大 な 地 
域 と 考え て いい だ ろう 。 

従来 この 中 央 アジ ア は パミール 高原 を 境 に し て 東 を 東 ト ルキ スタ ン 、 西 を 西 ト ルキ 
スタ ン と 呼ば れ て 来 て いる が 、 現 在 の 政治 的 概念 で 言え ば 、 東 トル キス タン は 中 国 側 、 
西 ト ルキ スタ ン は ン ツ 連 側 と いう こと に な る 。 中 国 側 の 新 組 ウイ グル 自治 区 に 当たる 東 
トル キス タン は 目下 旅行 者 は は いれ な い の で 判ら な い が 、 ソ連 領 の 西 ト ルキ スタ ン は 
往時 の 西域 で は な い 。 カ ザ フ 、 ウ ズ ベ ク 、 キ ル ギ ス 、 ト ルク メン 、 タ ジ ク の 五 共和 国 
が 誕生 し て お り 、 往時 の オア シス の 城 邑 は 、 大 ビル ディ ング の 建ち 並ぶ 近代 都市 に 生 
まれ 変 ろ うと し て お り 、 不毛 の 沙漠 地帯 に は 運河 が 何 本 も 走り 、 そ の 流域 を みごと な 
緑地 帯 、 み ご と な 耕地 帯 に 変え て いる 。 多 か れ 少 な か れ 、 中 国 側 の 東 ト ルキ スタ ン も や 
同じ こと で あろ う 。 同 じ 西 域 と いう 呼び 方 を し て も 、 西域 の 実態 は すっ か り 変 っ た も 
の に な りつ つ あ る 。 併 し 、 依然として 変わ な いも の も ある 。 幾ら 緑地 帯 が 縦横 に 走っ 
て も 、 な お 沙漠 は 沙漠 と し て 依然 と し て 大 き な 不 毛 の 骸 を 横 た え て お り 、 ア ム ・ ダ リ 
ヤ 、 シ ル ・ ダ リヤ は 悠々 と し て 流れ 、 天 山 、 パ ミー ル に は 四 時 委 を 戴 い た 太 〇 〇 〇 ヌメ 
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ー ト ル 級 の 山々 の 鋭い 刃先 が 天 を 用 っ て いる の で ある 。 そし て そこ に 住む 算 え きれ な 
い 異 民族 は 、 そ れ ぞ れ の 言葉 と 、 そ れ ぞ れ の 風俗 習慣 を 失わ な いで 生き て いる の で あ 
る 。 

そし て 、 も う 一 つ 変 ちら な いも の が ある 。 そ れ は 歴史 で ある 。 過去 に 背負 っ た 歴史 で 
ある 。 こ れ だ け は どう する こと も で き な い 。 日 本 国内 の 戦争 と は 異 っ て 、 異 民族 同士 
の 争 芋 で あり 、 結 果 的 に 見 る と 、 そ れ は 民族 の 移動 で も あり 、 そ の 民族 が 持っ た 文化 、 
宗教 の 移動 で も ある 。 過 去 に 於 て 西域 が 持っ た 歴史 を 振り 返っ て みる と 、 ア レキ サン 
ドロ ス の 遠征 を 初め と し て アラ ブ の 侵入 も あれ ば 、 モ ン ゴ ル の 侵入 も ある 。 最も 大 き 
いも の だ け を 拾っ て も 、 その 度 に 西域 は すっ か り 異 な っ た も の に な っ て いる 。 そ し て 
その 歴史 の 爪 跡 は 今 で も 到 る と ころ に 遺 さ れ て いる 。 ア ラブ の 遺し た 爪 跡 も あれ ば 、 

モン ゴル の 遺し た 爪 跡 も も ちる 。 そ し て また 、 気 の 遠 く な る よう な 長い 歳 月 は た くさ ん 
の 歴史 の 欠片 を 土 の 中 に 埋め て も いる 。 そ の 大 部 分 は 私 た ちの 知ら な い 歴 史 で ある 。 
中 央 アジ ア と いう 広大 な 地域 は 、 今 日 も 依然 と し て 、 私 に は “西域 " で ある 。 未知 、 
夢 、 謎 、 冒 険 、 を ん な も の が いっ ぱい 詰まっ て いる 。 近 代 文 明 の 大 き な カ が それ を 全 
く 異 っ た も の に し よう と 手 を か け 始 め て いる が 、 な か な か どう し て 、 そ ん な こと で 手 
に 負え る し ろ も の で は な い の で ある 。 


私 は 三 年 前 の 一 九 六 五 年 と 今年 (一 九 六 八 年 ) の 二 回 、 西 トレ キス タン を 旅 し た 。 
この 二 回 の 旅 で 、 西 域 の 歴史 の 上 に は 必ず 登場 し て 来る サマ ルカ ンド 、 プ ハラ 、 タ シ 
ケン ト と いっ た 諸 都 邑 、 沙漠 に 囲ま れ て いる 全く の 沙漠 の 町 アン シュ ハバ ー ド 、 ウ ル ゲ 
ンチ 、 ヒ ワ 、 そ れ か ら パ ミー ル の 山 ひ だ の 中 の 新しい 街 ド ッッ シャン で 、 史記 に 出 て 来 
る 大 宛 国 一 現在 の フェ ル ガ ナ 盆地 に 散ら ば っ て いる 諸 都 市 、 ア ン デ ィ ジ ャ ン 、 マ ル ギ 
ラン 、 コ ユー カン ド 、 フ ェ ル ガ ナ 、 或 は また 玄 英 三蔵 の 『 大 唐 西域 記 』 や 『 大 唐 大 慈恩 

寺 三 蔵 法師 伝 』 な ど に 登場 し て 来る 天山 の 術 の 故地 と 目 さ れ て いる トク マク 、 ア ク ・ 
ベ シ ム 、 あ る い は フル ン ゼ 、 そ うい っ た と ころ に 一 応 足 を 踏み 入れ て みた 。 

そし て 、 この 西城 の 旅 で 最も 楽し か っ た こと は 、 その 土地 土地 が 持っ て いる 歴史 を 
考え た り 、 思 い 出し た りす る こと で あっ た 。 私 は 歴史 家 で も 歴史 研究 家 で も な い の で 、 
多 論 私 の 考え る 歴史 と いう も の は 、 甚だ 片 寄 っ た も の で ある し 、 た また ま 持 合わ せ た 
僅か の 知識 の 中 か ら そ の 土地 に 関す る も の を 引出 す 以 外 仕方 な い の で ある が 、 それ で 
も 、 今 ま で 持っ て いた 歴史 の 欠片 が 、 そ の 土地 に 置い て みる と 、 ま る で 異 っ た 生き 生 
き と し た も の に な る の を 感じ た 。 

私 は 西 ト レキ スタ ン の 旅 で 、 最 近 ソ 連 の 考古 学者 の 手 で 掘 出 さ れ た 三 つ の 遺跡 を 見 
て いる 。 一 つ は ペン ジ ケ ント の 遺跡 で 、 こ こ は 人 て 一 二 〇 OO 年 前 に た ソ グ ド 人 が 住ん で 
いた 城 邑 で ある が 、 ア ラブ の 圧政 に 耐え か ね た ソ グ ド 人 た ち が こ の 街 を 捨て て か ら 
その まま 土 中 に 埋まっ て し まっ た と ころ で ある 。 も う 一 つ は 現在 発掘 を 始め られ て い 
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る アク ・ ベ シム の 遺跡 で も る 。 こ れ も 赤 同じ 時 代 の 遊牧 民 た ち が 営 ん で いた 城 色 で あ 
る 。 そ れ か ら 古 代 サ マル カン ド の 眠っ て いる アフ ラシャ ヤブ の 遺跡 。 

この 三 つ の 遺跡 を みて 強く 感じ た こと は 、 い ずれ も 見 は る か す よ うな 高原 風 の 地帯 
に あたる こと と 、 それ ぞ れ が 委 を 戴 い た 天山 の 前 山 が 遠く 見 えて いる 何と も 言え ぬ 美 
し い 場 所 で ある と いう こと で あっ た 。 

そう いう 点 で は 、 三 つ の 土 中 か ら 出 て 来 た 往 古 の 城 色 は 、 そ この まん 中 に 立つ 限り 
区 別 が で き な い ほど よく 似 て いる も の で あっ た 。 古代 の 遊牧 民 た ち は 、 異 民族 に 追わ 
れ 、 追 われ て 、 そ の 居 を 移し て いる が 、 い ずれ も 申し 合わ せ た よ うに 帳 幕 を 営む の の に 
眺め の 雄大 な 美しい 場所 を 選ん で いる の で ある 。 

私 が 歴史 家 で あっ た ら 、 三 つの 出土 区 跡 か ら た くさ ん の 貴重 な も の を 拾う に 違い な 
い 。 併 し 、 小説 家 の 私 に は そ う し た 知識 の 持 合 わせ も な いし 、 そ うい う 芸 当 も で き な 
い 。 た だ その 城 邑 を 構え た 場所 の 美 し さ に 感心 する だ け の 話 で ある が 、 ソ グ ド を 初め 
と する 古代 遊牧 民 の 持つ 民族 の 生命 力 の よう な も の が 、 こ れ ま で と は 異 っ た も の に な 
っ て 、 こ ちら に 人 迫っ て 来る 。 こ れ か ら 歴 史 の 書物 で ソ グ ド と か サカ 人 と か に お 目 に か 
か る 度 に 、 その 民族 の 姿 が これ まで と は 違っ た も の に 映っ て くる こと 定 け は 確か で あ 
る 。 

私 は また いく つか の タキ を 見 た 。 タ キ と いう の は アー チ と いう 意味 で ある が 、 同時 
に いく つか の 丸屋 根 の 組合 わせ か ら な る バザー ル の 意味 で も ある 。 これ は ぉ ふつ う 大 き 
な 通り の 十字 路 に あり 、 プ ブハラ と ヒ ワ の も の が 最も よく 保存 され て いた 。 ブ ハラ で は 
この バザー ル の 一 つ は 宝石 市 場 と も 呼ば れ て いた 。 十字 に 交 又 し て い 人 な 通り に すっ ぱ ぽ 
り と 屋根 を か ぶせ た よう な 性 好 の 商店 街 で 、 十字 に 交 又 し て いる と こ 今 が 多少 広く な 
っ て いて 、 そ この 高い 屋 蓋 の 天窓 か ら 光 線 が 落ち る よう に な っ て いる 。 内 部 は ひど く 
暗い 。 現在 は 勿論 店 舗 は 並ん な で い な い が 、 タ キ が いか な る も の か 、 ほ ば ぼ 完 全 な 形 で そ 
れ を 知る こと が で きる 。 な る ほど 宝石 市 場 と 呼ば れん た だ け あ っ て 、 た し か に ここ で は 
宝石 が 売買 され た に 違い な いと 思わ れ た 。 は る ば る と 沙漠 を 越え て 来 た 隊商 の 商人 た 
ち は 、 小 さい 宝石 の 粒 を 握っ て この 薄暗い 屋内 商店 街 へ は いっ て 行く 。 薄 暗い 中 で 商 
人 た ちの 有 眼 が 怪し く 光 り 、 掌 の 上 に 載せ られ て ある 小さ い 宝 石 の 粒 が 怪し い 光 を 発し 
て いる 。 雑多 な 人 種 が う ご め い て いる バザー ル の 内 部 を 眼 に 浮 べ る と 異様 な も の で あ 
る 。 乱れ 飛ん で いる 言葉 も 、 群 が り 集 っ て いる 人 々 の 服装 も 、 皮 膚 の 色 も 、 頭 髪 の 色 
も それ ぞ れ に 異 っ て いる 。 そう し た 内 部 の 到 る と ころ で 宝石 の 鑑定 と 値 踏み は 行わ れ 
て いる 。 な る ほど 、 宝 石 の 売買 取引 は 、 明 る い 陽 の 光 の 射 し て いる 戸外 より 、 こ うし 
た 薄暗い 屋内 店 舗 の 方 が ふさ わし い 場 所 で ある に 違い な い 。 

も う 一 つの ヒ ワ の バザー ル の 方 は 十字 路 に な っ て いな い 。 一 本 の 商店 街 が 伸び て い 
る だ け で 、 ト ン ネ ル の 中 に 、 商 店 が 両側 に 並ん で いる と 思え ば いい 。 こ ちら は 宝石 市 
場 と は 呼ば れ な いで 、 奴隷 市 場 と 呼ば れ て いた 。 専門 の 奴隷 市 場 で は な い が 、 時 に は 


22 


硕士 学 位 论文 


奴隷 も 売買 され た の で あろ う 。 こ の 方 は 少し 明る い 。 こ の トン ネル 商店 街 の 中 央 に 一 
つの 横 門 が あっ て 、 そ こ か ら 隊 商 宿 に 通し られ る よう に な っ て いる 。 隊商 宿 は 大 きい 
広場 を 取 券 く よ う に 造ら れ て あり 、 そ の 大 きい 広場 は 駒 馳 の パー ク 場 で ある 。 

現在 、 ウ ズ ベ ク 共和 国 で は ほぼ 完 全 な 形 で 遣っ て いる タキ は この 二 つ し か な いそ う 
で ある 。 こ れ を 見 た お 薩 で 、 私 に は 隊商 と いう も の が 、 い くら か は っ きり し た 形 を と 
っ て 眼 に 浮か ん で 来る よう に な っ た 。 何 十 頭 も の 双 及 を 並べ て 長い 沙漠 の 旅 を し て 来 
た 商人 た ち は 、 そ れ ぞ れ の 街 で 、 街 の 入口 に ある 隊商 宿 に は いる 。 宿 の 前 に は 賠 膨 が 
いっ ぱい 詰まっ て いる 。 帳 及 の 鳴 声 を 聞き な が ら 商 人 た ち は 寄 宿舎 の よう な 小さ い 部 
屋 部 屋 に は いっ て 眠る 。 翌 朝 に な る と 、 賠 及 の 群れ の 間 を 縫っ て 、 商 人 た ち は 屋 内 市 
場 の 中 人 へ は いっ て 行く 。 一 番 持 運 び が 簡単 で 、 大 き な 取 引 の で きる の は 宝石 で ある 。 
商人 た ち は 手 に 手 に 宝石 を 握り し め て いる 。 真 物 も あれ ば 廣 物 も ある 。 暗い 中 で 発 す 
る その 光沢 が すべ て を 決定 する 。 

沙漠 で 生き る 人 た ち に と っ て 、 ど うし て も 必要 な も の は 、 生活 に 必要 な も の を 売買 
する も う 一 つの 住民 た ちの バザー ル で ある 。 こ の 方 は 露店 で ある 。 フ ェ ル ガ ナ 盆 地 の 
古い 町 マル ギラ ン の バザー ル を 見 た が 、 こ れ が ブハラ 、 サ マル カン ド 、 そ の 他 で た く 
さん 見 た バザー ル の 中 で 最も 凄 ま し いも の で あっ た 。 フェ ル ガ ナ 盆地 に は 五 十 の 民族 
が 雑居 し て いる と いう が 、 その 五 十 の 民族 が みん な 代表 者 を 出し て いる の で は な いか 
と 思わ れる ほど 、 そ こ に 集 っ て いる 人 々 の 服装 も 顔立ち も 言葉 も 異 っ て いた 。 マ ル ギ 
ラン は 古く 静か な 街 で ある が 、 こ こ だ け に は 暴 し い 数 の 人 々 が 渦巻 き 、 老 弱 和 男女 、 そ 
れ ぞ れ が 売っ た り 買 っ た り し な が ら 、 生 きる た め に 声高 に 叫び 、 吸 鳴り 合っ て いた 。 
そこ で 売買 され て いる も の は 雑多 で あっ た 。 購 馬 の よ うな 大 きい も の か ら 、 和 種子 、 粉 
未 の よう な 小さ いも の まで あっ た 。 ま さ に 中 央 アジ ア の 心臓 で あっ た 。 お そら く 昔 か 
ら 少 し も 変ら ぬ 姿 で 、 こ の バザー ル は 今日 に 到 っ て いる の で あろ うと 思わ れ た 。 

中 央 アジ ア の 古い 都市 の 回 教 寺院 の 塔 の 頂 は 申 合わ せ た よ うに 青い 。 空 の 青 さ と も 
海 の 青 さと も 異な っ た 一 種 の 独特 の 人 間 の 心 を 吸い 取っ て し まう よう な 深い 再 さ な 
の で ある 。 沙漠 の 旅行 者 は 、 ま た 沙漠 の 都市 の 住人 は 、 こ の 青 さ を 眼 に する こと な し 
に は 、 そ の 日 その 日 を 送れ な か っ た の で あろ う 。 こ の 塔 頂 の 青 さ は お そら く 沙 漠 で 生 
きる 人 た ち が 生 きる た め に 、 ど うし て も 必要 な も の で ある と 思わ れる 。 沙 漠 の 旅行 者 
は 遠く か ら こ の 青い 陶板 で 包ん だ 塔 の 頂 を 眺め 、 そ し て それ に 吸い 込ま れる よう に し 
て 城門 を 持っ た 乗 落 へ は いっ て 行っ た の で あろ う 。 

中 央 アジ ア の 河川 で 一 番 有 名 で も あり 、 往 古 か ら 沙漠 の 川 の 代表 と 目 さ れ て いる の 
は シル ・ ダ リヤ と アム ・ ダ リヤ で ある 。 シ ジル ・ ダ リヤ を その 上 流 で ある フェ ル ガ ナ 盆 
地 で 見 た が 、 水 量 の 豊か な 美しい 川 で あっ た 。 そ の 水 を 引い た 何 本 か の 運河 が 広大 な 
フェ ル ガ ナ 盆地 を みごと な 覆 畑 に し て いる くら い だ か ら 、 そ の 水量 が 豊か で ある の は 
当然 な こと で ある 。 併 し 、 キ ジル ・ ク 沙漠 の 一 角 で その 下流 の 姿 を 眼 に する と 、 見 
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違え る ほど 河相 は 貧し く な っ て いる 。 下流 へ と 流れ 降る に 従っ て 水 を 少し ずつ 沙漠 の 
土 と 天 日 と に 吸わ れ 、 流 域 の 樹木 に 奪 り 上 げ ら れ 、 次 第 に 水量 は 少な く な り 、 河 幅 も 
狭く な っ て 行く 。 下 流 部 で 見 た アム ・ ダ リヤ の 場合 も ほぼ 同じ で あっ た 。 下 流 に な る 
ほど 支流 の 水 を 集め て 大 きく な っ て 行く 普通 の 川 と いう も の と は 凡そ 違っ た も の で - 
ある 。 沙漠 の 川 は 流れ 降る に 従っ て 、 川 は 痩せ 細っ て 行く の で ある 。 

天山 か ら 流れ 出し て いる ゼラ フシ ャ ン 川 は その 流域 の オア シス 地帯 に ベン ジ ケ ン 
ト 、 サマ ルカ ンド 、 ブ ハラ と いっ た 諸 都 色 を 作っ て いる が 、 そ の 下流 の 末端 は 沙漠 の 
中 に 消え る と 言わ れ て いた 。 実際 に 消え て いた の で あろ 2 う 。 沙漠 の 川 と し て 当然 持た 
な けれ ば な ら め ぬ 運 命 で や る が 、 併 し 、 沙 漠 の 中 に 消え る 川 と いう も の が 、 長 く 私 に は 
不思議 に 思え を て な ら な か っ た の で ある 。 現在 は ゼラ フシ ャ ン 川 の 水 も 、 そ れ が 沙漠 の 
中 に 吸い 込ま れ て 姿 を 消す わが まま は 許さ れ て いな い 。 ウズ ベク 共和 国 は その 水 を 集 
め て 、 み ご と な 人 人 造 湖 を 造っ て いる 。 


大 宛 四 汗 血 局 1 


古代 中 国 の 天子 が 例外 な く 最 も 手 を 焼い た の は 合 奴 政策 で あっ た 。 何 奴 は 前 四 世 紀 
示 よ り 三 世紀 に か け て 五 〇 〇 年 ほど の 間 、 中 国 の 歴史 に 中 国 に ぴっ た り と 寄 添 っ て 現 
れ て 来る 。 こ の 北方 の 書 恒 な 遊牧 騎馬 民族 の お 共 で 、 中 国 の 歴史 は すこ ぶる 多彩 な も 
の に な っ て いる 。 万 里 の 長城 と いう と ん で も な いも の を 繁 い た の も 全 奴 の た めで あっ 
た し 、 異 族 に 降 嫁 する 王 昭君 の 悲劇 も 旬 奴 懐柔 政策 の 産物 で ある 。 と 萌 っ て 、 攻勢 に 
出 て も ひと すじ 縄 で 行く 相手 で は な い 。 漢 の 高祖 で さえ 、 う まう ま と 犬 軍 に 包み 込ま 
れ て し まっ て 、 危 うく 一 命 を 落し か け て いる 。 

硬軟 さま ざま な 政策 を と っ た 歴代 の 天子 の 中 で 、 最も 積極 的 に 攻勢 に 出 て 、 た と え 
一 時 的 で ある に せよ 、 旬 奴 を 国境 か らら 遠く に 痢 ら せ た の は 漢 の 武帝 で あろ うか 。 そ の 
対 旬 奴 戦 に 於 て 競 々 た る 武勲 を た て た 衛 青 、 寺 去 病 等 は 名 将軍 と し て 歴史 に その 名 を 
留め る に 到 っ て いる 。 同 じ 漢 の 武帝 の 時 に 、 初 め て 西域 に 通ずる と いう 東西 交渉 史 の 
上 に お ける 文字 通り の 画 期 的 大 事件 が 起き た が 、 これ また 例 奴 の お 栗 で ある と 言っ て 
いい よう で ある 。 

ある 時 、 旬 奴 の 捕虜 が 言っ た 。 

「 旬 奴 の 単 子 (主権 者 ) は 月 氏 を 攻め て 、 王 を 討ち 取り 、 そ の 王 の 頭蓋 で 酒 落 れ た 
カッ プ を 作り 、 そ れ で 酒 を 飲ん で いる 。 こ れ を 知っ て 月 氏 の 人 た ち は 件 奴 に 対し て 共 
に 天 を 戴 か ざる 気持 を 持ち も 、 ど こ か の 国 と 協力 し て 殺 奴 を 撃ち た が っ て いる が 、 あ い 
に くそ の 協力 者 が 見 付か ら ず 、 徒 ちら に 恨み を の ん で いる 許 り だ と 聞い て いる 」 

この 捕虜 の 言葉 が 何人 か の 口 を 経て 、 武帝 の 耳 に は いっ た 。 武帝 は 即座 に 自分 こ 
その 月 氏 の 協力 者 に な ろう と 思っ た 。 武帝 は 一 度 決心 し た こと は 、 す ぐ 実 行 に 移さ ず 
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に は いら れ な か っ た 。 天下 に 布告 し て 、 月 氏 に 使 す る も の を 求め た 。 併 し 、 月 氏 と い 

う 国 が どん な 国 か 、 ま た それ は どれ だ け 遠 隔 の 地 に ある か 、 詳 し いこ と を 知っ て いる 
者 は な か っ た 。 中 国 よ り ず っ と 西方 に 月 氏 と いう 国 が ある ぐら い の 漢 然 た る 知識 し か 
持っ て いな か っ た 筐 で ある 。 玉 門 関 と いう 西方 国境 の 門 を 出る と 、 一 口 に 西域 と いう 
言葉 で 総括 され て いる 未知 の 地帯 が 拡がっ て いる だ け の こと で ある 。 そ の 奥行 も 、 深 
さも 判っ て は いな い 。 

や が て 何 日 か する と 応募 者 の 名 簿 が で き 上 が っ た 。 どう せ 生 命知らず の 無鉄砲 な 連 
中 に 決っ て いた の で 、 そ こ に 記さ れ て ある 身分 や 経歴 な ど 当 て に は で き な か っ た 。 が 、 
その 中 に 一 人 、 郎 官 の 身 で 応募 し た 者 の 名 が あっ た 。 郎 官 と 言え ば 、 束 も 角 宮 中 勤め 
の 官 束 で ある 。 名 は 張 審 と 言っ た 。 武 帝 は 直ちに その 人 物 を 引 見 し た 。 

「 液 は 月 氏 に 使 す る と いう が 、 月 氏 と いう 国 に つい て 何 か 知 っ て いる か 」 
武帝 父 讯 要 石上 、 

「 と ん と 存じ ませ め ぬ 」 

三 十 歳 ぐら い の 尊 の 頑丈 な 男 は 答え た 。 意志 が 強 そ う で 大 き な 眼 を 持っ て いる 。 

「 何 年 ざら いで 帰っ て 来る つも り だ 」 

「 見 当 付 きま せめ ぬ 」 

「 生 き て 再び 帰っ て 来れ ぬか も 知れ ぬ ぞ 」 
武帝 が 言う と 、 

「 そ うか も 知れ ませ ぬ 。 が 、 長 れ な が ら 天 子 が お 求め に な っ た 以上 、 誰 か が 応じ な け 
れ ば な り ま せ ぬ 。 そ れ な ら ば 、 他 の 者 が 応ずる より 、 き っ と 自分 の 方 が 適任 だ と 考え 
た の で あり ます 」 

張 審 は 答え た 。 こ の 言葉 は 武帝 の 気に入っ た 。 

張 寒 は 百 余人 の 従者 を 与え られ て 、 未知 の 地帯 西域 の 旅 に 立っ た 。 正確 に は 張 審 の 
年 齢 も 判っ て いな いし 、 西 域 の 旅 に 立っ た 年 も 判っ て いな い 。『 史 記 』 に も 『 漢 書 』 
に も 、 そう し た 記述 は な い が 、『 資 治 通 鑑 』 の 推定 に よる と 出発 し た の は 建 元 二 年 ( 西 
暦 前 一 三 九 年 ) と いう こと に な っ て いる 。 

張 審 が 帰国 し た の は 、 そ れ か ら 十 三 年 後 で あっ た 。 武帝 が 忘れ た 頃 に な っ て 、 張 審 
は 例 婦 の 女 と 飲 婦 人 の 従者 だ け を 伴っ て 帰っ て 来 た 。 合 奴 の 女 は 彼 の 妻 で めった 。 張 
寒 は 己 が 過 し た 十 三 年 に つい て 語っ た 。 玉 門 関 を 出る と 直ちに 人 旬 奴 に 捕われ 、 そ こ で 
十 年 の 歳 月 を 過 し 、 妻 も 得 、 子 供 も で きた が 、 人 包 奴 の 監視 の ゆる ん だ 時 、 従 者 を 随 え 
て そこ を 脱出 し た 。 そ し て 沙漠 の 国々 を 経て 、 河 くに し て 目的 地 で ある 大 月 氏 国 に 到 
っ た が 、 す で に そこ の 王 は 例 奴 の た め に 殺さ れ 、 太子 が 代 っ て 王位 に つい て いた 。 新 
王 は 飲 奴 と 事 を 構え る よう な 気持 は 微塵 も 持っ て い ず 、 漢 と 軍事 同盟 を 結ぶ こと な ど 
と ん で も な い 話 で あっ た 。 張 寒 は 一 年 余 大 月 氏 国 に 留め た 上 で 帰国 の 途 に つい た が 、 
帰り も 赤 旬 奴 に 捉え られ 、 惨 悼 た る 苦労 を 菅 め て いた 。 
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大 月 氏 と 軍事 同盟 を 結ぶ と いう 目的 は 果 さ な か っ た が 、 武 融 に は 張 審 の 話 は すこ ぶ 
る 魅力 ある も の で あっ た 。 

「 介 奴 か ら 脱 出し 、 大 月 氏 国 を 目指 し ます 時 、 大 宛 と いう 国 を 通過 し まし た 。 こ の 
大 宛 と いう 国 は 、 漢 の 西 、 旬 奴 の 西南 、 漢 を 了 た る こと 一 万 里 の と ころ に ご ざい ます 。 
習俗 は 農 未 で 、 衛 麦 も 植え て お り 、 果 物 も 作っ て お り ま す 。 そ こ で 産 す る 黄 茶 酒 の うぅ 
まさ と 来 た ら こたえ られ ませ ぬ 。 そ うそ う 、 こ の 国 で 産 す る 馬 の こ と で ご ざい ます 。 
汗 血 馬 と 申し まし て 血 の 汗 を か ぐ く 奇妙 な 馬 で ご ざい ます が 、 天下 に これ 以上 の 馬 は な 
いと され て お り ま す 。 馬 格 は 立派 で 、 毛 並み は つや つや と し て お り 、 人 の 心 も 判る ほ 
ど 伏 側 で 、 一 日 よく 千里 を 走る と 言わ れ て お り ま す 。 こ の 国 の 人 口 は 数 十 万 で 、 大 小 
七 十 の 城 を 持ち 、 兵 は いずれ も 騎射 を よく し ます 。 何 し ろ 乗 っ て いる 馬 が みごと な の 
で 、 騎 乗 の 射撃 の うま い の は 当然 な こと で ご ざい ます 」 

それ か ら ま た 張 審 は 続け た 。 

「 大 宛 の 北 は 康 居 、 西 は 大 月 氏 、 西 南 は 大 夏 、 東 北 は 烏 孫 、 東 は 拓弥 、 千 聞 」 

武帝 の 知ら な い 国 々 が 次 々 に 張 審 の 口 か ら 飛 出し た 。 張 審 は 大 月 氏 ま で し か 行か な 
か っ た の で 、 大 元 、 康 居 、 大 月 氏 以 外 の 国 の こと は 聞い て 来 た こ と を 上 奏し た の で あ 
る 。 

武帝 の 心 は 、 張 客 が 口 を 動か す 度 に ひど く 明 る い 豊 か な も の で 膨らん で 行っ た 。 未 
知 の 、 異 民族 の 住む 国々 が 大 きい 夢 を も っ て 飛 込 ん で きた 。 そ こ で 産 する 珍奇 な 物産 
も 欲し か っ た が 、 取 り 分 け 関 心 を も っ た の は 大 宛 と いう 国 の 名 馬 で あっ た 。 血 の 汗 を 
か く 馬 な ど 見 た こと も 聞い た こと も な か っ た 。 天下 無双 の 名 馬 と いう の なら 、 そ れ を 
手 に 入れ た いと 思っ た 。 大 月 氏 と 軍事 同盟 を 結ん で 殺 奴 を 撃つ 夢 は 壊れ た が 、 代 り に 
大 宛 国 の 名 馬 を 駆使 し て 包 奴 を 撃つ 夢 が 新しく 生ま れ た の で ある 。 同じ 旬 奴 を 撃つ に 
し て も この 方 が ずっ と すっ きり し て いる 。 

張 審 が 報告 し た 大 和 宛 国 と いう の は 現在 の ウズ ベク 共和 国 の フェ ル ガ ナ 盆地 に 樹 て 
られ て いた 国 で あり 、 康 居 国 と いう の は 現在 の キル ギ ス 共和 国 の 地 に 当たっ て いる 。 
そし て 武帝 の 命 に 依っ て 張 審 が 目指 し た 大 月 氏 国 は ブハラ 東方 に 樹 て られ て いた 国 
で ある 。 、 

張 審 は この 旅 に 依っ て 、 最 初 の 西域 の 報告 者 と し て 東洋 史 の 上 に 不朽 の 名 を 留め る 
幸運 者 を と な っ た 。 張 審 は 玉 門 関 を 出 、 タ クラ マカ ン 沙 漠 の 横たわっ て いる 東 ト ルキ ス 
タン を 通過 し 、 更 に 天山 、 パ ミー ル の アジ ア の 屋根 を 越え て 、 西 トル キス タン の 地 に 
足 を 印 し て いる の で ある 。 タ クラ マカ ン 沙 漠 を 通過 する に 当っ て 、 張 審 は 天山 山脈 の 
南 航 沿っ て いる いわ ゆる 天山 南路 を 採っ た と 見 られ て いる 。 中 国 か ら 東 トル キス タン 
を 目指 す に は 古来 三 本 の 道 が あっ た 。 天山 の 北 麓 沿い に 進む の を 天山 北 路 、 そ の 南 茜 
沿い に 進む の を 天山 南路 と 称し た 。 この ほか に タク ラマ カン 沙漠 の 南 辺 の 国々 を 経 列 
っ て 行く 道 が あり 、 こ れ を 西域 南 道 と 称し た 。 従っ て 西域 南 道 に 対す る 呼び 方 を する 
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と 、 張 寒 の 採っ た 天山 南路 は 西域 北道 と 言う こと に な る 。 中 国 側 東 ト ルキ スタ ン か ら 
ツ 連 側 西 トレ キス タン へ と 、 中 央 アジ ア を 横断 する 大 旅行 を や っ て の け て いる の で あ 
る 。 大 冒険 家 と 言っ て も いい し 、 大 探検 守 と 言っ て も いい 。 

そし て 前 記 の 三 本 の 道 は 天山 ある い は パミール の 山塊 群 を 越え て 、 西 トル キス タン 
に は いる の で ある が 、 今日 地図 を 見 る と 、 そ の 入り 方 が 二 つ あ る 。 一 つ は ウズ ベク 共 
和 国 の フェ ル ガ ナ 盆地 に は いる 道 で あり 、 一 つ は キル ギ ス 共和 国 の チュ ー 盆 地 に は い 
る 道 で ある る 。 こ の 二 つ は 、 い わ ゆ る シル ク ・ ロ ー ド の 主要 な 幹 道 と し て 東西 の 文化 交 
流 の た め に 大 き な 役 割 を 果たし て いる が 、 張 審 の 場合 は 大 宛 国 の 所 在 地 で ある フェ ル 
ガ ナ 盆 地 へ と 降り 立っ て 行っ た の で ある 。 

張 実 以前 に も 、 中 国 か ら 東 トル キス タン へ 、 更に 東 ト ルキ スタ ン か ら 西 トル キス タ 
ン へ と 、 水 が に じみ 流れ る よう に 、 人 間 の 往来 は あっ た に 違い な い 。 そ の 途中 に タク 
ラマ カン 沙漠 が 横たわっ て いよ うと 、 天山 や パミール の 四 時 雪 を 戴 い て いる 峰 々 が い 
か に 厳し く 遮 っ て いよ うと 、 そ ん な こと に は お 構い な し に 、 人 々 は 何 か の 目的 を も っ 

て 往来 し て いた の で ある 。 そ し て 、 リ レー 式 に 、 西 トル キス タン の 物資 は 東 ト ルキ ス 
タン の 地 に 運ば れ 、 そ れ は また 中 国 に も は いっ て いた に 違い な い 。 ま た その 逆 な コ ー 
ス を と っ て 中 国 の 産物 は 西方 に も 渡っ て いた で あろ う 。 バン ト は 次 々 に 受け つが れ て 
いた の で ある 。 

そし て 、 そ の よう な 人 間 の 意志 の 軌跡 の よう な も の と し て 、 東西 交渉 路 は 天山 や パ 
ミー ル の 山中 を 細い 糸 と な っ て 、 あ る と ころ は く っ きり と 、 あ る と ころ は 絶え 絶え に 
ある か な いか の 細 さ と な っ て 、 続い て いた の で ある 。 機 上 か ら 天 山 や パミール を 見 る 
と 、 何 より も 人 間 を 拒否 し て いる 大 き な 神 の 意志 を 感ずる 。 こ こ だ け は 人 間 ど も を 一 
歩 た り と も 踏込 ませ な い ぞ と いっ た 、 そ ん な 神 の 意志 を 感ずる 。 併 し 、 太 古 か ら 人 間 
は その 底 知れ ず 奥 深い 山 の ひ だ ひだ に 分 け 入 り 、 そ こ に 自分 た ちの 歩く 道 を 刻ん で い 
る の で ある 。 

わが 張 客 は 、 そ うし た 道 を 通っ て 、 和 
う 側 に ある 明る い 平 原 に 降り 立っ た の で ある 。 明るい 平 原 と いう 言い 方 を し た の 
いとこ か ら 、 大 へ ミー ル の よう なの 上 みく な り 、 ア ラル 介 和 
へ と 際限 な く 広 い 沙 漢 地帯 が 拡がる か ら で あ る 。 

私 は フェ ル ガ ナ 盆地 の 南部 アン ディ ジャ ン 州 を 、 張 寒 に は 申し わけ な い が 、 自動 車 
で ドラ イブ し た 。 大 平原 に は みごと な 舗装 道路 が 走っ て いる 。 ひ と 口 に フェ ル ガ ナ 盆 
地 と 言っ て も 五 二 、 四 〇 〇 平 放 キロ メー トル の 大 平原 で 東西 三 ニ 〇 キロ メー トル 、 南 
北 一 七 四 キロ メー トル 、 ヨ ー ロ ッ パ の 幾つ か の 国 に 相当 する 大 き さ で ある 。 東 、 北 、 
南 は 山脈 で 囲ま れ 、 西 の ホー ジェ ント 方 面 だ けが 出入 口 に な っ て いる 。 こ の 盆地 は 往 
古 か ら 今日 まで に 何 回 か 異 民族 の 侵 窒 を 受け て いる が 、 ア レキ サン ドロ ス も アラ ブ も 、 
モン ゴル も みな この 西部 の 出入 口 か ら 侵 入 し て 来 て いる の で ある 。 そし て 北 の チ ャ ツ 
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カル 山脈 と 東 の 天山 の 二 つ に 源 を 発する シル ・ ダ リヤ が 盆地 の 北部 を 流れ て お り 、 ま 
た この 水 を 引い て 造っ た 運河 が 何 本 か 走っ て いる 。 詳しく 言う と 、 運 河 は 北 に 一 本 、 
南 に 二 本 、 そ の ほか に 中 央 の 一 本 が 目下 造ら れつ つ あ る 。 中 で も 南部 の 一 本 は フェ ル 
ガ ナ 運 河 と 呼ば れ 、 長 さ 三 五 O 〇 キロ 、 幅 二 人 人 メー トル の 大 き な も の で 、 こ れ ら の 運河 
の お 共 で 盆地 は 着 々 と 耕地 化 さ れつ つ あ る 。 

言う まで も な く こ の フェ ル ガ ナ 盆地 は ウズ ベク 共和 国 の 一 部 で あり 、 居 住 者 の 大 部 
分 は ウズ ベク 人 で ある が 、 他 に 五 十 の 民族 を 数 える こと が で きる 。 現在 は フェ ル ガ ナ 、 
アン ディ ジャ ン 、 ナ マン ガン 、 コ ー カ ンド の 四 つ の 都市 が 、 ホ ー ジ ェ ン ト 、 ク ワ 、 ウ 
ズ ゲ ン と 共に 紀元 前 か ら あ っ た と 言わ れる 古い 町 で ある 。 

張 客 が 訪れ た 頃 の この 盆地 が どの よう な も の で あっ た か は 想像 で き な い が 、 併 し 、 
天山 を 越え て 来 た 張 審 は この 盆地 の 東部 、 い ま の アン ディ ジャ ン 州 へ 降り 立っ た こと 
だ け は 疑う こと は で き な い 。 そ し て 恐らく 盆地 の 南部 を 、 つ まり 現在 の アン ディ ジャ 
ン 、 ウ ズ ゲ ン 、 コ ー カ ンド を 結ぶ 線 を 西 へ 向かっ て 行っ た の で あろ う 。 そ し て 張 寒 は 
ホー ジェ ント 方 面 の 出口 か ら は 出 な いで 、 も う 一 度 北部 の 山脈 を 越え て 康 居 (キル ギ 
ス ) へ は いっ て 行っ た も の と 思わ れる 。 康 居 は 天山 の 前 山 が すぐ そこ ほ 見 える 地 帯 で 
ある 。 前述 し た よう に 天山 越え て この 地帯 へ も 降り られ る が 、 張 審 は き の ル ー ト は 探 
ら な か っ た の で ある 。 そ し て ここ か ら 沙 漠 の 海 へ 出 て 大 月 氏 国 を 目指 し た の だ 。 大 月 
氏 国 は 現在 の ブハラ の 東方 と され て いる が 、 地 図 の 上 に 線 で 張 孝 の 進ん だ ルー ト を 描 
き 、 天山 の 山 ひ だ に 、 シ ル ・ ダ リヤ の 河畔 に 、 沙 漠 の 海 の ま っ た だ 中 に 張 夫 の 姿 を 置 
いて みる と 、 そ れ は ひど く 小 さい も の と し て 感じ らち れる 。 = 

武帝 は 大 宛 国 の 汗 血 馬 を 手 に 入れ て 、 堂々 と 人 殺 奴 に 決戦 を 挑み た か や た が 、 例 奴 の 
度々 の 侵 究 は それ を 待つ こと を 許さ な か っ た 。 武帝 は 沖 血 馬 を 手 に 入れ る こと は あと 
回 し に こし て 、 ひ と まず 大 将軍 衛 再 を し て 旬 奴 を 討た し め た 。 元 贅 大 年 (西暦 前 一 二 三 
年 ) の こと で ある 。 そ し て この 作戦 に 、 十 年 の 捕虜 生活 を 通し て 人 包 奴 の 事情 に 明る い 
張 寒 を 校 詩 と し て 従軍 せ し め た 。 果して 張 審 は 旬 奴 が 屯 す る 水草 地帯 の 地理 に 詳し く 、 
た め に 軍 に 利 す る と ころ 多かっ た 。 この 功 に 依っ て 張 鶴 は 博 望 僕 に 封 ぜ られ た 。 

翌 元 導 七 年 、 張 宗 は 再び 人 旬 奴 討伐 作戦 の 一 翼 を 担っ た が 、 こん ど は 合戦 の 期日 に 遅 
れる と いう 失態 を 演じ た 。 根っから の 武人 で は な い の で 張 審 を 責め て も 始 ら な か っ た 
が 、 併 し 、 そ の た め 主 力 の 一 部 は 英軍 に 包囲 され て さん ざん な 目 に 遇 っ た の で 、 武 帝 
も 張 審 を その まま に し て お く こ と は で き な か っ た 。 本 来 な ら 斬 罪 に 相当 する と ころ で 
あっ た が 、 西 域 探検 の 功 に 依っ て 、 位階 を 久 ぎ 取る だ け に と ど め た 。 張 審 は 一 介 の 庶 
民 に な っ た 。 

これ か ら 三 、 四 年 は 叉 騎 将 軍 塞 去 病 の 華々 し い 活 躍 の 時 代 に な る 。 者 去 病 は 旬 奴 軍 
数 万 を 破り 、 敗 敵 を 追っ て 家 連 山 に まで 達し 、 た め に 河西 一 帯 の 地 に 人 包 奴 の 一 兵 を も 
見 る こと な き に 到 っ た 。 
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飲 奴 作戦 が 好調 に 展開 する と 、 武 帝 の 頭 に は また 遠い 西域 の 国々 の こと が 浮 び 上 が 
っ て 来 た 。 西城 の 国々 の こと に な る と 、 張 審 を 石 し 出し て 相談 する 以外 仕方 な か っ た 。 
実戦 で は 失態 を 演じ た が 、 こ と 西域 の 国々 を の こと に な る と 、 上 張 審 は 別人 の 観 が あっ た 。 
喋る こと は みな 生き 生き と し て いた 。 

「 そ うそ う 、 申 上 げ る こと を 忘れ て お り ま し た が 、 旬 奴 に その 父 を 討た れ 、 旬 奴 の 
陣中 で 育て られ た 昆 慕 と いう 英雄 が ご ざい ます 。 包 奴 に 育て られ た の に 、 長 ず る と 人 殺 
奴 か ら 離 脱し て 現在 別に 鳥 孫 国 を 樹 て て お り ま す 。 この 人 物 は 交渉 次 第 で 帝 の お 力 に 
な る か と 存じ ます 。 何しろ 旬 奴 で さえ 、 こ の 人 物 に は 手出し する こと を 控え て いる く 
らい で 、 な か な か の 器量 人 で ご ざい ます 。 漢 が 財宝 を 与え て 、 こ の 人 物 を 手 な ず け 、 
鳥 孫 と 連合 する こと が で きま し た ら 、 包 奴 の 受け る 痛 手 は た い へ ん な も の で ご ざい ま 
し ょ う 。 そ れ よ り 何 より 、 西 域 諸 国 は みな 烏 孫 に 條 っ て 漢 に 臣 属 の 礼 を と っ て 来る こ 
と 疑う 余地 は ご ざい ませ ん 」 

武帝 に と っ て は 充分 魅力 ある 進言 で あっ た 。 

「 よ し 、 それなら ば さっ そく それ を 実行 し て みよ う 。 液 は 中 郎 将 と し て 三 〇 〇 人 の 
部 下 と 六 〇 〇 頭 の 馬 を 持つ が いい 」 

武帝 は 言っ た 。 こう いう こと に な る と 気 前 が よかっ た 。 お 際 で 博 望 侯 か ら 庶 民 に な 
り 下 が っ た 張 審 は 、 再び 漢 が 西域 に 派 する 国 使 と し て 浮 び 上 が る こと が で きた の で あ 
る 。 

張 夫 は 、 た くさ ん の 引出 物 を 三 〇 〇 頭 の 馬 に 積ん で 、 再び 西域 の 旅 に 出で立ち 、 烏 
孫 国 を 目指 し た 。 同じ よう に 上 に 飛鳥 な く 、 下 に 走 獣 な し と 言わ れる 沙漠 の 海 を 越え 
る に し て も 、 こ ん ど は 大 月 氏 ほ ど 遠 い 国 で は な い 。 鳥 孫 は 現在 の 新 六 ウ イグ ル 自 治 区 
と ツ 連 領 と の 境界 地 帯 に 問 嘱 し て いた 民族 と 考え て いい だ ろ う 。 併 し 、 手ぶら で は 帰 
ら な か っ た 。 鳥 的 の 使者 十 数 人 と 数 十 頭 の 烏 珠 産 の 名 馬 を 連れ 帰っ た 。 そ れ か ら ま た 
張 直 は 同行 し た 部 下 を 大 宛 、 康 居 、 大 月 氏 、 大 夏 、 安 息 、 身 毒 、 子 聞 、 打 丈 と いっ た 
遠い 国々 へ 派 す る こと を も 忘れ な か っ た 。 大 夏 は アフ ガニ スタ ン 北 境 の 国 、 安 邊 は ベ べ 
ル シ ャ 、 身 毒 は イン ド 、 千 聞 、 打 弥 は 西域 南 道 に 沿っ て いた 国 国 で ある 。 派 手 好き な 
武帝 は 鳥 竹 の 使者 十 数 人 が 大 挙 し て や っ て 来 た こ と で 十分 満足 だ っ た 。 武帝 は さっ そ 
く 張 寒 を 大 行 に 任じ 、 九 卿 に つら ね た 。 大 行 と は 次 客 を 接待 する 役目 で 九 卿 に つら な 
る と いう の は 高宮 の 座 に 列 す る こと で ある 。 烏 孫 か ら 帰 っ た 翌年 、 功 な り 名 と げ て 張 
審 は 他界 し た が 、 張 寒 の 死後 、 彼 が 西域 諸国 に 派 し た 部 下 た ち は 、 そ れ ぞ れ そ の 国 の 
者 を 伴っ て 帰国 し た 。 張 審 の 西域 開拓 者 と し て の 偉 名 は こう し た こと に 依っ て 一 段 と 
高く な っ た 。 張 絡 は 武帝 の 期待 に こたえ る だ け の こと は ちゃ ん と や っ て お いた の で あ 
る 。 


大 宛 の 汗 血 馬 2 


29 


「 西 域 物 語 」 の 翻訳 実践 報告 


張 客 の 残 後 、 珍し い 風 俗 の 異 族 を 引 見 する 度 に 、 武帝 の 心 の 中 に は 、 張 審 が 西域 に 
つい て 語っ た こと が 、 ま た 改め て 大 きい 力 を 持っ て 羽 捜 き 始め た 。 

一 大 宛 D 计 血 马 ! 

天下 の 名 馬 と 言わ れる 西域 産 の 馬 が 欲し か っ た 。 や た ら に 大 宛 の 汗 血 馬 の こと が ち 
らち らし た 。 張 寒 亡 きい ま 、 も う 相 手 に な る 者 は な か っ た の で 、 そ れ を 手 に 入れ る に 
は 自分 で や る ほか は な か っ た 。 

武 帝 は 汗 血 馬 を 譲っ て 貰う 使者 を 大 宛 国 に 派 し た 。 併 し 、 こ の 交渉 は 不調 に 終っ た 。 
不調 に 終っ た だ け で な く 、 漢 の 使者 は その 帰途 を 襲わ れ て 、 全 員 が 殺さ れ て し まう と 
いう 事件 が 起 っ た 。 

これ を 知っ た 武帝 は 、 即刻 大 宛 征討 を 決意 し 、 こ れ を 天下 に 宣布 し た 。 大 宛 を 討つ 
正当 な 理由 が で きた 以上 、 大 宛 を 討つ べき で あっ た し 、 討 っ て 汗 血 馬 を 手 に 入れ る ベ 
き で あっ た 。 武帝 は 大 宛 遠 征 の 総 指揮 者 に 李 広 利 な る 人 物 を 選ん だ 。 大 宛 国 に は 弐 師 
城 と いう 城 が あり 、 そ この 城下 に 汗 血 馬 が 養 わ れ て いる と 開い た の で 、 武帝 は 李 広 利 
に 弐 師 将軍 と いう 称号 を 与え た 。 これ に 依っ て 李 広 利 の 使命 は は っ きり し た も の に な 
っ た 。 大 宛 を 討つ だ け で な く 、 弐 師 城 の 汗 血 馬 を 連れ て 来 な けれ ば な ら ぬ の で ある 。 
李 広 利 は 武帝 が 最も 愛し て いた 今 は 亡き 李 夫 人 の 兄 で あっ た 。 武帝 は 到 が 航 愛 し て や 
まな か っ た 妃 の 兄 を 抜 掘 し て 、 弐 師 将 軍 と し て 、 大 宛 征討 の 栄 蒼 を 与え よう と し た の 
で ある 。 李 広 利 に と っ て この 抜 握 は 有難 か っ た か 、 有 難く な か っ た か 、 そ の へ ん の と 
ころ は は っ きり し な い 。 妹 に 似 て 李 広 利 も 赤 美 貌 な 青年 で や っ た 。 音楽 こそ 好き だ っ 
た が 、 戦 争 と な る と 、 と ん と 経験 の 持 合わ せ は な か っ た 。 馬 を 譲っ て 貰っ て 来る 交渉 
な ら で き な いこ と も な いか も 知れ な い が 、 武力 を 以 て 相手 を 征服 し 、 令 の 上 で 馬 を 連 
れ て 来る と いう こと に な る と 問題 で ある 。 併 し 、 武帝 の 命令 で ある 以上 、 合戦 の 経験 
が あろ うと な か ろう と 、 異 族 と の 戦争 に 出 で 立 た ね ば な ら な か っ た 。 

李 広 利 が 都 を 進発 し た の は 太 初 元 年 (西暦 前 一 〇 四 年 ) の こと で ある 。 志願 し て 集 
っ て 来 た 無 頼 の 徒 数 万 、 そ れ に 異 族 の 捕 膚 や 帰順 兵 数 千 を 加え た 大 部 隊 で ある 。 

都 を 進発 し 、 何 十 日 か の 後 、 部 隊 は 何 兵 団 か に 分 れ 、 次 次 に 国境 の 玉 門 関 を くぐっ 
て 流砂 の 中 へ は いっ て 行っ た 。 勿論 李 広 利 は その 先頭 に 立っ て 、 税 及 の 背 に 揺 ら れ て 
いる が 、 や が て 何 カ 月 か の 後に 起 る 合戦 に 対し て さして 成 濾 と いう も の は な か っ た 。 
部 隊 の 兵隊 の 数 が 多い の が 唯一 の 頼み で ある が 、 も と も と 無頼 の 徒 の 寄せ 集め で 訓練 
も で き て いな いし 、 余 り 統 制 の と れ た 兵団 は 言え な い 。 

支障 は 玉 門 関 を 出 た 最初 の 日 か ら 起き た 。 これ まで も 異 族 の 住む 河西 の 地 を 過ぎ て 、 
食糧 と 宿舎 に 難渋 し て 来 て は いた が 、 玉 門 関 を 出る と 、 こ ん どこ そ は 全く の 化 外 の 地 
で あっ て 、 径 落 と いう 径 落 は 、 ど こも 漢 の 部 隊 に 食糧 を 提供 し な けれ ば な ら な ぬ 義 務 
は 持っ て いな い 。 行軍 は いっ こう に 捗 ら な か っ た 。 食 糧 の 供出 を 交渉 し た り 、 北 願 し 
た り 、 果 て は 武力 に 訴え た り し て 、 そ ん な こと で 一 所 に 何 日 も 費やす こと が 多かっ 
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盛 。 中 苞 尘 好意 去 持 T<《 扎 百 部 族 忆 加 二 大 术 、 兵 大 纺 由 掠 奢 行 为 到 折 角 OD 好 意志 忽 

に し て 敵意 に 変っ て し まう と いう 有 様 だ っ た 。 

この 漢 の 西域 遠征 軍 が タク ラマ カン 沙漠 の 北辺 の 道 を 通っ た か 、 南 辺 の 道 を 通っ た 
か 、 史 書 は 伝え て いな い 。 兎 に 角 一 年 を 過ぎ る 頃 か ら 逃 亡 兵 が 目立っ て 多く な っ て き 
た 。 日 に 何 十 人 も こっ そり 居 な く な る こと も あっ た 。 和 李 広 利 は 毎日 の よう に 引き 返す 
こと を 考え た 。 今 の 状態 で は 大 宛 に 行き つく に は これ か ら 何 年 も か か り そ う で あっ た 。 
し か も 行き 着く だ けが 目的 で は な く 、 そ こ で 持っ て いる も の は 合戦 な の で ある 。 

併 し 、 弐 師 将 軍 李 広 利 は 決心 が つか ぬ ま ま に 更 に 何 カ 月 か か け て 天山 に 分 け 入り 、 
尊 く の こと で 郁 成 と いう 城 に 辿り 着い た 。 そ こ は 大 宛 の 奏 力 範囲 内 で 、 大 宛 の 兵 た ち 
が 城 を 守っ て いた 。 

李 広 利 は 郁 成 の 城 を 囲ん だ 。 すぐ 攻防 戦は 展開 され た が 、 城内 か ら 討 っ て 出 て 来る 
大 宛 兵 の た め に 漢 軍 は 戦う ご と に 破れ た 。 城 兵 が 少な い の で 、 蔵 滅 的 な 打撃 を 受け る 
こと は な か っ た が 、 城 を 攻略 する と いう よう な こと は 先ず 望め な か っ た 。 邦 成 と いう 
小城 半 で さえ 抜く こと が で き な い 状態 な の に 、 ま し て 大 宛 国 の 王 都 弐 師 城 と な る と 、 
誰が 考え て も 勝算 と いう も の は な か っ た 。 そ し て 何より いけ な いこ と は 、 日 々 逃亡 者 
が 多く な っ て いる こと と 、 食 糧 事情 も 急 に 悪く な っ て 来 た こ と で ある 。 こ の まま ここ 
に 留まっ て いる と 人 鍼 死者 さえ 出し か ね な か っ た 。 

[逃亡 者 は 何人 に な っ た か 」 

李 広 利 は 部 下 に 訳 い た 。 

「 圭 人 に 人 人 は 逃亡 いた し まし た 」 

「 食 糧 の 方 は ?」 

「 た い へ ん 往 届 に な っ て お り ま す 。 兵団 内 で 揮 故 が 行わ れ 始 め ま す と 、 も う 最 後 で 
ご ざい まし ょ 2 う 5」 

「 最 後 と いう の は 9」 

「 将 軍 の 生命 も 危うく な る と いう こと で あり ます 」 

弐 師 将 軍 は 顔色 を 変え た 。 こう な っ た ら 引 き 返 す 以 外 仕方 が な か っ た 。 部 隊 全 部 が 
消え て 失 く な る より 、 ま だ 少し で も 残っ て いる うち に 引き 返し て 玉 門 関 を くぐる 方 が 
まし で あっ た 。 漢 軍 は 城 の 囲み を 解き 、 夜 の 凍 に 紛れ て そこ を 離れ た 。 

この 漢 軍 が 一 度 は 囲み 、 間もなく 撤退 せ ざ る を 得 な か っ た 郁 成 と いう 城 央 は 、 ロ シ 
ア の 歴史 学者 た ちの 考え で は 、 キル ギ ス 共和 国 オ シュ 州 に ある 現在 の ウズ ゲン で あろ 
うと され て いる 。 当時 は ユウ と 呼ば れ て いた と ころ で 、 中 国 の 史書 は それ に 郁 成 と い 
う 字 を 当て た の で あろ う 。 ウ ズ ゲ ン は 天山 の 山中 に ある 径 落 で 、 東 トル キス タン か ら 
フェ ル ガ ナ 盆地 に は いる に は 、 ど うし て も ここ を 通ら ね ば な ら な い 。 張 密 も 大 月 氏 国 
へ 行く 時 ここ を 通っ た の で あろ うと 思わ れる 。 現在 も 塔 や 城壁 の 一 部 な ど 遺 り 、 サ マ 
ルカ ンド 的 遺跡 と し て 知ら れ て いる 。 併 し 、 一 般 の 外国 旅行 者 で この 古い パミール の 
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山中 に 匿 され て いる 遺跡 に まで 足 を 踏 入 れ た 者 は な い 。 筆者 も 赤 そ こ に 立つ 夢 を 果す 
こと は で き な か っ た 。 

さて 、 李 広 利 が 率い る 大 施 征討 軍 が 尊 く の こと で 玉 門 関 へ 帰 本 する こと の で きた の 
は 半年 ほど 先 き の こと で ある 。 こ の 遠征 に は 結局 二 年 の 歳 月 が か か り 、 兵 隊 の 数 は 数 

千 に 減っ て いた 。 

李 広 利 は 使者 を 都 に 派 し て 、 事 の 次 第 を 奏上 し た 。 

ーー- 道 遠く し て 食 に 名 する こと 多く 、 且つ 士 卒 戦 い を 愛 え ず し て 僚 を 愛 う 。 人 少な 
く し て 、 以 て 宛 を 抜く に 足ら ず 。 願わ くば 、 暫く 兵 を 態 め て 、 益々 発し て 再び 往 か ん 

『 史 記 』 に 依る と 、 こ うい うこ と を 奏し た の で ある 。 す る と 、 そ れ に 対し て 、 何 十 
日 か し て 、 都 か ら 急 使 が 派 せ られ て 来 た 。 急 使 は 玉 門 関内 に は いっ て いた 部 隊 を 全部 
関 外 に 出さ せ 、 そ れ か ら 玉 門 関 を 守っ て いる 兵 で 関 を 固め 、 そ の 上 で 言っ た 。 

ー 一 軍 、 敢 えて 入る 者 あら ば 、 す な わ ち これ を 斬ら ん 。 

一 歩 で も は いっ て みろ 、 斬 っ ちまう ぞ 。 

弐 師 将 軍 李 広 利 は 仕方 な い の で 、 玉 門 関 の 外 に 留まっ た 。 いつ 許し が 出る か 判ら な 
か っ た が 、 そ れ ま で は 国内 に は いる こと は で き な い の で ある 。 


新た に 六 万 の 大 部 隊 が 都 か ら 到 着 し て 、 李 広 利 の 指揮 下 に 置か れん た の は 一 年 後 の こ 
と で あっ た 。 こ ん ど は 前 の 部 隊 と は 異 っ て 届 強 な 兵 で 固め られ て いた 。 囚 人 の 中 で 強 
弓 を 引く 者 は 、 許 され て この 部 隊 に 入れ られ 、 辺 境 の 騎兵 も 赤 こ の 部 隊 に 組み 入れ ら 
れ て いた 。 兵 数 六 万 と 号 し た が 、 実 数 は それ 以上 あっ た 。 自 分 で 食糧 を 持っ た 従軍 者 
了 、 私 的 の 従者 、 部 卒 は 数 の 中 に は いっ て いな か っ た 。 そ し て 兵 の ほか に 、 牛 十 万 、 

万 余 頭 、 馬 馬 、 駒 有 洒 の 類 も 赤 万 を 以 て 算 う 数 で あっ た 。 こ ん ど は 食糧 も 豊富 で あ 
名 守っ た 人 か ら 休ま で この 且 の 生生 め の 全店 と は た いい へ ん 
いで あっ た 。 

し か も 、 酒 泉 、 張 抜 と いっ た 国境 に 近い 地域 に は 、 万 一 に 備え て 十 八 万 の 兵 が 配 さ 
れ 、 征討 軍 の 食糧 補給 の た め に は 要塞 要塞 の 兵 が 当て られ て いた 。 ま た 征討 軍 の 中 に 
は 馬 に つい て 知識 を 持っ て いる 者 が 執 駆 校 計 と し て 配 せ られ て あっ た 。 言う まで も な 
く 、 こ れ は 大 宛 か ら 馬 を 持っ て 来る 場合 の 用 意 で あっ た 。 

武帝 は 周到 な 計画 の も と に 大 遠征 隊 を 編成 し 、 再 び ぴこ れ を 府 広 利 の 指揮 下 に 置い た 。 
籠 妃 の 兄 に 、 も う 一 度 名 準 回 復 の 機会 を 与え を た の で ある 。 

弐 師 将 軍 李 広 利 は 用 意 万 端 な っ て 、 装備 完全 な 大 兵団 を 率い て 、 再び 大 宛 国 を 目指 
し た 。「 天 下 騒 動 し 、 伝 えて 相 奉 じ て 宛 を 伐 つ 」 と は 喝 記 の 記述 で ある が 、 こ の 硝 征 
が いか に 国 の 総力 を 挙げ ば た も の で ある か が 判る 。 漢 軍 は 数 軍 に 分 れ て 南北 両道 より 進 
ん だ 。 

こん ど は この 前 の 遠征 と は 打っ て 変っ て 、 到 る と ころ の 小国 は 進ん で 食 を 供し 、 漢 
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軍 の 便宜 を 図っ た 。 そ れ ほ ど 遠 征 軍 の 陣容 は 異 族 を 圧する も の が あっ た の で ある 。 最 
初 の 戦闘 は 命 頭 に 於 て 行わ れ た 。 数 日 に し て これ を 層 っ た 。 そ し て 更に 西行 、 郁 成 の 
攻略 は あと 廻し に し 、 一 路 王 都 弐 師 城 を 目指 し た 。 弐 師 城 に 向っ た 漢 の 前 軍 は 三 万 で 
ある 。 こ こ に 来る まで に 三 万 に な っ て し まっ て いた の で ある 。 

戦闘 は 、 城 よ り 討っ て 出 た 宛 軍 を 迎え て 城 外 で 開始 され た 。 漢 兵 は 弓 笛 兵 を 主力 と 
し て 大 い に 敵 を 破り 、 急 ち に し て 城 を 囲ん だ 。 攻囲 四 十 日 、 攻 防戦 は 毎日 の よう に 繰 
返さ れ た 。 そ の 間 に 漢 兵 は 水源 を 断っ て 籠 城 軍 を 大 い に 悩 ませ た が 、 城 は 容易 に 落ち 
な か っ た 。 

外 城 を 破っ た の は 四 十 余 日 目 で あっ た 。 この 攻防 戦 で 宛 の 王族 で 勇将 の 名 の 高い 煎 
魔 を 捕虜 と する こと が で きた 。 城内 で は 王族 た ち が 相 謀っ て 宛 王 の 母 豪 を 殺し て 、 王 
族 の 一 人 が その 頭 を 持っ て 、 平和 交渉 に や っ て 来 た 。 一 一 善司 を 准 く 出す か ら 自 由 に 
選び 取っ て 宜しい 。 そ の 代り 即時 攻撃 を 中 止 す る こと 。 若 し こ れ を 受け 入れ な いな ら 
ば 名 馬 と いう 名 馬 は すべ て 殺し て し まい 、 援軍 康 居 の 到 る を 待っ て 最後 まで 漢 軍 と 闘 
う が 、 如 何 。 

そこ で 李 広 利 は 部 下 と 謀っ た 。 康 居 の 援軍 が 既に 到 っ て いる こと は 事実 で あっ た 。 
し か も 軽視 で きぬ 勢力 で ある 。 た だ 漢 軍 の 勢い が 盛ん な た め 闘 い を し か け て 来 な いで 
いる だ け で ある 。 ' 

李 広 利 は 宛 の 交渉 条件 を 入れ た 。 こん どの 大 遠征 の 本 来 の 目的 で ある 沖 血 馬 の 譲 り 
渡し は 、 久 し ぶり で 兵火 の 収まっ た 城内 の 大 広間 で 行わ れ た 。 李 広 利 は 善 馬 数 十 頭 、 
並み の 馬 三 千 余 頭 を と り 、 以前 漢 使 を 親切 に 過 し た 上 昧 共 を 立て て 宛 王 と し た 。 李 広 利 
は 兵 を 中 城 に は 入れ ず 、 そ の まま 引き 返し た 。 

併 し 、 邦 成 攻略 に 向っ た 枝 隊 一 つ 〇 〇 〇 は 孝 成 軍 の 攻撃 を 受け 、 そ の 大 部 分 は 討た れ 、 
指揮 者 で ある 校 尉 王 申 生 は 討死 し た 。 そ の 報 を 得 て 、 李 広 利 は すぐ 兵団 を 郁 成 に 派 し 
た 。 孝 成 王 は 破れ て 康 居 に 走っ た が 、 康 居 人 に 捉え られ 、 漢 将 に 手渡 され た 。 郁 成 王 
は 李 広 利 の 前 に 引き 出さ れる 前 に 頭 を は ね られ た 。 

漢 軍 が 大 宛 国 を 討っ た こと は 西域 諸国 を 震え 上 が ら せ た 。 漢 軍 が 故国 へ 名 旋 し て 行 
く 途 上 、 過 ぐる と ころ の 小国 は みな その 子弟 を 軍 に 従わ むせ た 。 こ れ は みな 人 質 と し て 
漢 土 に 留め られ る 運命 を 持っ た 。 

殖 札 将軍 李 広 利 は 大 任 を 果 し 、 こん ど は 堂々 と 玉 門 関 を は いっ た 。 出発 の 時 六 万 あ 
っ た 管 の 兵 は 六 分 の 一 の 一 万 に 減っ て いた 。 軍馬 は 僅か 千 余 匹 に 過ぎ な か っ た 。 併 し 、 
垂 衝 お く 能 わな か っ た 系 し い 数 の 天下 の 名 馬 を 手 に 入れ る こと が で き て 、 武 帝 は 満足 
だ っ た 。 李 広 利 を 封じ て 海 西 侯 と な し 、 こ の 軍 に 加わ っ た 将兵 それ ぞ れ に 気 前 よく 賞 
を 施 し た 。 九 卿 と な る も の 三 人 、 諸 侯 の 相 、 郡 守 、 二 〇 〇 〇 石 の 者 百 余人 、 一 O 〇 O 〇 
右 以 下 千 余 人 と いっ た 具合 で あっ た 。 

さて 弐 師 将軍 李 広 利 お その 城 を 囲ん で 、 汗 血 馬 を 手 に 入れ た 城 が 弐 師 城 で ちあ る こと 
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は 『 史 記 』 の 記述 に 依っ て 明らか で ある が 、『 史 記 』 の 記述 の 中 に 弐 師 城 の こと を 爺 
都 と 記し て いる 衝 処 が あり 、 そ こ か ら 判 断 す る と 、 弐 師 城 は 大 宛 の 都 で も わっ た と いう 
こと に な る 。 

併 し 、 厄介 な こと は 史記 と 並ん で 第 一 級 の 史書 で ある 『 漢 書 』 で は 大 宛 の 都 を 貴 山 
城 と 記し て いる 。 こ うな る と 弐 師 城 と 貴 山 城 と は 同じ で ある か と いう 問題 も 起 れ ば 、 
同じ 大 宛 の 都 が 時 代 に 依っ て 弐 師 城 、 貴 山 城 の 二 様 の 呼ば れ 方 を し た の か も 知れ な い 
と いう 問題 も 起 っ て 来る 。 或いは 二 つ は 全く 別 の と ころ で ある か も 知れ な い 。 学 
者 に 依っ て 、 こ の 問題 は いろ いろ に 解釈 され 、 ま た 論争 も され て 来 た が 、 こ こ で は 弐 
師 城 と 貴 山 城 が 、 一 応 同 じ 大 宛 の 都 で も あっ た と し て お こう 。 こ れ は 筆者 が そう 仮定 す 
る の で な く 、 学 界 で も 赤 多 く の 学 者 が これ を 前 提 に 論じ て いる か の よう に 思わ れる か 
ら で あ る 。 

それ に し て も 、 ま だ 一 番 大 きい 問題 が 残る 。 一 体 、 そ れ で は 大 宛 の 都 は どこ で あっ 
た か と いう 問題 で ある 。 弐 師 将 軍 李 広 利 が 汗 血 馬 を 連れ て 来 た 史 記 の 弐 師 城 は 、 つ ま 
り 言 い 方 を か えれ ば 、『 漢 書 』 の 貴 山 城 は 、 ど こ に あっ た で あろ うか 一 これ は 学者 だ 
け で な く 、 私 た ち に も すこ ぶる 興味 ある 問題 で ある 。 今 か ら 二 〇 〇 O 筆 程 前 天下 の 名 
馬 を 産 し た と ころ を 突き と め る こと に も な り 、 そ の 世界 的 名 牧場 が 今 召 の よう に 変っ 
て いる か を 知る こと に も な る 。 

この 問題 は 世界 の 学者 た ち に 依っ て 執 失 に 論争 され て 来 た が 、 我 が 国 に 於 て も 桑原 
際 蔵 、 白 鳥 庫 吉 、 あ る い は 藤田 豊 人 人 と いっ た 学者 た ち が そ れ ぞ れ 華 々 し く 論 陣 を 張っ 
た 。 法 
柔 原 博士 に は 「 大 宛 国 の 貴 山 城 に 就 い て 」「 再 び 大 宛 国 の 貴 山城 に 就 い て 」「 藤 田 君 
の “ 貴 山 城 及 び 監 氏 城 考 " を 読む 」 等 が あり 、 白 鳥 博士 に は 「 大 爺 国 考 」、 藤 田 豊 人 
氏 に は 「 大 宛 の 貴 山 城 と 月 氏 の 王 庭 」 等 の 論文 が あり 、 い ずれ も 大 正四 年 か ら 七 年 ぐ 
らい の 間 に 発 表 さ れ た も の で ある 。 こ の ほか に 白鳥 博士 に は 明治 三 十 九 年 に 発表 され 
た 「 大 宛 国 の 汗 血 馬 」 が ある 。 よ くま あ 、 大 宛 の 都 の 位置 を 決定 する だ け の こと に こ 
れ だ け 論 しら れる こと が ある と 思う よう な 論文 許 り で ある 。 そもそも 弐 師 と か 貴 山 城 
と か いう 文字 が いか な る 音 に 当て られ た も の で ある か と いう 間 題 か ら 始 り 、『 史 記 』 
『 漢 書 』 の 記述 か ら 、 そ の 地形 を 考え 、 川 の 大 き さ 、 位 置 を 考え 、 他 国 か ら の 距離 を 
算定 し 、 そ の 上 で 幻 の 大 宛 国 の 王城 を 決定 し よう と する 。 そ うし た 意味 で は 専門 外 の 
者 が 読ん で も 推理 小説 的 面白 さ が あ る 。 

コー カン ド (那珂 通 世 )、 ウ ラ ・ チ ュ ベ (リヒ ト ホ ー フ ェ ン )、 ヒ ー ジ ェ ン ト (グー 
トシ ュ ミ ッ ト 、 三 宅 米 吉 、 和 桑原 際 蔵 )、 カ サン (ラク ベリ ー、 ヘ ルマン 、 和 白鳥 庫 吉 ) 、 
こう し た と ころ が 、 学 者 た ち に 依っ て 、 そ れ ぞ れ の 立場 か ら 宛 都 の 故地 と され て いる 。 
白鳥 博士 は 初め あ は ウ ラ ・ チ ュ ベ 説 で あっ た が 、 の ち に カサ ン 説 に 切り 替え て いる 。 ま 
た この ほか に マル ギラ ン を 準 げ る 学者 た ち も あ る 。 フ ェ ル ガ ナ 盆 地 の 地 図 を 描い て 、 
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これ ら の 都 邑 、 乗 落 を 記し て みる と 、 汗 血 馬 の 政 地 の 候補 地 は 広い 盆地 全般 に 散ら ば 
る こと に な る 。 弐 帥 将軍 李 広 利 も ずい ぶん 厄介 な 問題 を 後世 に 遺し た も の だ と いう こ 
と に な る 。 

それ で は お 膝 も と の ツノ 連 の 学者 た ち は 、 今 日 この 問題 に つい て いか な る 見 方 を し て 
いる か 。 先 年 物故 し た 高 名 な 考古 学者 4・NR・ ベ ルン シュ タム は 、 一 九 四 大 年 に オシ ュ 
市 (フェル ガ ナ 盆 地 の 南 側 ) の 北西 二 五 キロ の アラ ワン 部 落 付近 に お いて 馬 の 岩 壁画 
を 発見 し 、 こ れ を 有力 な 手がかり と し て 、 新 説 を 発表 し て いる 。 

オシ ュ 市 か ら フ ェ ル ガ ナ 市 に 到 る 街道 に 沿っ て アラ ワン 川 と いう 川 が 流れ て いる 
が 、 問 題 の 馬 の 絵 は そ の 右岸 の 岸壁 二 カ 所 に 描か れ て ある も の で 、 上 の 絵 は 地 上 か ら 
十 五 一 一 十 太 メー トル の 高 さ の と ころ に あり 、 金属 製 の 固い 道具 を 使っ た と 思わ れる 
描き 方 で 、 何 頭 か の 野生 の 山羊 と 、 二 頭 の 雌雄 の 馬 が 描か れ て いる 。 

ベル ン シ ュ タム は 『 中 央 天山 お よび パミール ・ ア ライ の 歴史 ・ 考 古 学 概説 』 (一 九 
五 二 年 ツ 連 科 学 ア カ デ ミ ー 刊 ) の 中 で 、 こ の 岩 壁 画 の 馬 の 外 観 が モン ゴリ ア や 西 ア ジ 
ア な どの も の と は 異 る こと を 指摘 し て 、 これ こそ 中 国 で 調 う と ころ の 沖 血 馬 で は な い 
が 、 そ し て また この 地 が 馬 の 繁殖 を 祈願 する 信仰 の 聖地 で は な か っ た か と 、 述べ て い 
る 。 そ し て トマ シェ ク や バル トリ ド の 見 解 に 従っ て 、 弐 所 城 が クワ か ら オ シュ に 到 る . 
間 の オシ ェ ュ 河 岸 に あっ た 考え 、 廃 場 マ ル ハ マト を それ に 当て て いる 。 

また ベル ン シ ュ タム は マル ハマ ト 遺 跡 発掘 の 結果 を 報告 し 、 マ ル ハ マト が 堅固 な 城 
壁 に 包ま れ た 城 で 、 防 御用 の 塔 を 西側 に 十 人 、 東 側 に 十 太 、 北 側 に 十 二 、 南 側 に 六 つ 
持っ て お り 、 城内 に は 十 六 個 の テ ベ も 見 られ る 。 また そこ か ら 掘 出さ れ た 遺跡 も 紀元 
ニー 三世 紀 に 属す る も の で あり 、 中 城 と 外 城 の 存在 も 確認 され る と 述べ て いる 。 ベル 
ン シ ュ タム は 古代 フェ ル ガ ナ の 王 都 弐 師 城 を 単に 政 浴 的 中 心地 と し て いる 。 また 弐 師 
城 と 貴 山 城 の 関係 に つい て 、『 史 記 』 の 時 代 の 都 は 弐 師 城 (マル ハマ ト ) で あっ た が 、 
『 漢 書 』 の 時 代 に は 貴 山城 (カサ ン ) に 移っ た も の と 考え て いる 。 

この ベル ン シ ュ タム の マル ハマ ト 説 が 骨 て 華やか で あっ た 大 元 国 の 貴 山城 、 弐 師 城 
論争 を 打 切 る だ け の 価値 と 説得 カカ を 持つ も の で ある か どう か は 、 勿論 専門 外 の 私 に は 
判定 する 資格 は な い 。 た だ 判っ て いる こと は 、 貴 山城 、 弐 師 城 の 位置 が どこ で ある に 
せよ 、 それ と は 別 の 価値 多い 研究 が この 多年 に 瓦 っ た 爺 都 論争 に 依っ て 生み 出さ れ て 
いる で あろ うと いう こと で ある 。 

私 が フェ ル ガ ナ 盆地 に 足 を 踏 入 ん た の は 一 月 の 下旬 で あっ た が 、 五 月 の フェ ル ガ ナ 
盆地 は 日 本 の 春先 き の 多 少 肌寒い 気候 で あっ た 。 それ ぞ れ の 学者 た ち に 依っ て 弐 師 城 
ある い は 中 山城 と 考え られ た クワ 、 コ ー カ ンド 、 マ ル ギ ラ ン と いっ た 都 邑 を 廻っ た 。 
クワ は 石橋 の 産地 と し て 知ら れ た 、 静 か な 白い 土屋 の 革 落 で あっ た 。 石橋 は 外国 に も 
大 々 的 に 輸出 きれ て いる と いう こと だ っ た が 、 石 樽 の 木 が それ ほど 多い と も 思わ れ な 
か っ た 。 部 落 の 中 心 部 は 賑わっ て お り 、 道 ば た の チャ イハ チ (お 茶 を 飲む 露 台 ) に は 
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考 人 の 姿 が 多かっ た 。 こ の 部 落 を 出 た と ころ に 燈台 の 跡 が あっ た 。 半 ば 崩れ て いる 土 
の 固まり で 、 そ う 説 明 し て 貰わ な いと 、 誰 も それ が 漂 台 の 跡 と は 思わ ぬ だ ろう 。 そ の 
燈台 の 裾 に 土屋 が あり 、 土 屋 の 前 に 大 勢 の 子供 た ち が 並 ん で いた 。 ウズベク と も キル 
ギ ス と も タジク と も カ 判ら ぬ 子 供 た ち で あっ た 。 こ の あたり は 一 面 の 大 平原 で 、 桑 、 ポ 
プラ 、 チ ナー ル の 並木 が 点々 と 平原 の あちこち に 見 られ た 。 

クワ は 小さ いい 土屋 の 径 落 で ある が 、 マル ギラ ン は ずっ と 大 きい 都 品 で あり 、 みごと 
な 街路 樹 に 級 ど られ た メイ ン ・ ス トリ ー ト に は 近代 的 な ビル も 幾つ か 建ち 並ん で いる 。 
併 し 、 中 心 部 を 離れ る と 、 こ こも 赤 し ん と し た 土屋 の 街 で や る 。 こ この バザー ル に つ 
いて は 序章 に お いて 記し た が 、 まさ に 中 アジ ア の 心臓 と で も いう べき エネ ルギー に 満 
ち た 壮 ん な 眺め で あっ た 。 平原 に 散ら ば っ て いる 少数 民族 の すべ て が 集 っ て いる の で 
は な いか と 思わ れる ほど 、 貴 喋 と 混乱 を 極め た も の で あっ た 。 コ ー カ ンド は 更に 大 き 
い 都 色 で あっ た 。 ここ は コー カン ド 王 国 華 や か な り し 頃 の 王城 が ある こと で 知ら れ て 
お り 、 街 の 中 心 部 に は 立派 な 博物 館 も あっ た 。 

クワ 、 マ ル ギ ラ ン 、 コ ー カ ンド いずれ も フェ ル ガ ナ 盆地 の 古い 町 々 で 、 世 紀 前 より 
の 歴史 を 持っ て いる が 、 勿論 それ ら の 遺跡 が 残っ て いよ う 笹 は な い 。 涯 れ ら の 街 の 様 
相 か ら 、 そこ に 住む 人 た ち ま で を すっ か り 変 えて し まっ た アラ ブ の 侵 天 は 八 世紀 の こ 
と で あり 、 モ ン ゴ ル の 侵入 は 十 三世 紀 の こ と で ある 。 ま し て 世紀 前 の 張 審 や 弐 師 城 将 
軍 桁 広 利 の 時 代 は それ より 遥か に 遠い 昔 の こと で ある 。 若 し 往 古 を 語る も の が ある と 
すれ ば 、 そ れ は すべ て 土 中 深い と ころ に 眠っ て いる 筐 で ある 。 民 族 は 何 回 も 交 奉 し て 
いる 。 大 宛 国 の 汗 血 馬 が この 大 平原 か ら 影 も 形 も な く な り 、 昌 壁 に 刻ま れ た 何 頭 か の 
動か ぬ 馬 に な っ て し まっ た こと に 、 何 の 不思議 も な いで あろ う 。 

遠く に 白い 雪 を 頂 に も っ た 山脈 の 見 える フェ ル ガ ナ の 平原 に 立っ て 、 し っ くり と 胸 
に は いっ て 来る 思い が ある と すれ ば 、 そ れ は や は り 人 間 の こと で あっ た 。 往 古 この 平 
原 の ど こ か で 闘い 、 た くさ ん の 馬 を 持ち 帰っ た 弐 師 城 将軍 李 広 利 の こと で あっ た 。 亡 
き 鈴 妃 の 兄 と し て 、 大 宛 征討 で 武帝 の 期待 に 応え た 李 広 利 は 、 そ の 後 対 師 奴 戦 
に 将軍 と し て 出征 する 。 李 広 利 は 衛 青 、 塞 去 病 等 と 並ん で 、 名 将軍 と し て の 名 を 後世 
に 遺す べき で あっ た が 、 運 命 は この 人 物 に 味方 し な か っ た 。 征 和 二 年 (西暦 前 九 一 年 ) 、 
彼 は 二 回 目 の 出征 の 折 、 陣 中 で 、 自 分 が 大 疑獄 事件 に 上 入 し て 罪 を 間 わ れ て いる と いう 
都 の 噂 を 知り 、 名 準 回 復 を 謀っ て 英軍 深く 軍 を 進め た が 、 こ ん ど は 大 宛 遠 征 の 場合 の 
よう に 2 うまく は 行か な か っ た 。 李 広 利 は 旬 奴 に 捉え られ 、 そ し て 斬ら れ た 。 大 宛 境 征 
より 十 年 ほど 経っ た 時 の こと で ある 。 


天山 の 湖 


武帝 の 命 に 依っ て 初め て 西域 に 使 し た 張 寒 は 、 充 分 武 天 の 期待 に 応え る だ け の こと 
を や っ て の け 、 そ の 功 に 依っ て 博 望 侯 に 封じ られ た り 、 大 行 に 任じ ちら れ た り 、 九 卿 に 
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列 ね られ た り し た 。 張 審 は 勿論 充分 満足 し て 死ん だ が 、 派 手 好 き な 武 帝 の 方 は 、 張 堆 
の 殆 後 、 日 が 経つ に つれ 、 張 寒 に 対す る 恩賞 が 必ず し も 充分 で ある と は 思わ な か っ た 
に 違い な い 。 大 宛 の 汗 血 馬 を 手 に 入れ た の も 、 も と を 質 せ ば 張 寒 の 西域 報告 に 端 を 発 
し て いた し 、 烏 孫 と 結ぶ こと が で きた の も 、 張 寒 の 進言 に 人 る も の で あり 、 最 初 の 使 
節 と し て の 彼 の 鳥 孫 行き に 負う と ころ 大 な る も の が あっ た 。 何と 言っ て も 包 孫 と 親善 
関係 を 結ぶ こと に 成功 し た こと は 、 ひ と り 鳥 孫 だ け の 問題 で な く 、 他 の 西域 諸国 に ※ 
する 影響 を 考え る と 、 それは ちょ っ と 較べ も の が な い ほ ど 武 帝 の 治世 に お ける 大 き な 
事件 で あっ た の で ある 。 西域 諸国 は 次 々 と 漢 に 語 を 通じ し て 来 、 こ れ ま で に 見 た こと も 
な い 西 域 の 珍 貴 財 室 が どっ と 漢 の 都 に は いっ て 来 た 。 珍 中 財宝 許 り で な く 蓄 鳥 の 卵 も 
は いっ て 来れ ば 、 斉 術 師 や 妃 術 師 や も やって来 た 。 胡 族 た ち は そ れ ぞ れ 隊 商 を 組ん で 、 
遠い 西 ト ルキ スタ ン の 地 か ら 天 山 、 パ ミー ル の 険 を 越え 、 流 沙 を 渡っ て 玉 門 関 れ は い 
っ て 来 た 。 後世 シ ルク ・ ロ ー ド と 呼ば れる 隊商 路 は この 時 代 に 初め て 出来 上 お っ た の 
で ある 。 こ れ ま た 張 寒 の お 薩 以 外 の 何 も の で も な か っ た 。 

「 若 し 張 審 が 健在 な ら 、 も っ と 大 きく 賞 す る も の を 一 一 何事 も 張 審 を 鑑 と せよ 」 

武帝 は よく 傍 の 者 に 言っ た 。 併 し 、 も っ と 大 きく 賞 す る と いっ て も 、 大 行 に 任じ 、 
九 卿 に 列 せ し め た 上 張 審 を それ 以上 に 大 きく 賞 す る こと は 難し か っ た 。 語 動 好 き な 武 帝 
の こと だ か ら 、 思 いき っ て 派手 な 文句 を 使っ た 認 勅 で も 張 審 に 賜っ た か も 知れ な い 。 

併 し 、 こ うし た 上 張 審 の お 牙 で 一 生 を 悲 欲 の 中 に 送っ た 人 物 が な か っ た わけ で は な い 。 
江 都 王 の 建 の 女 で 、 名 は 細君 と 言っ た 。 細君 は 、 烏 孫 王 尼 慕 が 一 〇 〇 〇 頭 の 馬 を 献じ 、 
漢 の 公主 を 貰い た いと 申出 て 来 た 時 、 そ の 白羽 の 矢 の 立っ た 女性 で ある 。 公主 の 降 稼 
と いう こと は 、 烏 孫 と の 親善 関係 を より 強固 な も の に する た め に 、 武帝 自身 以前 より 
考え て いた こと で も あっ た 。 それに 伺 係 より は 一 〇 〇 〇 頭 の 馬 が 贈ら れ て 来 て いる 。 
大 宛 の 汗 血 馬 を 手 に 入れ る 前 の こと で ある か ら 、 烏 孫 の 馬 は 、 武帝 と し て は た い へ ん 
な 貰い も の で あっ た 。 公主 の 一 人 や 二 人 に は 奉 え られ な い 。 因 み に 、 こ の 鳥 孫 の 馬 は 
後に 西 極 と 名 付け られ 、 大 爺 の 汗 血 馬 と 区 別 し た 。 大 宛 の 馬 の ほ う は 天馬 と 呼ば れ た 。 

さす が に 公主 の 奥 入 れ は 行 装 美々 し いも の で あっ た 。 都 を 出 、 河西 廻 廊 地 区 の 旅 を 
重ね た 。 が 、 玉 門 関 を 出 て 、 異 城 に 足 を 踏 入 れる 頃 は 、 公 主 の 典 入れ の 行列 も 、 さ し 
て 隊商 の それ と 変る と ころ は な か っ た 。 花嫁 の 乗る 奥 を 護衛 する 騎馬 隊 や 路 苔 隊 が 少 
し 多い ぐら い の こ と で あっ た 。 

公主 の 一 行 は 行く 先々 で 出迎え を 受け た 。 烏 孫 まで の 漢 の 地 に も 異 族 た ち は 三 十 何 
カ国 の 国 を 樹 て て いた が 、 いま は すっ か り 漢 威 た に た 服 し て いた の で 、 媒 族 の 諾 撃 の 怖 れ 
は な か っ た 。 ま た 旬 奴 も 遠く 北方 に 疾 っ て いた の で 、 こ の 方 も 直接 の 疾 威 に は 蝶 さ れ 
て いな か っ た 。 併 し 、 若 い 公主 の 嫁い で 行く 先 は 、 そ うし た 漢 威 の 行わ れ も て いる 地帯 
の 一 番 西 の 端 で や っ た 。 嫁 いで 行く まで は 心配 は な か っ た が 、 嫁 いで 行っ て か ら は 、 
生活 が 安 租 で ある と いう 保証 は な か っ た 。 烏 孫 は いつ 近隣 の 他 民 族 と 事 を 構え る か も 


37 


「 西 域 物 語 」 の 翻訳 実践 報告 


判ら な か っ た 。 そ うい う 鳥 孫 で あれ ば こそ 、 漢 か ら 公主 を 迎え る こと が 必要 で あっ た 
の で ある 。 

鳥 孫 は 天山 山脈 北方 の イリ 川 流域 、 イ シク クル 湖畔 、 タ ラス 有川 流域 、 そ うい っ た 一 
帯 の 地 を 畜 類 と 共に 牧草 を 追っ て 移動 し て いる 遊牧 民族 で あっ た 。 現在 の キル ギ ス 共 
和 国 の 東北 部 か ら 中 国 の 党 て の 新 明 省 西北 部 へ また が っ て いる 地域 で ある 。 

ー 一 烏 孫 は 大 多 の 東北 二 〇 〇 〇 里 の と ころ に 国 を 樹 て て お り ま す 。 人 民 は 一 カ所 ん 
定住 する こと な く 、 牧 草 を 求め て 、 畜 類 と 共に 移動 し 、 こ の 点 は 殺 奴 と 同じ 習俗 で ご 
ざい ます 。 弓 を 引く 数 万 の 兵 を 持っ て お り 、 以 前 は 包 奴 の 支配 下 に あり まし た が 、 強 
大 に な っ た 現在 は 旬 奴 の 治 下 に ある と は 名 許 り で 、 い っ こう に 臣 属 の 礼 は と っ て お り 
ませ ん 。 

張 寒 が 初め て 武帝 に 鳥 際 と いう 国 を 紹介 し た その 紹介 の 仕方 は 、『 史 記 』 大 元 伝 に 
よる と 、 こ の よう な も の で あっ た 。 既 に 張 寒 は 他界 し て いる が 、 そ の 時 か ら 公 主 の 嫁 
いで 行く この 時 まで に さして 歳 月 は 経っ て いな い 。 鳥 係 と いう 国 は それ か ら 大 きく な 
っ て いる わけ で は な く 、 小 さく な っ て いる わけ で も な い 、。 

や が て 、 漢 の 若い 公主 は 烏 莉 の 王 庭 に 着い た 。 天山 の 山 ふ と ころ に ある 草原 で あっ 
た 。 彼女 は 自分 を 迎え た 鳥 到 の 権力 者 双 慕 の 姿 を 見 て 驚い た 。 何 歳 か 料 ら ぬ が 恐ろし 
く 年 齢 を と っ て いた 。 公主 が 己 が 具 に 描い て いた 昆 慕 の 映像 は 全く 異 っ た も の で あっ 
た 。 公 主 は 何 回 か 蜂 と いう 人 物 に つい て の 噂 を 耳 に し て いた 。 

一 是 英 は 生ま れ て 間 も な い 頃 、 旬 奴 の た め に 父 を 殺さ れ 、 自分 は 野 に 棄て られ た 。 
併 し 、 昆 慕 は すく すく と 育っ て 行っ た 。 鳥 が 食物 を 運ん で 来 、 狼 が 乳 右 飲ま せ て くれ 
た か ら で あ る 。 こ れ を 知っ て 、 知 奴 の 権力 者 は 量 英 を 選 が 帯 舎 に 引取 さて 育て た 。 普 
通 の 人 間 の 子 で な く 、 神 の 子 に 違い な いと 思っ た か ら で あ る 。 昆 慕 は 旬 奴 の 幕 舎 に 於 
て 、 眉 し い 若者 に 育っ た 。 兵 を 率い させ る と 、 異常 な 才能 を 発揮 し た 。 包 奴 の 権力 者 
は 昆 英 に 、 會 て 馬 慕 の 父親 が 持っ て いた 民 と 土地 を 与え 、 伯 奴 の 西 辺 を 守ら せ た 。 併 
し 、 包 奴 の 権力 者 が 死ぬ と 、 昆 慕 は 一 族 を 率い て 、 他 の 土地 に 移り 、 包 奴 の 束縛 を 断 
っ て 独立 し た 。 飲 奴 は 昆 英 に 何 回 も 軍 を 向け た が 、 どう し て も 勝て な が っ た 。 そ の 2 

ち に 人 包 奴 は 昆 英 を 討つ こと を 諦め た 。 普 通 の 人 間 で は な く 、 神 人 に 違い な いと 思っ た 
か ら で あ る 。 

昆 英 に 関す る 噂 は 大 体 こ の よう な も の で あっ た 。 闘え ば 必ず 勝つ 武人 で あり 、 常に 
神 に 守ら れ て いる 神 人 で あっ た 。 漢 の 公主 細君 が 、 天山 山中 の 幕 舎 で 見 た 昆 英 は こう 
し た 噂 と は 平 そ か け 離 れ た 人 物 で あっ た 。 才 いて いる こと は 仕 放 な いと し て も 、 ど こ 
に も 神 人 らし い 面 影 は な か っ た 。 赤 い 髪 に は 白髪 が 混じり 、 青い 眼 は っ て いた 。 立 
居 振 舞 は よ ぼ よ ぼ し て お り 、 も は や 三軍 を 叱 叶 す る 武人 らし いと ころ は 、 ど こ に も 発 
見 で き な か っ た 。 老 人 は 言っ た 。 

「 美 し き 漢 の 公主 よ 、 液 は 今日 か ら わ し の 右 夫 人 と な ら ね ば な ら ぬ 。 生 国 を 遠く 離 
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れ た と 言っ て も 、 何 も 歓 き 悲 し な に は 当ら ぬ 。 わ し は 既に 老い て いる 。 や が て 適当 な 
時 期 に 、 わ し は 液 を わが 孫 に 妻 わ むせ て や ろう 」 

昆 英 は 長子 を 喪 い 、 そ の 子 、 つ まり 自分 の 孫 容 要 に 国 を 譲 ろ うと 思っ て いた 。 が 、 
それ は それ と し て 、 確か に 昆 英 の 言う 通り 、 漢 の 公主 は 彼 の 孫 の 嫁 た る に ふさ わし い 
年 齢 で や っ た の で ある 。 細君 は 夫 で ある 烏 近 王 が 者 いて いる こと も 悲し か っ た し 、 言 
葉 の 通じ し な いこ と も 悲し か っ た 。 

漢 か ら は 絶え ず 使者 が や っ て 来 た 。 あ る 時 、 鳥 孫 の 若 い 右 夫人 は 、 母国 か ら 来 た 使 
者 の 一 人 に 自分 が 作っ た 一 称 の 詩 を 示し た 。 
わた し の 家 は 
わた し を 嫁 が せ に 
天 の ど こ か に 。 
わた し が 仕え て いる の は 
異国 鳥 多 の 王さま 。 
まん まる い 家 
け も の の 皮 の 壁 
食べ も の は 生 の お 肉 
すす る の は 人 魚 え た お ちち 
明け て も 、 暮 れ て も 
悲し み で 心 は 痛み 
思い 出さ れ て 来る の は . 
故国 の こと 許 り 。 
ああ 
鈴 に な り た い 。 
ああ 
あの 黄色 い 堆 に な れ た ら 
高い 高い 空 を 飛ん で 
夢 に も 忘れ な い 故 国 に 
帰れ まし ょ う の に 
『 漢 書 』 に は 「 吾 家 は 我 を 嫁 す 天 の 一 方 」 と ある が 、 確 か に 公主 は 天 の 一 方 に 嫁い で 
来 た の に 違い な か っ た 。 

や が て 漢 の 公主 が 昆 英 の 夫人 に な っ た こと こと を 知っ て 、 飼 奴 は 旬 奴 で 昆 英 に 女 を 
送っ て 来 た 。 昆 英 は 旬 奴 の 女 を 左 夫人 と し た が 、 こ れ を 機 と し て 漢 の 公主 の 方 は 孫 の 
究 要 の 妻 に し よう と し た 。 公主 に と っ て は 若く て も 者 い て いて も 同じ こと だ っ た 。 夫 
を 替え る の は 嫌 だ っ た 。 故国 の 権力 者 に 上 書 し て 訴え た が 、 武帝 の 諾 き 入 れる と ころ 
- と な ら な か っ た 。 そ の 国 の 俗 に 従え 。 一 一 これ が 武帝 か ら の 返事 で あっ た 。 公主 は 容 
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要 と の 間 に 一 女 を 生ん だ が 、 烏 孫 に ある こと 四 、 五 年 に し て 残し た 。 

公主 が 亡くな っ た あと 、 漢 で は さら に 尊王 劉 成 の 孫 の 解 憂 公主 と し て 人 烏 孫 に 送り 、 
究 要 の 妻 と し た 。 

さて 、 それなら ば 、 漢 の 公主 が 短い 生涯 を 送っ た 天 の 一 方 一 一 鳥 孫 の 王 都 は どこ に 
あっ た の で あろ うか 。『 漢 書 』 に は 公主 の 頃 よ り 少 し 降っ た 時 代 の 記述 に 鳥 孫 の 都 は 
「 赤 谷 城 」 と いう 名 で 出 て 来る 。「 烏 孫 を 討ち 、 深 く 入 っ て 赤谷 城 に 至る 」 と か 、「 赤 
谷 城東 に 寂 す 」 と か 「 北 道 に 従っ て 赤谷 城 に 入り 鳥 孫 を 過 ぐ 」 と か 、 そ うい う 書 き 方 
で 赤谷 と いう 城 名 や 地名 が 現れ る 。 が 、 そ の 肝心 の 位置 と な る と 、 短 い 文 章 か ら は 見 
当 が 付か な い が 、 学 者 の 間 で は イシ ククル 南岸 、 あ る い は ナリ ン 川 渓谷 と 、 い ろ い ろ 
な 説 が ある 。 いずれ に し て も 漢 の 公主 が 言っ た よう に 天山 の 内 ふと ころ に 位置 し た 天 
の 一 方 で あっ た の で ある 。 そし て イリ 河谷 沿い に イシ ククル 潜 畔 へ 出る シル ク ・ ロ ー 
ド は 赤谷 城 を 経由 し て 西 に 通じ て いた の で ある 。 

私 は キル ギ ス 共和 国 で 、 イ シク クル 湖畔 を 走る シル ク ・ ロ ー ド に 治っ て いる フル ン 
ゼ 、 ト クマ クニ つの 地点 に 立っ た 。 フ ルン ゼ も トク マク も 天山 に 源 を 発する チュ ー 川 
の 形成 する チュ ー 盆 地 に 位置 する 都 色 で ある 。 フルンゼ の 街 か ら は 天山 山脈 の 一 つ で 
ある アラ トウ 山脈 の 雪 を 戴 い た 姿 が 、 す ぐ そ こ に 見 える が 、 ト クマ ク ま で 行く と 、 チ 
ュー 盆地 は すっ か り 平 原 の 様 相 を 帯び て 来る 。 そ し て 三 五 キ ロ ほ ど で 、 平原 は 雪 の 山 
脈 で 打ち 切ら れ 、 道 は アラ トウ 山脈 の 山 ひ だ に 分 け 入 っ て 行く 。 そ の 山脈 の 向こう 側 
に イシ ククル 潮 は ある の で ある 。 イシ ククル 湖 は 、 キ ル ギ ス 共和 国 で 私 の 一 番 行 きた 
いと ころ で あっ た が 、 こ こも 赤 南 道 の ウ ズ ベ ク と 同じ よう に 、 一 般 外国 旅行 者 は そこ 
に 足 を 踏 入 れる こと を 目下 の と ころ 諦め る ほか は な い 。 考古 学者 以外 に 用 の な いと こ 
ろ で ある の で 、 私 た ち は ト クマ ク ま で 来 た こ と で 満足 し な けれ ば な ら な か っ た 。 

イシ ククル 潮 畔 か ら ト クマ ク へ か け て の 往 古 の 隊商 路 ほ ど 中 央 アジ ア の 民族 が 興 
亡 の 歴史 を 繰り 返し て いる 場所 は な い 。 鳥 陀 は 介 奴 に 代 っ て 登場 する 鮮卑 、 鮮 卑 に 代 
っ て 登場 する 柔 然 と いう 遊牧 民族 それ ぞ れ の 侵略 を 受け 、 や が て 西方 の パミール に 移 
り 、 史 上 か ら 全 く 姿 を 消す こと に な る 。 硬 世紀 の こと で ある 。 烏 孫 の 故 地 が どこ で あ 
る か 判ら な い の は 当然 で ある 。 烏 区 に 代 っ て この 舞台 へ 登場 する 民族 は 、 そ れ ぞ れ に 
適当 な 時 に 史上 か ら 引 込ん で 行く が 、 そ れ ぞ れ に また その 故地 を 、 そ れ が 神 か ら 課せ 
られ た 任務 で ある 如く 判ら な くし て いる 。 

現在 イシ ククル 湖 の 底 に は 一 つの 都 が 沈ん で いる と 言わ れる が 、 そ の 都 も いつ の 時 
代 の も の か 判ら な い 。 あるいは 一 つ で な く 、 い ろ い ろ な 時 代 の 都市 や 衆 落 が 沈ん で い 
る か も 知れ な い 。 そ れ に つい て は 後述 する こと に し て 、 そ れ で は 一 体 島 孫 は いか な る 
民族 で あっ た ろう か 。 こ れ も 赤 判っ て いな い 。 ツ ソ連 の 一 部 の 学者 は 鳥 孫 を グレ コ ・ バ 
クト リプ ア 王 国 を 減 ぼ ば し た スキ タイ 系 の 「 ア シア ン 」 人 と 同じ で ある と 考え て いる 。 こ 
れ は 鳥 孫 を イラ ン 系 の 民族 と する 考え で ある 。 併 し 、 別 の 学者 た ち は 全 奴 の 一 枝 族 と 
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見 区 し て トル コ 系 の 人 種 で あっ た と 見 て いる 。 現在 で は 後者 の 方 が 有力 で ある と いう 
こと で ある 。 

漢 の 公主 細君 が イシ ククル 溢 畔 の 王 都 で 薄幸 な 短い 生涯 を 終っ た の は 紀元 前 一 世 
紀 の こ と で ある が 、 そ れ か ら こ の 地域 の 六 、 七 百年 間 の こと は 詳し く は 判っ て いな い 。 
中 国 の 勢力 が 天山 山脈 の 向こう 側 ま で 及 ん だ 時 代 も あれ ば 、 玉 門 関 を 閉じ て 西域 経営 
を すっ か り 諦 め て し まっ た 時 代 も ある 。 武 帝 が 開い た 西域 へ の 道 は 、 賑 や か な 東西 交 
渉 路 と し て の 役割 を 果 し た 時 も あれ ば 、 土 民 の ほか 誰 も 通ら ぬ 全 く の 荒 無地 と 化し て 
し まっ た 時 代 も あっ た 。 そ の 間 に も 中 央 アジ ア に は 民族 の 興亡 は 続け られ て いる 。 東 
トル キス タン の タク ラマ カン 沙漠 周辺 の 小さ い 国々 は 、 南 道 沿い の 国 も 、 北 道 沿い の 
国 も 、 互 い に 相 争い 、 割 れ た り 、 併 わ ちさ っ た り 、 亡 ん だ り 、 興 っ た り し て いた の で あ 
る 。 天山 の 向こう 側 の 西 ト ルキ スタ ン に 於 て も 恋 同じ し で あ っ た 。 人 烏 孫 と いっ た 国 は 影 
も 形 も な く な り 、 六 世紀 に は 和 突 豚 と いう 強力 な 遊牧 国家 が 出現 し 、 そ の 全盛 時 代 が 七 
世紀 の 中 頃 ま で 続い て いる 。 

この 突 大 の 時 代 に 、 イ シク クル 湖畔 を 唐 僧 玄 尊 が 通り 、 中 国人 と し て 初め て この 天 
山 の 山 ふ と ころ の 湖 に つい て 記し て いる 。 

玄 尊 と いう の は 『 西 遊記 』 で 有名 な 三蔵 法師 で ある 。 玄 替 は 名 は 神 と 言い 、 河南 省 
の 落陽 東方 の 村 の 陳 と いう 家 に 第 四 子 と し て 生れ た が 、 生年 に つい て は 判っ て いな い 。 
西暦 五 九 六 年 、 太 〇 O 〇 年 、 大 〇 二 年 と 、 いろいろ な 説 が ある 。 玄 装 の 生涯 と 事 叶 に つ 
いて は 『 大 慈 思 寺 三蔵 法師 伝 』 と 、『 続 高僧 伝 』 に 収め られ て いる 。『 唐 京師 大 慈恩 寺 
釈 玄 敵 伝 』 に 依っ て 知る こと が で きる が 、 生 年 は この 二 つ に お いて も 異 っ て いる 。 

『 三 蔵 法師 伝 』 に 依る と 、 玄 尊 は 十 三 歳 の 時 出家 し て 洛陽 の 浄土 寺 に は いり 、 十 七 
歳 の 時 長安 に 移っ た が 、 一 年 で 四川 省 成 都 に 居 を 変え て いる 。 当 時 成都 は 地方 都市 と 
し て は 一 、 二 の 大 き な 存 在 で 、 学 芸 も 赤 盛 ん で あっ た 。 居 所 を 転 転 と し た の は 、 随 が 
亡 び 、 唐 が 国 を 樹 て る 動乱 期 に 当たっ て いた の で 、 玄 尊 は 落着 いて 勉学 に 励 め る と こ 
ろ を 次 々 に 求め て 行っ た の で あろ う 。 そ し て ニニ 十 一 歳 の 時 、 成 都 を 飛 出し 、 あ と は 高 
僧 名 僧 を 求め て 各地 の 寺 々 を 遍歴 し 、 再び 長安 に は いっ た 時 は 、 す で に 高僧 と し て の 
玄 茜 の 名 は 世に 高く な っ て いた 。 ど う 考 えて も 凡人 で は な か っ た わけ で ある 。 

二 十 六 歳 の 時 、 こ の 秀才 青年 は 西遊 を 志 し 、 時 の 政府 に 願書 を 出し た が 許可 に な ら 
ず 、 つ い に 頁 観 三 年 (西暦 六 二 九 年 ) に 、 法 を 犯 し て 国外 へ 脱出 する こと を 決意 し た 。 
玄 尊 は 仏教 の 本 場 で ある 天 符 (イン ド ) に 赴 い て 、 釈 迎 の 生れ た 土地 を 見 た か っ た し 、 
まだ 見 た こと も な い 経 典 の 山 の 中 に も は いっ て 行き た か っ た の で ある 。 

玄 敵 の 前 に 中 国 か ら 西 域 を 経て 、 イ ンド へ 渡っ た 渡 印 第 一 号 は 四 世 紀 末 の 法 顕 で あ 
る 。 法 顕 は 十 五 年 目 に 帰国 し て 、『 人 国 記 』 を 著 し て いる 。 反対 に 同じ 頃 イ ンド か ら 
中 国 へ や っ て 来 た の は 和 羅 仕 で ある 。 少し 時 代 が 降っ て 六 世 紀 に な る と 達 麻 が ある 。 中 
国 と 印度 と は 、 こ うし た 仏教 の 僧 介 た ちの 法 を 求め ん と する 、 あ る い は 法 を 弘 め ん と 
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する 精神 に よっ て 、 幾 多 の 高山 大 河 に 隔て られ な が ら も 、 辛 うじ て 細 細 と つなが っ て 
いた の で ある 。 

玄 尊 は 天山 を 越え 、 西 トル シキ スタ ン に 出 て 、 イ ンド へ 赴 い た が 、 十 数 年 に 豆 る その 
長い 旅 の 経過 は 、 玄 貞 が 帰国 後 一 年 に し て 脱稿 し た と 言わ れる 『 大 唐 西 域 記 』 に よる 
と 、 玄 手 の 西 遊 は 恐ろし く 苦 難 に 満ち た 旅 で あっ た 。 併 し 、 こ の 国外 脱出 者 の 高僧 と 
し て の 噂 は すでに 西域 の 異 民 族 の 間 に も 伝わっ て いた らし く 、 玄 山 は 方 々 で 歓迎 され 
た り 、 援 助 の 手 を 差し の べら れ た り し て いる 。 と は 言え 、 言 葉 も 判ら ず 、 人 情 も 風俗 
も 判ら ぬ 国 々 を 次 々 に 経 廻 っ て 行く の で ある か ら 、 その 労苦 の な み 大 抵 で な いこ と は 
当然 で ある 。 玄 扶 は 高 昌 国 、 阿 者 尼 国 、 届 支 国 、 中 禄 迎 国 と いっ た 西域 北道 に 沿っ た 
小国 を 通過 し 、 天 山 へ は いっ て 行く 。 天 出 の 一 支 脈 で ある 波山 を 通過 する 時 は は い へ 
ん で あっ た 。 

一 一 国 の 西北 より 行く こと 三 百 余 里 に し て 石 計 を 渡っ て 波山 に 至る 。 こ れ 則 ち 閣 首 

(パミール 高原 の こと ) の 北原 、 水 多く 東 流 す 。 山 谷 の 積雪 は 春 夏 も 合 凍 す 。 時 に 消 
洲 す る こと あり と 難 も つい で また 結 水 す 。 経 途 は 険 朋 に し て 寒風 は 惨 烈 な り 。 暴 竜 の 
難 多く し て 行人 を 陵 犯す 。 こ の 途 に よる 者 は 衣 を 閑 く し 、 ひ さ ご を 持ち 、 大 声 に 叫ぶ 
こと を 得 ず 。 微 か に 違 犯 する あれ ば 、 災 袖 目 の あたり に 見 る 。 

こう いっ た 高い 調子 の 旅行 記 で ある 。 共 竜 の 難 が 多い と いう その 暴 竜 と は 何 の こ と 
で あろ うか 。 竜巻 の こと で で あろ うか 。 併 し 、 風 の こと は 風 の の こと で 別に 書い て い 
る 。 

ー 一 横風 奮発 、 沙 を 飛ば し 、 石 の 雨 を ふら し 、 過 う 者 は 可 濃 し 、 生 を 全う する こと 上 難 
し 。 

この 次 山越 え で 、 実際 に 玄 装 は 同行 し た 従者 や 牛馬 の 多く を 失っ て いる の で 、 必ず し 
も 表現 が オー バー で ある と は 言え な いよ う で ある 。 惨 民 た る 苦難 の 泊り を 幾つ か 重ね 
て 、 や っ と 凌 山 を 越え る と 、 玄 尊 は そこ に イシ ククル 湖 の 美 し い 湖面 を 見 た 。 湖 面 が 
美しい の は 一 瞬 の こと で 、 ど う し て ひと すじ 縄 で 行く 相手 で は な か っ た 。 多 論 玄 上 尊 の 
頃 は イシ ククル と は 呼ば れ て いな か っ た 。 玄 尊 は 大 清 池 と 呼ん で いる 。 

ーー 一 山行 四 百 余 里 、 大 清 池 に 至る 。 あ る い は 熱海 と 名 付け 、 ま た 鹸 海 と 調 う 。 周 千 余 
早 、 東 西 長 く 、 南 北 狭 し 。 四 面 山 を 負い 、 環 流 は 交 湊 す 。 色 は 青黒 を 帯び 、 味 は 戯 苦 
を 兼ね た り …… 竜 魚 雑 処 圭 仏 は し ば し ば 起 る 。 ゆえ に 往来 する 行 旅 は 講 っ て 以 っ て 福 
を 祈る 。 水族 は 多 し と 台 も 敢 て 漁 捕 する 者 な し 。 

ここ に は し ば し ば 霊 俊 が 起 る と 記し て ある が 、 こ の 圭 人 怪 な る も の の 正体 も 赤 判 ら な い 。 
併 し 、 こ れ を 玄 抽 が いい 加減 な こと を 書い た と する わけ に は いか な い 。 イ シク クル 潮 
が 熱海 と 呼ば れ て いる の は 不 党 湖 で ある た めで あり 、 剛 海 と 調 わ れ て いた の は 水 が 塩 
分 を 含ん で いる か ら で あ る 。 

玄 茜 は イシ ククル 湖畔 を 過ぎ 、 な お アラ トウ 山脈 を 越え た た り 、 チ ュー 川 に 沿っ た り し 
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て 、 チ ェ ュー 盆地 へ 降り る 。 す る と そこ に 突 豚 の 都 色 で ある 素 葉 城 が あっ た 。「 清 池 西 
北 行 五 百 余 里 素 葉 水 城 に 至る 」。 玄 虎 は 簡単 に 記し て いる 。 

素 葉 城 の 地 は 、 現在 の トク マク 付近 と され て いる 。 湖畔 か ら ト クマ ク ま で 都 邑 は な 
か っ た の で ある 。 鳥 孫 の 時 代 に あっ た その 王 都 赤谷 城 の こと は どこ に も 記さ れ て いな 
い 。 漢 の 公主 が 王 の 妃 と し て 、 更 に また その 王 の 孫 の 妃 と し て 何 年 か を 過ごし た 赤谷 
城 は 、 玄 装 の 頃 は 影 も 形 も な く な っ て いた の で ある 。 疲 山 の 苗 竜 の 為 せ る 業 か 、 あ る 
い は 大 清 池 の 埋 怪 の 為 せ る 業 な の で あろ 2 う 。 

て 、 玄 失 の 着い た 素 葉 城 は 当時 突 豚 の 権力 者 の 幕 営 地 で あっ た 。 
ー 一 城 の 周 は 六 、 七 里 あ り て 、 諸 国 の 商 棚 は 雑居 せり 。 
の 素 葉 己 西 に 数 十 の 孤 城 あ り 。 

と 『 大 唐 西城 記 』 は 記し て いる 。 こ こ か ら 西 方 に は 遊牧 民族 の 帳 幕 が 点々 と 散ら ば 
っ て いた の で あろ う 。 玄 山 は 素 葉 城 で 突 胡 の 可 汗 ( 王 ) に 会 っ て いる 。 身 は 緑色 の 綾 
の 礼 を 纏い 、 額 に 一 丈 ほ どの 絹 布 を まい て 背後 に 垂らし 、 頭髪 は 忠 わ に こし て いる 。 そ 
し て 随 う 従者 た ち は 二 〇 〇 人 は みな 錦 の 絹 を 着 、 頭 髪 を 編ん で 左右 に 垂らし て いた 。 

鳥 係 の 赤谷 城 は な く な っ て いた が 、 そ の 代り に 突 懇 の 素 葉 城 が この 地帯 で 最も 段 盛 
を 極め て いた 秦 落 で あっ た の で ある 。 し て 
いる と 言わ れ て いる が 、 そ の 頃 も 今 と 同じ よう に 民族 の 数 は 多かっ た の で あろ 25。「 諸 
国 の 商 胡 は 雑居 せり 」 と いう の は 今 も 昔 も 変 し て いな い の で ある 

女装 は 、 こ こ か ら サ マル カン ド を 経て 、 ア フ ガ ニ スタ ン に は いり 、 ヒ ンズ ー ク シ 山 
脈 の 渓谷 か ら バ ー ミ アン へ と 抜け 、 そ れ か ら 和 目的 地 イ ンド へ 向っ て いる 。 そ し て イン 
ド で 高僧 と し て 有名 に な り 、 往 路 に 劣ら ぬ 苦 難 の 旅 を し て 、 母 国 に 辿り 着い た 時 は 四 
十 歳 を 越え て いた 。 

帰国 の 時 は 玄 敵 は た い へ ん な 迎え られ 方 で あっ た 。 玉 門 関 に は すでに 都 か ら 出迎え 
の 役人 が 派 せ られ て お り 、 そ こ か ら 都 まで 行列 は 日 々 その 数 を 増 し た 。 玄 尊 は 長安 で 

九 十 余 歳 で 外す る まで の 余生 を 自分 が イン ド か ら 持 ち 帰っ た 経典 の 翻訳 の 仕事 に 捧 
げ て いる 。 

女 術 は 閣 嶺 を 越え て 、 大浦 池 蜂 へ 出 、 素 葉 城 を 経て 、 サ マル カン ドド 方 面 へ 向っ て い 
る が 、 今日 の 地図 で 言え ば 、 玄 尊 は 天山 の ベ デ 幅 を 越え を 、 キ ル ギ ス 共和 国 の イシ ク ク 
ル 潮 畔 へ 出 、 ト クマ ク 付 近 の 突 胡 の 王 都 を 経て 、 サマ ルカ ンド 方 面 へ 向っ た と いう こ 
と に な る 。 イ シク クル 湖 か ら ト クマ ク 、 フ ルン ゼ 方 面 へ か け て 一 帯 の 地 が 、 往 古 の 東 
西 変 渉 路 の 重要 地点 で あっ た こと だ け は 確か で ある 。 そし て この 東西 交渉 の 商業 路 は 、 
ずっ と 時 代 が 降る まで 大 きい 役割 を 果 し 続け て いる 。 玄 壮 が 通過 し て か ら 約 半 世 紀 経 
っ た 頃 は 、 唐 の 勢力 は この 方 面 まで 及び 、 唐 軍 は 西 突 胡 の 手 か ら 素 葉 城 を 自己 の 手中 
に 収め 、 砕 葉 鎮 と 呼ぶ 大 き な 城 を 築い た 。 唐 の 軍勢 は その 後 更に 半 世 紀 こ こ に 駐屯 す 
る が 、 こ こ に は 中 国人 も 居れ ば 、 突 豚 人 も 居り 、 ま た 西方 の 諸 民 族 も は いり 込ん で 、 
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国際 的 大 都市 を 形成 し て いた も の と 考え られ る 。 そ し て 時 代 が 下る に つれ 、 素 葉 城 と 
か 砕 葉 鎮 と か いっ た 名 前 は いつ か 史上 か ら 消 そえ 、 新しく この 地帯 の 支配 者 と し て 現れ 
て くる トル コ 系 の 王朝 、 カ ラ ハ ン 朝 の 首都 と し て バラ サ グ ン ( 裴 区 将 军 城 ) と いう 都 
邑 が 登場 し て 来る 。 こ の バラ サ グ ン の 繁栄 は 十 世紀 中 葉 か ら 十 四 世 紀 ま で 続い て いる 
が 、 こ れ ま で 学者 の 間 で は トク マク 付近 の 地 と 目 さ れ 、 現在 ロシア の 考古 学者 た ち に 
依っ て 掘ら われ て いる アク ・ ベ シム の 遺跡 を それ に 当て て いる 学者 も ある 。 

私 た ち が キ ル ギ ス 共和 国 の 首都 フル ン ゼ か らく る まで トク マク へ 向っ た の は 五 月 
の 中 頃 で あっ た 。 往 古 の 素 葉 城 、 砕 葉 針 、 バ ラサ グン な どの あっ た トク マク 付近 一 帯 
が どの よう な と ころ か 見 て みた くも あっ た し 、 ア ク ・ ベ シム と いと ころ の 遺跡 に も 足 
を 踏 入 ん て みた か っ た の で ある 。 

フル ン ゼ の 町 か ら 雪 を 戴 い た 天山 の 前 山 で ある アラ トウ 山脈 は 指 呼 の 間 に 見 える 。 
松本 か ら 見 る 日 本 アル プス の 山 山 ぐら い の 大 き さ で ある 。 その フル ン ゼ の 町 か ら そ の 
雪 の 山脈 へ 向っ て 、 く る ま を 走ら せる 。 ト クマ ク は フル ン ゼ か ら 七 五 キ を ロ で 、 ゆ っ く 
り ド ライ ブ し て 二 時 間 の 距離 で も や る 。 ゆる や か な 段落 を 持っ た チェ ュー 盆地 が どこ まで 
も 拡がっ て いる 。 平原 に は ポプラ と 柳 が 多く 、 い ずれ も 見 上 げ る よう 交 大 樹 許 り で あ 
る 。 耕地 は 才 畑 、 そ れ に 草原 が 並ん で だ ん だ ら 模 様 を 作っ て いる 。 道 ほ 点 在 する 小さ 
い 乗 落 を 縫っ て 走っ て 行く 。 

トク マク は 白壁 の 家 の 多 い 静 か な 街 で あっ た 。 街 の 周囲 に は 草原 が 拡がり 、 街 の 内 
部 は 大 樹木 で 埋め られ て いる 。 ど こ へ 行っ て も 大 樹 老 木 の 繁 み で 、 街 は 多少 暗い 感じ 
で ある 。 そ の 静か な 街 の 路地 路地 を 白い も の が 舞っ て いる 。 ポ プラ の 種子 で あっ た 。 
街 の た た ず ま いも ゃ も 、 街 の 人 た ちの 表情 も 、 全 く 歴 史 と いう よう な も の と 無関係 で ある 。 
この 国 が 八 十 の 民族 を 持つ と いう 一 事 だ けが 、 こ の 街 が 過ぎ て 来 た 歳 月 の 長 さ を 思わ 
せる も の で ある 。 

トク マク か ら ア ク ・ ベ シム に 向う 。 遺跡 は スタ ラ ヤ ・ ポ クロ フカ 村 南 西 五 キロ の 地 
点 に あり 、 付近 一 帯 は 高原 風 の 草原 で 、 洪 水 の あ と の よう に 道 は 荒れ て お り 、 く る ま 
は 崖 を 降り た り 、 崖 を 合っ た り 、 小 川 を 水しぶき を 上 げ て 渡っ た り し て 、 草 原 の 斜 面 
を じ ぐ ざ ぐ に 上 っ て 行く 。 

発掘 現場 の 近く で くる ま を 降り る 。 見 渡す 限り 美しい 草原 の 拡がり で ある 。 ここ か 
ら 三 五 キロ の 地点 で 平原 は アラ トウ 山脈 に 依っ て 断ち わき られ る と いう か ら 、 すぐ そこ 
に 委 の 山 が 覆い か さっ て いる 管 だ が 、 あいにく 曇っ て いて 山脈 の 姿 を 眼 に する こと 
は で き な い 。 平原 に は 何 カ 所 か に だ ん ご 型 の 丘 が 散ら ば っ て いる 。 ど れ も ゃ 遺跡 で ある 
が 、 現 在 掘ら れ て いる の は その 中 の 二 カ 所 だ け で 、 い ずれ も 寺院 あと で ある 。 城壁 、 

台 の あと も ある が 、 寺院 以外 は まだ 手 を つけ られ て いな い 。 城壁 の 土 の 盛 上 り は そ 
れ を ずっ と 眼 で 辿っ て 行く こと が で きる が 、 それ が 囲ん で いる 地域 は か な り 広 いも の 
で ある 。 全 部 掘ら れ た ら 、 い か な る 奈落 が 現れ て 来る だ ろう か 。 そ ん な 思い を 以 て 眺 
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め る 。 こ こ か ら 掘 出さ れ た も の の 一 部 は エル ミ タージュ 博物 館 に 、 一 部 は フル ン ゼ の 
博物 館 に 並べ られ て いる 。 

この 遺跡 が カラ ハン 朝 の バラ サ グ ン で ある か 、 ど うか 。 一 番 の 興味 は この 問題 だ が 、 
ロシア の 考古 学者 た ちの 間 で も 意見 は 二 つ に 分 れ て いる 。 バラ サ グ ン で ある と いう 見 
方 を し て いる 学者 も ある が 、 強 く 否 定 し て いる 学者 も いる 。 

バル トリ ド 、 ベ ルン シ ュ タ ム は 、 バ ラサ グン を 今日 の アク ・ ベ シム 城 で ある と 考え 
て いる 。 併 し 、 こ の 遺跡 の 発掘 に 当っ た L・ キ ズラ ソフ は バラ サ グ ン と アク ・ ベ シム 
を 同一 視 す る こと に 反対 し て いる 。 バラ サ グ ン は 資料 に よる と 十 四 世 紀 ま で 存続 し て 
いる が 、 ア ク ・ ベ シム の 遺跡 か ら は 五 一 十 世紀 の 遺物 し か 出 て いな いか ら で あ る 。 そ 
し て アク ・ ベ シム か ら は 一 キ ロ 南 東 に ある ブラ ン 城 填 を バラ サ グ ン に 当て る 説 も ある 
が 、 キ ズラ ソフ は これ に も 反対 し て いる 。 バ ラサ グン は カラ キタ イ ( 西 遼 軍 ) に よっ 
て 十 六 日 間 包 囲 さ れ 、 四 七 、 OO 〇 人 の イス ラム 教徒 が 殺さ れ て いる が 、 ブ ラン 城 坪 
は 小さ く て 、 到 底 こ れ だ け の 人 数 を 収め 得る 城 で は な いか ら で あ る 。 ま た 最近 アク ・ 
2 そ 玄 打 が 記し て いる 素 葉 城 で ちる と する 見 解 が 、 イ ギリ ス の 学者 クラ ウ 

に よっ て 提出 きれ 、 ソ 連 の 学者 クリ ャ シュ トル ヌイ も これ を 支持 し て いる 。 


天山 の 山 ひ だ 深く に 匿 さ れ て いる イシ ククル 潜 は 、 玄 敵 が 通過 し た 後 も 決し て 歴史 
と は 無 綴 で は な か っ た 管 で ある 。 八 世紀 の アラ ブ の 侵入 、 十 三世 紀 の モ ン ゴ ル の 侵 窒 、 
さら に 降る と チム ー ル の 大 兵団 の 移動 が ある 。 次 々 に 異 っ た 民族 が 、 中 央 アジ ア の 征 
服 者 と し て の 姿 を 、 イ シク クル 湖 の 湖面 に 映し て 来る 。 ま た こう し た 大 侵略 兵団 の 到 
来 の 間々 を 縫っ て 、 前 述 し た よう に 中 国 兵 が 湖畔 を 通過 する 時 代 も あれ ば 、 カ ラ ハ ン 
朝 を 初め あと する この 地帯 の 征服 者 た ちら が そ の 時 々 の 誇り や か な 姿 を 湖畔 に 現 わ し た 
時 代 も ある 。 そ し て その 度 に 、 イ シク クル 湖 の 湖畔 に は 都市 や 衆 落 が 建設 され た に 違 
いな い 。 大 き な 都 色 も で き て いた か も 知れ な いし 、 小 さい 篤 落 が ちら ば っ て いた か も 
知れ な い 。 併 し 、 そ うし た こと の 詳し い 記 述 は な い 。 

多少 詳し く イ シク クル 湖 が 紹介 され た の は アラ ブ の 時 代 、 そ れ に 次 いで ! は 十 四 世紀 
の チム ー ル の 時 代 で あっ て 、 チム ー ル 時 代 の 文献 に 依る と 、 湖 畔 に は 定着 生活 を 営ん 
で いる 径 落 が 点々 と し て あり 、 美 し い草 花 が 咲 乱 れ 、 果 樹 栽培 が 行わ れ 、 湖 上 に は 島 
が あっ て 、 王 宮 が 人 築 か れ て いた と いう 。 そ し て チム ー ル も 選 々 軍 旅 の 疲れ を 、 こ の 天 
山 山中 の 湖 の 城 に 医 し に や っ て 来 た と いう よう な こと が 記さ れ て いる が 、 果して その 
よう な 事実 が あっ た か どう か は 判ら な い 。 チム ー ル の 軍隊 が この 地方 を 通過 し た こと 
だ け は 間違い な い が 、 総帥 チム ー ル が 自ら この 地方 に 足 を 印 し た か どう か は 疑問 と さ 
れ て いる 。 併 し 、 湖 上 に 島 が あっ た こと と 、 そ こ に 城 が 築 か れ た と いう こと の 方 は 事 
実 と 見 て いい よう で ある 。 

た だ 面白 い の は 、 十 五 世紀 に 存在 し 、 十 六 世 紀 に も 存在 し た に 違い な いと 思わ れる 
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その 島 も 、 城 も 、 こ れ ま た いつ か 影 も 形 も な く な っ て し まっ て いる こと で ある 。 十 八 
世紀 の 前 半 に 、 ロ シア 人 は 初め て この 地方 に 進出 する が 、 そ の 記録 に は イシ ククル 湖 
呼 に は 僅か の キル ギ ス 人 が 遊牧 し て いる こと が 記さ れ て いる だ け で ある 。 そし て その 
時 作ら れ た 地図 に は 島 は 記載 され て いな い 。 

十 九 世紀 中 頃 か ら ロ シア の 探検 索 が この 地方 に 足 を 踏 入れ 始め る が 、 そ の 中 で も 有 
名 な の は セミ ョ ノ フ ・ チ ャ ンジ シャ ンス キー、 フ ル ジ ェ ワリ スキ ー 等 で ある 。 プ ル ジ ェ 
ワリ スキ ー は 第 一 回 の モン ゴル 旅行 、 第 二 回 の ロ プ ノー ル 探 検 、 第 三 回 の チベット 踏 
査 、 第 四 回 の ざさ ビ ・ 青 海 遠征 を 経て 、 第 五 回 の チベット 探検 の 途 次 イシ クタ クル 湖岸 の 
町 カラ コル ( 今 の プル ジェ ワリ スク ) に 於 て 残す る が 、 プ ル ジ ェ ワリ スキ ー は 何 回 も 
イシ ククル 湖岸 の 道 を 通っ て 天山 を 越え た た の で あろ う 。 彼 は その 遺言 に 依っ て 、 イ シ 
クタ タル 湖岸 に 葬 ら れ た 。 


我が国 に 於 て 西域 探検 家 と し て 最も 有名 で ある スウ ェ ン ・ へ ディ ン も イシ ククル 湖 
に 足 を 印 し て いる 。 そ の 著 『 さ ま よ える 溢 』 の 中 に 、 彼 が イシ ククル 潮 畔 で ブル ジ 
ェ ワ リス キー の 墓 に 語 で た こと が 記さ れ て いる 。 プル ジェ ワリ スキ ー が 己 が 永遠 の 眠 
り の 地 を イシ ククル 湖畔 に 選ん だ と いう 一 事 を 以 て し て も 、 そこ が いか に 探検 寺 に と 
っ て ゲ 魅力 多い 場所 で あっ た か が 判る 。 

天山 に 関す る 地理 学 的 研究 で 不朽 の 業績 を あげ た セミ ョ ノ フ ・ チ ャ ン シ ャ ンス キー 
も イシ ククル 溢 畔 を 度々 通過 し た こと で あろ う 。 セ ミ ョ ノ フ に と っ て も 、 プ ル ジ ェ ワ 
リス キー に と っ て も 、 へ ディ ン に と っ て も 、 イ シク クル 湖 は 、 ど うし そ で も そこ を 通過 
し な けれ ば な ら ぬ 東 ト ルキ スタ ン へ の 足がかり で あり 、 大 遠征 旅行 の 重要 な 一 基地 で 
あっ た の で ある 。 併 し 、 そ の イシ ククル 湖 そ の も の の 異変 に つい て は 、 こ の 停 大 な 探 
検 守 た ち も 思 い を 致す こと は な か っ た で あろ う 。 大 天山 が 、 あ る い は 天山 の 向う の 未 
知 の 世界 が 彼 等 を 大 きく 読ん で いた か ら で あ る 。 

併 し 、 こ の 三 人 の 大 探検 家 も 、 あ る い は イシ ククル 湖畔 の 住民 た ちか ら 、 こ の 地方 
に 伝わる 伝説 の 幾つ か を 聞く 機会 を 持っ た か も 知れ な い 。 

その 伝説 と いう の は な か な か 面白 いも の で ある 。 昔 、 い ま 湖 に な っ て いる と こ 
ろ は 美しい 平野 に な っ て いて 、 平野 に は 幾つ か の 町 が 繁栄 し て いた 。 人 々 は 平和 に 豊 
か に 生活 し て いた が 、 あ る 時 一 人 の 魔女 が や っ て 来 て 、 町 の 人 た ち を すっ か り 墜 落 さ 
せ て し まっ た 。 天山 山中 の 静か な 美 し い 街 は 、 鍋 ち に し て 浮 湯 な 騒が し い 町 に 変っ た 。 
これ を 見 て すっ か り 腹 を 立て た 神 は 、 一 夜 に し て 町 を 水 び た し に し 、 一 帯 の 地 を 今日 
見 る よう な 湖 に し て し まっ た 。 

また 、 こ うい う 伝 説 も ある 。 いま 湖 に な っ て いる と ころ に 、 昔 一 つの 町 が あっ 
た 。 町 の 人 た ち は 平 和 に 楽し く 暮 し て いた 。 こ の 町 の た だ 一 つの 欠点 は 泉 が 一 つ し か 
な いこ と で 、 町 中 の 人 は 毎日 の よう に 電 を 持っ て 、 泉 に 水 を 波 み に 行っ た 。 泉 に は 鍵 
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を 預かる 聖者 が いて 、 人 た ち は そ の 鍵 番 の 聖者 か ら 鍵 を 受取 っ て 、 泉 の 水 を 波 み 、 流 
み 終 る と 、 泉 に 鍵 を か け 、 再 びそ の 鍵 を 聖者 に 返す 控 に な っ て いた 。 と ころ が 、 あ る 
時 、 ひ と り の 娘 が この 搾 を 守ら な か っ た 。 彼女 は 水 を 波 ん だ あと 、 恋 人 と 愛 の 嘱 き を 
交 す の に 夢中 に な っ て し まっ て 、 鍵 を 鍵 番 の 聖者 に 返す こと を 忘れ て し まっ た の で あ 
る 。 恋人 た ち が 鍵 の こと を 思い 出し た 時 は も う 遅 か っ た 。 泉 か ら は 水 が 噴 き 出 し 、 も 
うど ん な こと を し て も 、 そ れ を と め る こと は で き な か っ た 。 見 る 見 る うち に 町 は 水 び 
た し に な り 、 何 日 も た た な いう ち に 、 町 は 水 の 底 に 沈ん で し まっ た 。 

この 地方 に は 同じ よう な 伝承 が 癌 つか ある が 、 どれ も 町 の 上 骨 間 的 破局 を 物語 る も の 
許 り で ある 。 
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付録 2 : 訳文 
《西域 物语 》 一 一 井上 靖 
序章 





从 学 生 时 代 开 始 我 就 向 往 着 有 一 天 可 以 去 西域 看 一 看 。 在 那个 年 代 这 种 想法 无 疑 是 
异想天开 .“ 西 域 ” 其 实 是 一 个 很 模糊 的 说 法 ， 常 见于 中 国 古 代 的 史书 典籍 。 最 初 是 中 
国 将 其 西部 地 区 其 他 民族 所 居住 的 地 方 统称 为 西域 .所 以 古 时 的 印度 和 波斯 也 曾 是 西域 
的 一 部 分 。 总 而 言 之 ， 中 国人 会 把 本 国 以 西 的 那 片 各 国民 族 居 住 的 广阔 的 未 知 地 带 统统 
称 作 西域 。 所 以 西域 一 词 本 身 就 充满 了 未 知 、 梦 幻 、 神 秘 、 冒 险 的 色彩 。 又 经 过 了 一 段 
时 间 ， 印 度 和 波斯 不 再 属于 西域 ， 从 那 以 后 西域 一 词 用 来 专 指 中 亚 地 区 。 这 里 到 处 都 充 
斥 着 未 知 、 梦 幻 、 神 秘 、 冒 险 的 色彩 ， 历 史上 各 种 民族 斗争 也 在 这 片 广 刻 无 塌 的 沙漠 上 
接连 上 演 。 虽 然 现在 各 国之 间 已 经 有 了 明确 的 国境 线 ， 商 队 也 不 能 再 像 以 前 那样 自由 地 
穿梭 在 城镇 和 绿洲 中 ， 但 只 要 它 还 被 称 作 西域 ， 它 就 永远 不 会 失去 未 知 、 梦 约 、 神 秘 、 
冒险 的 色彩 。 我 现在 把 这 里 称 为 中 亚 ， 但 其 实 这 也 是 一 种 很 模糊 的 说 法 ， 因 为 并 没有 明 
确 表 示 出 它 的 范围 。 就 暂时 把 这 里 看 作 是 亚洲 大 陆 中 部 没有 出 海口 的 内 陆地 区 ， 东 起 戈 
壁 沙漠 西 至 里 海 的 这 片 广阔 区 域 吧 。 

自古 以 来 中 亚 以 帕 米 尔 高 原 为 界 ， 东 边 是 东突 厥 斯 坦 ， 西 边 是 西 突厥 斯 坦 ， 按 现在 
的 政治 概念 来 划分 的 话 ， 东 突厥 斯 坦 的 部 分 隶属 中 国 ， 而 西 突厥 斯 坦 一 侧 则 属于 苏联 。 
东突 厥 斯 坦 一 侧 现 在 属于 中 国 新 疆 的 维吾尔 自治 区 ， 因 为 这 里 目前 还 没有 对 游客 开放 ， 
所 以 我 对 这 里 的 情况 并 不 是 很 清楚 , 但 是 苏联 所 管辖 的 西 突厥 斯 坦 已 经 完全 不 是 以 前 的 
样子 了 。 这 里 建立 了 哈萨克 斯 坦 、 乌 效 别克 斯 坦 、 吉 尔 吉 斯 斯 坦 、 土 库 曼 斯 坦 、 塔 吉 
斯 坦 五 个 共和 国 ， 曾 经 的 绿洲 城镇 摇身一变 ， 成 了 高 楼 林立 的 大 都 市 。 寸 草 不 生 的 沙漠 
上 建成 了 好 几 条 运河 ， 运 河流 域 也 变 成 了 美丽 的 绿化 地 带 和 耕地 。 我 想 中 国 那里 的 东突 
廉 斯 坦 或 多 或 少 也 会 一 些 变 化 吧 。 虽 然 这 里 还 叫做 西域 , 但 实际 上 已 经 发 生 了 翻天 履 地 
的 变化 。 不 过 有 些 地 方 却 还 是 老 样 子 。 虽 然 建成 了 几 排 绿化 带 ， 但 是 沙漠 依旧 是 沙漠 ， 
那里 仍然 是 一 片 不 毛 之 地 ; 阿 姆 河和 锡 尔 河 还 在 那里 静 静 流 滴 ， 天 山 和 帕 米 尔 高 原 上 终 
年 白雪 能 多 的 6000 米 的 高 峰 仍 然 在 颖 视 着 天 空 。 那 里 的 少数 民族 还 一 直 保 留 着 他 们 的 
语言 和 风俗 习惯 。 

还 有 一 点 也 没有 变 。 那 就 是 历史 ， 承 载 着 过 去 的 历史 。 历 史 是 永远 都 无 法 改变 的 。 
这 和 日 本 国内 的 战争 不 一 样 ， 这 是 民族 间 的 争斗 。 从 结果 来 看 ， 它 会 造成 民族 迁移 ， 也 
会 对 该 民族 的 文化 和 宗教 产生 影响 。 回顾 西 域 的 历史 ， 它 既 遭 受过 以 亚历山大 大 帝 为 首 
的 阿拉 伯 的 侵略 ， 也 遭受 过 蒙古 的 侵略 。 无 法 选 出 什么 是 最 大 的 影响 因素 ， 反 正 每 次 侵 
略 都 会 让 西域 发 生 翻 天 覆 地 的 变化 。 时 至 今日 ， 所 到 之 处 都 还 能 看 到 战争 席卷 后 留 下 的 
痕迹 。 阿 拉 伯 留 下 的 ， 蒙 古 留 下 的 。 经 历 了 漫长 的 岁月 ， 这 些 历史 的 碎片 已 经 被 掩埋 在 
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黄土 之 中 ， 多 数 都 不 为 人 所 知 。 时 至 今日 对 我 来 说 中 亚 这 片 广阔 的 地 区 就 是 “西域 ” 
是 一 个 充满 了 未 知 、 人 梦幻、 神秘、 冒险 色彩 的 地 方 。 尽 管 近代 文明 的 发 展 可 能 会 让 这 里 
变 得 面目 全 非 ， 但 它 又 岂 会 这 么 容易 就 被 改变 。 

我 曾 两 次 踏 上 前 往 西 突厥 斯 坦 的 旅程 ， 一 次 是 三 年 前 ， 也 就 是 1965 年 ， 还 有 一 次 
就 是 今年 (1968 年 )。 在 第 二 次 旅程 中 我 到 达 了 在 西域 历史 上 十 分 重要 的 撒 马 尔 罕 、 布 
哈 拉 、 塔 什 干 等 城市 ， 阿 什 哈巴 德 、 乌 尔 根 奇 、 希 瓦 等 沙漠 之 城 ， 男 外 还 有 帕 米 尔 高 原 
山谷 中 的 新 城 一 一 杜 尚 别 ; 史记 中 所 载 大 宛 国 一 一 现今 已 分 散 为 费 尔 干 纳 盆地 上 的 几 个 
城市 ， 安 集 延 、 马 尔 吉 兰 、 浩 罕 、 费 尔 干 纳 ; 还 有 在 玄 类 法 师 所 著 《 大 唐 西 域 记 》 和 《大 
唐 大 慈恩 寺 三 藏 法 师 传 》 中 出 现 过 的 天 上 山脚 下 的 托 克 马克 、 阿 克 别 希 姆 \ 伏 龙 芝 等 地 。 

这 次 旅行 最 让 我 开心 的 就 是 研究 和 回顾 那 片 土地 的 历史 。 我 不 是 历史 学 家 也 不 是 历 
史 研 究 员 ， 所 以 我 所 认识 的 历史 难免 会 有 些 片面 ,我 能 做 的 就 只 是 从 我 现 有 的 知识 中 找 
出 与 这 片 土 地 相关 的 内 容 。 当 我 带 着 脑海 中 那些 零碎 的 历史 记忆 踏 上 这 片 土 地 ， 那 些 历 
史 的 碎片 仿佛 重新 焕发 出 新 的 生机 。 

在 这 次 西 突厥 斯 坦 之 旅 中 , 我 亲眼 见 到 了 近期 由 苏联 的 考古 学 家 挖掘 出 的 三 个 遗址 。 
一 个 是 彭 吉 肯 特 遗 址 ， 在 1200 年 前 ， 这 里 曾经 是 聚 特 人 居住 的 地 方 。 由 于 不 堪 忍 受 阿 
拉 伯 的 暴政 ， 票 特 人 便 离 开 了 这 里 ， 之 后 这 里 就 渐渐 被 黄土 掩埋 。 还 有 一 处 就 是 现在 刚 
刚 开 始 挖 据 的 阿 殉 别 希 姆 遗址 。 那 里 是 同一 时 期 游牧 民族 所 居住 的 地 方 。 最 后 一 处 就 是 
古代 撒 马 尔 罕 古城 的 长 眠 之 地 一 一 阿 夫 拉 西 雅 普 遗 址 。 

在 亲眼 目睹 了 三 大 遗址 后 ， 我 最 深 的 感受 就 是 ， 这 些 地 方 有 着 一 种 难以 形容 的 美 。 
那里 到 处 都 是 一 望 无 际 的 高 原 ， 无 论 你 站 在 哪里 都 可 以 瞎 望 到 白雪 能 抱 的 天 山 。 所 以 如 
果 站 在 那 三 座 出 土 的 古城 的 正中 间 ， 就 会 发 现 它们 十 分 相似 ， 儿 乎 无 法 区 分 。 古 时 的 游 
牧民 族 被 其 他 民族 追赶 ， 不 停 地 变换 居所 ， 而 他 们 的 扎营 地 就 像 事 先 商 量 好 的 一 样 ， 都 
选 在 了 景致 雄伟 壮观 之 处 。 

如 果 我 是 一 名 历史 学 家 ,我 一 定 能 从 三 处 遗址 那里 找到 好 多 宝贝 。 但 我 是 一 名 小 说 
家 ， 我 不 具备 那样 的 知识 和 技能 。 我 只 是 惊叹 于 这 里 的 美丽 ， 同 时 也 深 深 地 感受 到 ， 以 
聚 特 人 为 代表 的 游牧 民族 的 民族 生命 力 远 远 超 乎 我 的 想象 。 今 后 如 果 在 史 所 上 看 到 困 特 
人 或 是 塞 种 人 的 话 我 想 我 一 定 会 有 不 同 的 感受 。 

另外 我 也 看 到 了 好 几 处 Taki。Taki 有 拱门 的 意思 ， 也 指 由 几 个 圆 形 屋顶 组 成 的 集 
市 。 它 通常 会 出 现在 大 的 十 字 路 口 ， 而 现今 保存 最 完好 的 Taki 在 布 哈 拉 和 和 希 瓦 。 在 布 
哈 拉 有 这 样 一 种 集 市 又 叫做 宝石 市 场 。 那 个 商业 街 正 好 坐落 在 一 个 十 字 路 口上 ， 上 面 是 
一 个 很 大 的 屋顶 , 路 口 处 比较 宽敞 , 在 高 高 的 屋 项 上 有 几 扇 天 窗 , 阳光 就 从 那里 照 进 来 ， 
但 建筑 内 部 却 非 常 型 暗 。 当 然 现 在 这 里 已 经 没有 店铺 了 ， 至 于 Taki 昵 ， 被 完整 地 保存 
下 来 了 。 这 里 不 愧 是 宝石 市 场 ， 看 上 去 确实 像 是 商人 们 买卖 宝石 的 地 方 。 商 人 们 干 里 起 
远 带 着 商 队 穿 越 沙漠 而 来 ， 手 里 拒 着 宝石 走 进 芽 上 暗 的 室内 商店 。 黑 瞳 之 中 商人 们 的 眼睛 
内 烁 着 奇特 的 光芒 ， 手 上 的 宝石 也 散发 着 奇异 的 光芒 。 一 想到 集 市 内 部 龙 蛇 混杂 人 头 斤 
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动 就 觉得 那里 是 一 个 奇特 的 地 方 。 那 里 的 人 们 语言 、 穿 着 、 肤 色 、 发 色 都 不 一 样 。( 人 
们 ) 就 在 这 样 的 集 市 内 部 对 宝石 进行 鉴定 和 估价 。 当 然 ， 比 起 阳光 刺眼 的 户外 ， 宝 石 交 
易 这 种 买卖 还 是 在 昏暗 的 室内 店铺 里 进行 更 为 合适 。 

位 于 希 瓦 的 集 市 并 没有 设立 在 十 字 路 口 。 那 是 一 条 笔直 的 商业 街 ， 就 好 像 是 在 隧道 
内 的 两 边 排列 着 两 行商 店 。 这 里 不 是 宝石 市 场 ， 而 是 奴隶 市 场 。 这 里 并 不 是 专门 的 奴隶 
市 场 ， 只 是 偶尔 会 进行 奴隶 的 买卖 。 比 起 布 哈 拉 的 集 市 这 里 要 稍微 明亮 一 些 。 这 条 隧道 
商业 街 的 中 央 有 一 扇 小 门 ， 从 那里 可 以 通 往 商 队 的 又 站 。 商 队 住宿 的 驿站 是 围绕 着 广场 
建 的 ， 中 间 的 大 广场 供 商 人 们 停放 骆驼 。 

据说 在 乌兹别克 斯 坦 共 和 国境 内 只 有 这 两 处 保存 完好 的 Taki 了 。 正 因为 亲眼 看 到 
了 这 些 我 才 对 次 队 这 个 词 有 了 些许 印象 。 商 人 们 带 着 几 十 匹 骆驼 进入 沙漠 ， 进 入 街市 入 
口 附近 设立 的 驿站 .驿站 门口 停 满 了 骆驼 。 商人 们 就 这 样 在 小 屋 里 听 着 骆驼 的 叫 声 入 睡 。 
第 二 天 一 早 商 人 们 就 要 穿 过 骆驼 群 去 往 室 内 市 场 。 宝 石 容易 携带 是 最 方便 进行 买卖 的 ， 
所 以 商人 们 每 个 人 手 里 都 握 着 宝石 。 当 然 这 些 宝石 有 真 的 也 有 假 的 。 而 宝石 在 黑暗 中 散 
发 出 的 光芒 往往 就 决定 了 它 的 价值 。 

还 有 一 个 集 市 是 住民 集 市 ， 是 在 沙漠 中 生活 的 住民 们 买卖 生活 必需 品 的 地 方 。 这 个 
集 市 里 都 是 摊贩 。 而 最 让 人 频 目 结 舌 的 集 市 莫 过 于 费 尔 王 纳 倪 地 上 的 马尔 吉 兰 古城 的 集 
市 了 ,《 比 起 布 哈 拉 、 撒 马尔 罕 等 地 方 的 集 市 ， 这 里 显然 更 热闹 一 些 )。 据 说 在 费 尔 干 纳 
盆地 上 从 集 了 五 十 个 民族 的 人 们 。 这 里 的 人 们 服饰 、 面 孔 、 语 言 各 异 ， 我 险些 以 为 在 费 
尔 于 纳 贫 地 上 的 居住 的 五 十 个 民族 都 派 了 代表 到 集 市 里 去 。 马 尔 吉 兰 是 一 个 安静 古老 的 
城市 ， 只 有 这 个 地 方 聚 集 着 一 大 群 人 ,无论 男女 老少 都 在 这 里 进行 买卖 , :为 了 生计 大 声 
吃喝 。 那 里 售卖 的 东西 更 是 琳琅 满目 。 大 到 驴 、 马 等 牲畜 ， 小 到 种 子 、 粉 来 。 这 里 真 不 
愧 是 中 亚 的 心脏 。 我 猜 这 个 集 市 从 二 至 今 一 直 都 是 这 样 热 闹 吧 。 

中 亚 古城 中 的 回教 寺庙 的 顶部 就 像 约定 好 了 似 的 都 是 蓝 色 的 。 和 天 空 的 蓝 色 海洋 的 
蓝 色 都 不 一 样 ， 那 是 一 种 能 勾魂 摄 魄 的 深蓝 色 。 如 果 沙 并 中 的 旅行 者 或 是 在 沙漠 中 居住 
的 人 哪 天 没有 看 到 这 个 蓝 色 的 话 就 会 活 不 下 去 吧 。 慌 怕 是 为 了 让 沙漠 中 的 人 能 好 好 活着 
而 特意 采用 的 吧 。 沙 漠 中 的 旅行 者 从 远 处 看 到 这 个 被 蓝 色 陶 板 包 训 着 的 塔 顶 ， 然 后 就 被 
它 所 吸引 从 村 落 的 城 门 走 进来 。 

锡 尔 河和 阿 姆 河 是 中 亚 地 区 最 有 名 的 河流 ， 自 古 以 来 一 直 被 视 为 沙漠 河流 的 代表 。 
在 锡 尔 河 的 上 游 也 就 是 费 尔 于 纳 盆 地 附近 ， 河 水 的 水 量 非 常 丰 富 。 费 尔 于 纳 贫 地 上 棉花 
田 从 附近 几 条 运河 取水 ， 而 这 几 条 浇 盖 田地 的 运河 又 都 是 从 锡 尔 河 引 水 的 ， 所 以 锡 尔 河 
的 水 量 可 想 而 知 。 不 过 ， 在 克 齐 尔 库 姆 沙漠 的 角落 处 我 亲眼 看 到 了 锡 尔 河 的 下 游 ， 不 可 
思议 的 是 ， 那 里 的 水 量 非常 的 少 。 河 水 在 向 下 游 流 动 的 过 程 中 一 点 一 点 地 被 沙漠 吸 走 ， 
在 阳光 的 照射 下 营 发 ， 被 流域 内 的 树木 吸收 ， 所 以 水 量 越 来 越 少 ， 整 个 河道 也 变 窗 了 。 
阿 姆 河 的 下 游 也 是 同样 的 状况 。 一 般 情况 下 河流 是 越 到 下 游 汇 集 的 河水 越 多 相应 的 河面 
就 越 宽 ， 而 沙漠 中 的 河流 却 刚 好 与 之 相反 ， 越 到 下 游 河道 越 窗 小 。 




















发 源 自 天 山 的 泽 拉夫 沿 河 在 该 流域 的 绿洲 地 带 流 经 绢 吉 肯 特 、 撤 蕊 尔 衬 、 布 哈 拉 等 城市 ， 
但 它 的 下 游 却 慢 慢 消 失 在 了 沙漠 之 中 。 是 真 的 消失 了 吧 。 这 是 沙漠 中 的 河流 都 无 法 逃脱 
的 命运 ,但 是 我 一 直 都 不 敢 相 信和 真 的 会 有 河流 在 沙漠 中 消失 。 为 了 避免 渗 拉 夫 尚 河 的 水 
量 在 流 经 沙漠 中 被 减少 、 甚至 消失 , 乌兹别克 斯 坦 共 和 国 现在 已 经 对 其 采取 了 保护 措施 ， 
把 泽 拉夫 尚 河 的 水 汇集 起 来 建造 了 一 个 非常 美丽 的 人 工 湖 。 


大 宛 的 汗 血 宝马 


对 于 中 国 古 代 历 朝 历代 地 天 子 来 说 ， 最 难处 理 的 问题 就 是 匈奴 政策 了 。 从 公元 前 四 
世纪 末 到 公元 三 世纪 的 500 年 间 ， 这 个 国家 一 直 与 中 国 密切 相关 。 也 正 是 因为 这 个 彪 悍 
的 北方 的 游牧 民族 ， 才 使 得 中 国 的 历史 如 此 丰富 多 彩 。 举 世 闻 名 的 万 里 长 城 是 为 了 防范 
匈奴 才 建 造 的 ， 王 昭君 的 悲剧 也 是 匈奴 怀柔 政策 的 产物 。 就 连 汉 高 祖 都 曾 被 匈奴 的 军队 
包围 ， 命 悬 一 线 。 

历代 天 子 软 硬 兼 施 ， 出 台 了 各 种 各 样 的 政策 ， 而 最 积极 地 展开 攻势 将 匈奴 暂时 从 边 
境 驱 逐 出 去 的 就 是 汉 武 党 了 。 在 与 匈奴 的 战役 中 立 下 赫赫 战功 的 卫青 、 霍 去 病 等 人 也 是 
因此 而 留 名 青史 。 也 是 在 汉 武 帝 时 期 ， 联 通 西 域 这 件 事 确 实 如 史书 所 载 ， 是 东西 交流 史 
上 的 一 件 具 有 划时代 意义 的 大 事 ， 这 也 可 以 说 是 多 亏 了 匈奴 吧 。 

一 天 ， 匈 奴 的 俘虏 说 :“ 匈 奴 的 单 于 《掌权 者 ) 攻打 月 氏 ， 杀 了 王 ， 用 他 的 头骨 做 
成 酒杯 ， 然 后 用 那个 杯子 来 喝酒 。 听 说 知道 此 事 的 月 氏族 人 发 拟 从 此 与 匈奴 不 共 戴 天 ， 
虽然 想 和 别 国联 手 对 抗 匈奴 ， 但 偏偏 找 不 到 愿 与 他 们 联手 的 人 ， 满 腔 愤 注 。” 

这 个 俘虏 说 的 话 轧 转 传 到 了 汉 武 帝 那 里 。 汉 武帝 认为 自己 就 是 那个 能 与 月 氏 联 手 的 
人 。 汉 武帝 决定 的 事 当 然 要 马上 实行 ,于 是 即刻 昭 告 天 下 要 寻找 能 出 使 月 氏 的 人 ,但 是 ， 
月 氏 这 个 国家 到 底 是 一 个 怎样 的 国家 ， 到 底 在 多 远 的 地 方 呢 ， 根 本 没有 人 知道 这 些 。 只 
是 模糊 地 知道 在 大 汉 的 西 面 有 月 氏 这 么 一 个 国家 而 已 。 玉 门 关 是 通 往 西域 的 门户 , 一 旦 
走出 这 道门 , 就 是 那 片 一 望 无 际 的 被 称 为 西域 的 未 知 地 带 了 。 这 就 是 他 们 所 了 解 的 全 部 。 
没有 人 知道 它 到 底 在 多 远 的 地 方 。 

儿 天 后 应 征 人 员 的 名 单 做 好 了 。 都 是 一 些 不 知 生死 的 项 撞 之 人 ， 什 么 身份 啊 经 历 
啊 也 都 不 一 定 是 真是 的 。 这 其 中 有 一 个 人 是 以 “ 郎 官 ” 的 身份 参加 应 征 的 。 这 个 “ 靶 官 ”， 
就 是 在 宫 中 做 事 的 官吏 。 此 人 叫做 张 赛 。 汉 武帝 得 知 此 事 立 即 下 令 召 见 他 。 

“ 腾 听 说 你 想 出 使 月 氏 ， 关 于 该 国 你 都 知道 些 什 么 ?”” 汉 武帝 问 道 。 

“ 臣 一 无 所 知 ” 他 回答 道 。 张 蹇 三 十 出 头 身 体 健 壮 ， 眼 睛 很 大 ， 看 上 去 是 个 意志 
坚强 的 人 。 

“你 预计 要 多 和 久 才能 回来 ? ” 

“ 臣 不 知 ” 

“ 那 你 可 知 你 可 能 不 能 活着 回来 了 ?” 

昕 到 汉 武 帝 这 样 说 ， 张 堵 回 答 道 。 























「 西 域 物 語 」 の 翻訳 実践 報告 


“也 许 吧 ， 臣 虽然 害怕 但 既然 是 圣 上 的 由 意 ， 总 要 有 人 来 完成 。 比 起 其 他 人 ， 丐 认 
为 自己 更 能 胜任 这 一 任务 。” 汉 武帝 对 他 的 回答 甚 是 满意 。 

于 是 张 寒带 着 一 百 多 名 随从 踏 上 了 前 往 西 域 的 未 知之 旅 。 

无 法 确切 得 知 张骞 的 年 龄 ， 也 不 知道 他 是 哪 一 年 踏 上 西域 之 旅 的 。《 史 记 》 和 《 汉 
书 》 中 都 没有 关于 此 事 的 记载 。 但 据 《 资 治 通 鉴 》 一 书记 载 的 内 容 推断 ， 他 出 发 的 那 一 
年 应 该 是 建 元 二 年 〈 公 元 前 139 年 )。 

张 赛 的 西域 之 旅 历时 13 年 。 在 汉 武 帝 快 要 将 此 事 遗 忘 的 时 候 ， 张 蹇 带 着 匈奴 女人 
和 随从 回来 了 。 那 个 匈奴 女人 是 他 的 妻子 。 张 蹇 诉说 了 他 这 十 三 年 来 的 生活 。 他 刚 出 玉 
门 关 就 被 匈奴 俘虏 了 ， 在 那里 生活 了 十 年 ， 了 妻子 生 了 孩子 。 趁 匈奴 守卫 松懈 时 带 着 
随从 逃 了 出 去 。 之 后 在 沙漠 中 轧 转 各 国 ， 终 于 找到 了 目的 地 大 月 氏 国 。 张 骞 到 达 那 里 时 
大 月 氏 的 王 已 被 匈奴 杀害 ， 太 子 继 承 了 王位 。 新 王 完 全 不 想 再 与 匈奴 作对 ， 更 没有 想 过 
要 与 大 汉 结 成 军事 同盟 。 张骞 在 大 月 氏 国 待 了 一 年 多 才 启 程 回国 ， 却 在 归 国 途中 又 不 幸 
被 匈奴 所 俘 ， 吃 尽 苦 头 。 

虽然 没 能 与 大 月 氏 国 结 成 军事 同盟 ， 但 汉 武 帝 却 被 张 赛 的 故事 深 深 吸 引 。 

“从 匈奴 国 逃 脱 去 寻找 大 月 氏 国 的 时 候 ， 途 中 经 过 了 一 个 叫 大 宛 的 国家 。 这 个 国家 
在 我 国 的 西方 、 匈 奴 国 的 西南 方 ， 与 我 国 相隔 一 万 多 里 。” 那 个 国家 的 人 以 农耕 为 生 ， 
种 植 水 稻 、 小 麦 ， 还 有 水 果 。 那 里 的 葡萄 酒 堪 称 一 绝 。 对 了 ， 还 有 一 件 事 我 一 定 要 上 痊 
圣 上 ， 那 里 的 马 叫 做 汗 血 宝马 。 是 一 种 流 着 血色 汗水 的 神奇 的 马 。 这 绝对 是 全 天 下 最 好 
的 马 。 马 种 优良 、 毛 色 亮 泽 ， 聪 明 伶 俐 、 通 晓 人 性 且 能 日 行 千里 。 此 国人 口 数 十 万 ， 大 
大 小 小 的 城池 有 70 余 座 ， 所 有 的 士兵 都 精通 骑 射 。 有 如 此 优良 的 马匹 他 们 的 士兵 善于 
骑 射 也 自然 不 是 什么 奇怪 的 事 了 。 

“大 宛 的 北边 是 康 居 ， 西 边 是 大 月 氏 ， 西 南 是 大 夏 ， 东 北 是 乌 孙 ， 东 边 是 反 弥 、 于 
阅 。” 

张骞 接连 不 断 地 说 出 好 多 国家 的 名 字 ， 这 些 国 家 汉 武 帝 从 来 都 没有 听 说 过 。 张骞 上 
奏 皇 上 因为 此 行 的 目的 是 寻找 大 月 氏 国 ， 所 以 大 宛 、 康 居 、 大 月 氏 以 外 等 国 的 情况 他 也 
只 是 道听途说 罢了 。 

张 赛 讲 述 的 那些 新 奇 的 事物 让 汉 武 帝 心花怒放 。 这 些 未 知 的 国家 就 这 样 突 然 地 进入 
到 汉 武帝 的 视野 之 中 ， 他 很 想得到 那里 的 珍宝 ， 尤 其 是 大 宽 的 名 马 。 张 赛 所 说 的 流 着 血 
色 汗 水 的 马 ， 他 闻所未闻 ， 见 所 未 见 。 如 果 这 真 的 是 天 下 间 最 好 的 马 ， 那 我 一 定 要 弄 到 
手 。 虽 然 和 大 月 氏 结 成 军事 同盟 合力 围 梨 匈 奴 的 愿望 破灭 了 ， 但 是 汉 武 帝 萌 生出 了 新 的 
年 头 ,就 是 希望 可 以 让 士兵 们 骑 着 大 宛 国 的 名 马 去 攻打 匈奴 。 他 认为 如 果 有 了 这 些 马 就 
能 够 轻松 的 击败 匈奴 了 。 

















” 《史记 》 大 宛 列 传 载 ， 其 俗 土著 ， 耕 田 ， 田 稳 玫 。 有 薄 陶 酒 。 多 善 马 ， 马 汗 血 ， 其 先天 马子 也 。 其 属 居 大 小 
七 十 余 城 ， 众 可 数 十 有 万。 其 兵 马 予 骑 射 。 
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张 咕 上 奏 的 大 宛 国 现今 位 于 乌兹别克 斯 坦 共和 国 的 费 尔 干 纳 仇 地 , 康 居 国 相当 于 现 
在 的 吉尔 吉 斯 斯 坦 共和 国 。 而 张 蹇 奉 汉 武帝 之 命 出 使 的 大 月 氏 国 位 于 布 拉 哈 的 东部 。 

张 蹇 的 这 次 出 使 ， 让 他 成 为 东洋 史上 第 一 个 带 回 西域 消息 的 人 ， 更 让 他 成 为 了 在 久 
名 青史 的 幸运 儿 。 张 守 出 了 玉 门 关 ， 穿 过 横 瑟 在 塔克拉玛干 沙 江上 的 东突 厥 斯 坦 ， 紧 接 
着 翻越 了 天 山 和 被 称 为 亚洲 屋 硝 的 帕 米 尔 高 原 ， 到 达 了 西 突厥 斯 坦 。 在 穿越 塔克拉玛干 
沙漠 的 时 候 ， 张 蹇 选择 的 路 线 是 从 天 山 山脉 的 南 看 也 就 是 所 谓 的 天 山南 路 。 自 古 以 来 ， 
从 中 国 到 东突 厥 斯 坦 共有 三 条 路 线 。 沿 着 天 山北 笨 前 行 的 路 叫 天 山北 路 ， 沿 着 天 山南 划 
前 行 的 路 叫 天 山南 路 。 除 此 之 外 还 有 一 条 途径 塔克拉玛干 沙漠 南部 各 国 的 路 ， 这 条 路 被 
称 为 西域 南路 。 所 以 以 此 类 推 ， 张 骞 所 选择 的 天 山南 路 就 相当 于 西域 北 路 。 从 中 国 这 边 
的 东突 原 斯 坦 到 苏联 那 边 的 西 突厥 斯 坦 ， 张 赛 完成 的 是 一 场 横 跨 中 亚 的 大 旅行 。 可 以 说 
张 寒 是 一 位 冒险 家 ， 也 可 以 说 他 是 一 位 探险 家 。 

前 面 提 到 的 三 条 路 线 都 是 翻越 天 山 或 者 由 米尔 高 原 到 达 西 突 厅 斯 坦 的 路 线 , 今天 在 
地 图 上 ， 只 有 两 条 可 走 的 路 线 。 一 条 是 走 乌兹别克 斯 坦 共和 国 的 费 尔 干 纳 盆 地 ， 另 一 条 
是 走 吉尔 吉 斯 斯 坦 共和 国 的 楚 河 盆 地。 这 两 条 都 是 丝绸 之 路 的 主要 干道 ， 对 东西 方 文化 
交流 起 到 了 重要 的 作用 。 张 骞 当时 是 往 大 宛 国 的 所 在 地 费 尔 于 纳 盆地 的 方向 行进 的 。 

人 类 的 往来 就 像 水 流 一 样 , 从 中 国 流向 东突 厥 斯 坦 , 从 东突 厥 斯 坦 流向 西 突厥 斯 坦 ， 
是 一 直 都 不 会 中 断 的 ,我 相信 在 张骞 到 达 西 域 之 前 这 种 往来 也 一 直 没有 中 断 过 。 无 论 是 
横 下 东西 的 塔克拉玛干 沙漠 ， 还 是 天 山 和 帕 米 尔 高 原 上 谷 立 的 常年 积 雪 的 险峻 的 山峰 ， 
都 无 法 阻挡 人 们 的 脚步 ， 人 们 会 抱 着 某 种 目的 继续 往来 。 并 且 是 以 接力 的 方式 ， 把 西 突 
厥 斯 坦 的 物资 运送 往 东 突厥 斯 坦 ,然后 估计 又 会 运往 中 国 。 或 是 反 过 来 把 中 国 的 物产 送 
去 西方 。 这 种 方式 就 这 样 被 世 世 代 代 地 传承 下 来 。 

在 东西 方 的 交流 的 道路 上 ， 人 类 意志 的 轨迹 仿佛 一 根 细 线 ， 把 天 山 和 帕 米 尔 高 原 山 
间 串 联 在 了 一 起 , 有 的 地 方 是 很 清晰 的 , 有 的 地 方 则 是 断断续续 的 , 似 有 似 无 地 延续 着 。 
如 果 从 飞机 上 俯 欧 天 山 和 帕 米 尔 高 原 ， 就 一 定 能 感受 得 到 那 种 拒 人 于 千里 之 外 的 神灵 的 
强大 意志 。 只 有 这 个 地 方 能 够 让 人 感受 到 一 种 禁止 任何 人 类 踏足 的 神灵 的 意志 。 但 是 ， 
自 太古 时 期 以 来 人 类 就 一 路 披 荆 斩 埋 外 入 神秘 英 测 的 深山 之 中 ,并 在 那里 留 下 自己 的 足 
迹 。 

我 们 的 张 寒 穿 过 那样 的 一 条 路 ， 作 为 第 一 个 公职 人 员 翻 越 了 险峻 的 天 山 ， 到 达 了 天 
山 对 面 的 那 片 开阔 的 平原 。 之 所 以 说 那里 是 开阔 的 平原 是 因为 那里 没有 像 天 山 和 帕 米 尔 
高 原 那样 高 的 世界 屋 将 了 ， 那 里 是 一 片 延 伸 到 威海 、 黑 海 的 无 止境 的 沙漠 地 带 ，。 

虽然 有 些 对 不 起 张 考 , 但 是 我 确实 坐 着 车 在 费 尔 干 纳 盆地 南部 的 安 集 延 州 上 忽 了 个 
风 。 平 坦 的 马路 贯穿 了 整个 大 平原 。 简 而 言 之， 费 尔 干 纳 盆地 是 一 个 万 2400 平方 公 
里 的 大 平原 , 东西 长 320 公里 , 南北 跨越 174 公里 , 相当 于 欧洲 几 个 国家 的 大 小 。 东 面 、 
北面 、 南 面 山 脉 环 绕 ， 只 有 西 面 的 若 费 一 处 可 以 出 入 。 从 古 至 今 这 个 盆地 普 多 次 遭受 其 
他 民族 的 侵犯 ， 亚 历 山大 大 帝 、 阿 拉 伯 、 蒙 古都 曾 从 西 面 的 入 口 侵入 过 。 锡 尔 河 发 源 自 
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北面 的 恰 特 卡尔 山脉 和 东 面 的 天 出 山脉 , 流 经 盆地 的 北部 。 另 外 , 人 们 还 从 锡 尔 河 引流 ， 
建造 了 几 条 人 造 运河 。 具 体 来 说 呢 ， 北 面 有 一 条 ， 南 面 有 两 条 ， 另 外 正中 央 还 有 一 条 运 
河 正 在 修建 中 。 其 中 ， 南 面 的 那 条 叫做 费 尔 干 纳 运 河 ， 长 350 千 米 ， 宽 28 干 米 。 正 是 
靠 着 这 些 大 运河 ， 这 个 盆地 才能 这 么 顺利 地 发 展 农业 。 

费 尔 干 纳 盆地 隶属 乌兹别克 斯 坦 共 和 国 ， 居住 者 大 部 分 都 是 乌兹别克 斯 坦 人 ， 男 外 
还 有 五 十 多 个 其 他 民族 的 人 。 现 在 费 尔 干 纳 、 安 集 延 、 纳 曼 干 、 浩 罕 这 四 个 城市 分 别 散 
落 在 间隔 90 公里 的 地 方 。 其 中 ， 安 集 延 、 浩 军 和 和 苦 蔓 、 库 瓦 、 乌 效 根 这 些 城市 都 是 从 
公元 前 就 一 直 存 在 着 的 历史 古城 。 

我 无 法 想象 在 张骞 到 达 这 里 的 时 候 这 个 盆地 是 什么 样子 的 , 但 是 毫 无 疑问 翻越 天 山 
而 来 的 张 蹇 只 到 达 了 这 个 盆地 的 东部 ， 也 就 是 现在 的 安 集 延 州 。 并 且 八 怕 是 向 着 把 盆地 
的 西南 部 串联 起 来 的 现在 的 安 集 延 、 乌 兹 根 、 浩 罕 几 个 城市 的 西 面 走 了 。 张 蹇 并 没有 从 
茜 苗 方向 的 出 口 出 去 ， 而 是 再 一 次 翻越 了 北部 的 山脉 进入 了 康 居 (吉尔 吉 斯 斯 坦 )。 从 
康 居 可 以 清楚 地 看 到 天 山 前 山 。 就 像 刚刚 说 的 那样 ， 翻 越 天 山 也 可 以 到 达 这 里 ， 可 是 张 
蹇 并 没有 选择 这 条 路 线 。 并 且 他 从 这 里 出 发 进入 沙漠 ， 向 着 大 月 氏 国 进发 。 大 月 氏 国 现 
今 位 于 的 布 哈 拉 的 东 面 。 如 果 在 地 图 上 把 张骞 所 走 过 的 路 连 成 一 条 线 ， 从 天 山 的 山 履 、 
到 锡 尔 河 的 河 边 、 再 到 沙漠 的 中 央 ， 在 这 样 广阔 的 降雨 量 里 张骞 的 身影 是 多 么 渺小 。 

汉 武 帝 本 想 在 得 到 大 宛 国 的 汗 血 宝马 之 后 再 党 党 正 正 地 与 匈奴 展开 决斗 , 但 岂 料 在 
此 期 间 匈 奴 屡 屡 入 侵 ， 战 争 已 经 刻不容缓 。 汉 武帝 暂且 搁置 了 夺取 汗 血 宝马 一 事 ， 下 令 
让 大 将 军 卫 青 讨伐 匈奴 。 那 一 年 是 元 朔 六 年 (公元 前 123 年 )。 汉 武帝 在 此 次 战役 中 任 
命 历经 了 十 年 俘虏 生活 , 对 匈奴 的 情况 了 如 指 掌 的 张骞 担任 校 尉 一 职 , 随 大 军 一 起 出 征 。 
果然 ， 张 蹇 对 当地 的 地 理 环 境 十 分 了 解 ， 对 军队 的 帮助 非常 大 。 这 次 战役 的 胜利 让 张 赛 
受 封 成 为 博 望 侯 。 

第 二 年 ， 也 就 是 元 朔 七 年 ， 张 骞 再 次 受命 随军 出 征讨 伐 匈奴 ， 但 这 次 却 因为 没 能 按 
计划 与 男 一 支 军队 汇合 而 令 汉 军 惨败 。 张 骞 本 也 不 是 武人 出 身 责怪 他 也 无 济 于 事 , 但 是 
因为 军队 的 一 部 分 主力 因此 被 敌 方 包围 节 节 败退 伤亡 惨重 , 所 以 汉 武 各 也 不 能 不 对 他 做 
任何 处 置 。 按 理 说 这 次 的 罪过 应 当 判 以 斩 刑 ， 但 是 考虑 到 张 寒 出 使 西域 有 功 ， 便 只 淹 去 
了 他 的 官位 。 自 此 张骞 便 成 为 了 庶民 。 

此 后 的 三 、 四 年 间 又 骑 大 将 军 霍 去 病 懂 立 战功 、 战 果 累 累 。 堆 去 病 击 败 匈 奴 几 万 大 
军 ， 并 一 路 追赶 至 祁连山 ， 因 此 河西 一 带 根本 看 不 到 匈奴 的 一 兵 一 座 。 

眼看 着 与 匈奴 之 间 的 战斗 大 获 全 胜 ， 汉 武帝 的 脑海 中 又 想起 了 遥远 的 西域 中 的 国家 。 
要 说 西域 的 事情 ， 就 一 定 要 召见 张骞 前 来 商议 。 虽然 在 实战 中 出 了 丑 ， 但 是 说 起 西域 的 
事情 ， 张 赛 简 直 是 判 若 两 人 ， 他 总 能 将 西域 的 情况 描述 地 棚 棚 如 生 。 

“对 了 ， 臣 有 一 事 还 未 向 陛下 豪 明 。 有 一 位 英雄 叫 昆 芮 ， 他 的 父亲 被 匈奴 所 杀 ， 而 
他 一 直 在 匈奴 的 阵地 中 生活 。 昌 说 他 是 被 匈奴 抚养 长 大 的 , 但 是 长 大 后 却 脱离 了 匈奴 建 
立 了 马 孙 国 。 臣 以 为 若 能 与 他 交涉 成 功 定 能 让 陛下 如 虎 添 属 。 总 之 ， 只 要 事 关 匈奴 ， 此 
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人 都 会 尽量 控制 自己 不 要 插手 ， 绝 对 是 一 个 德 才 兼 备 的 人 。 如 果 我 们 大 汉 赠 予 他 财宝 ， 
让 他 归顺 我 朝 ， 与 马 孙 国 结 成 联盟 ， 必 能 重创 匈奴 。 最 重要 的 是 ， 西 域 各 国定 会 纷纷 效 
仿 乌 孙 国 臣服 于 我 大 汉 。?” 

张骞 的 这 番 话 对 于 汉 武 帝 有 着 致命 的 诱惑 力 。 于 是 汉 武 帝 说 道 。 

“好 ， 既 然 如 此 就 依 张 卿 所 言 即 刻 出 发 吧 。 腾 任命 你 为 中 郎 将 ， 帅 300 士兵 赐 600 
匹 马 随行 。” 

汉 武 帝 这 次 十 分 慷慨 。 而 早 前 从 博 望 侯 被 贬 为 庶民 的 张 蹇 也 因 作为 大 汉 出 使 西域 的 
使 者 而 成 功 翻 身 。 

张 寒带 着 300 匹 载 着 大 批 礼物 的 蕊 ， 再 次 踏 上 了 西域 之 旅 ， 而 这 次 的 目的 地 是 乌 孙 
国 。 昌 然 和 上 次 一 样 要 穿 过 一 片 训 无 人 烟 的 沙漠 ， 但 是 乌 孙 国 距离 大 汉 并 没有 大 月 氏 那 
么 遥远 。 乌 孙 民 族 一 直 盘 中 在 现在 的 新 疆 维 吾 尔 自治 区 和 苏联 领地 交界 的 地 方 。 但 是 ， 
这 次 前 往 马 孙 国 ， 却 与 张 赛 之 前 料想 的 不 太一 样 。 昆 莫不 想 与 大 汉 交 往 过 密 ， 使 其 与 匈 
奴 乙 间 产 生 嫌 阶 。 

张 蹇 并 没有 空手 而 归 。 他 带 着 马 孙 国 的 十 几 名 使 者 和 几 十 匹 名 马 一 起 回 到 了 大 汉 。 
另外 张 守 也 没有 和 埠 记 派 手下 的 人 去 大 宛 、 康 居 、 大 月 氏 、 大 夏 、 安 县 、 身 毒 、 于 阅 、 持 
弥 这 些 距 离 大 汉 较 远 的 国家 。 大 夏 在 现在 阿富汗 北 境 的 地 方 ， 安 上 县 是 现在 的 波斯 ， 身 毒 
是 现在 的 印度 ， 于 阅 和 抒 弥 则 是 在 西域 南路 沿线 上 的 国家 。 

汉 武 帝 十 分 讲究 排场 ， 眼见 乌 孙 国 十 几 名 使 者 大 举 来 朝 非常 满意 。 汉 武帝 立即 任命 
张骞 为 大 行 令 ， 位 列 九 卿 。 所 谓 大 行 就 是 负责 接待 宾客 的 官职 ， 位 属 九 婴 所 以 座位 列 于 
高 官 席 内 。 功 成 名 就 的 张骞 在 乌 孙 国 归来 的 第 二 年 就 去 世 了 。 在 张骞 死 后 ， 他 派 往 各 国 
的 手下 们 也 带 着 该 国 的 人 回 到 了 大 汉 。 张 寒 一 一 这 个 西域 之 路 的 开拓 者 也 因此 名 声 大 噪 。 
其 实 张 蹇 不 过 是 不 负 所 望 出 色 地 完成 了 汉 武 帝 所 交代 的 事情 。 


大 宛 的 汗 血 宝 号 2 


在 张 塞 死 后 ， 每 当 汉 武帝 召见 那些 民风 奇特 的 民族 的 时 候 ， 就 会 想起 张骞 说 的 那些 
关于 西域 的 话 。 

一 一 大 宛 的 汗 血 宝马 ! 

好 想得到 这 广 负 盛名 的 西域 名 马 。 这 件 事 在 汉 武 帝 的 心里 挥 之 不 去 。 张 蹇 已 死 ， 也 
找 不 到 能 与 他 商量 此 事 的 人 了 ， 所 以 要 想得到 汗 血 宝马 就 只 能 自己 想 办 法 了 。 

汉 武 帝 派 使 者 去 大 宛 求 马 ， 却 没有 谈 拢 。 不 止 谈 判 失 败 ， 大 汉 的 使 者 在 归 国 途中 遭 
到 袭击 ， 无 一 生还 。 

汉 武 帝 得 知 此 事 ， 立 刻 昭 告 天 下 要 讨伐 大 宛 。 既 然 有 了 讨伐 大 宽 的 正当 理由 ， 就 应 
该 出 兵 讨伐 大 宛 ， 这 样 一 来 汗 血 宝马 也 就 到 手 了 。 

汉 武 帝 任 命 李 广 利 为 主帅 让 他 带 兵 出 征 大 宛 。 大 宛 境 内 有 座 城池 叫 二 师 城 ， 汉 武帝 
昕 闻 此 城 盛 产 汗 血 宝 马 所 以 便 赐予 李 广 利 二 师 将 军 的 称号 。 这 样 一 来 李 广 利 的 任务 就 很 
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明确 了 ， 介 不 仅 要 讨伐 大 宛 ， 还 必须 要 把 二 师 城 的 汗 血 宝马 带 回 大 汉 。 李 广 利 是 汉 武 帝 
最 疼爱 的 亡妻 李 夫 人 的 哥哥 。 汉 武帝 提拔 自己 最 宠爱 的 妃子 的 哥哥 为 二 师 将 军 ， 想 要 让 
他 成 功 讨 伐 大 宛 载 誉 归来 。 对 于 李 广 利 来 说 这 次 的 出 征 不 知 到 底 是 福 还 是 神 。 和 妹妹 李 
夫人 一 样 李 广 利 也 是 一 个 样 貌 俊秀 的 青年 ， 爱 好 音律 ， 但 对 于 带 兵 打 战 之 事 却 没有 任何 
经 验 。 如 果 是 让 他 和 大 宛 谈 判 劝 服 他 们 让 马 的 话 也 许 还 可 以 办 到 ， 但 是 让 他 以 武力 战胜 
对 手 并 强行 把 马 带 回 大 汉 确 实 有 些 难度 。 但 既然 汉 武 帝 已 经 下 令 ， 不 管 他 有 没有 交战 的 
经 验 他 都 必须 出 兵 大 宛 。 

李 广 利 的 军队 是 在 太初 元 年 〈 公 元 前 104 年 ) 从 都 城 出 发 。 大 部 队 包括 几 万 名 自愿 
参战 的 混混 以 及 几 和 二 名 他 国 的 俘虏 和 归顺 大 汉 的 士兵 。 

大 军 行进 几 十 天 后 ， 军 队 分 成 了 几 个 小 组 ， 依 次 通过 国境 线 上 的 玉 门 关 进 入 沙漠 。 
李 广 利 作为 主帅 自然 是 骑 着 骆驼 走 在 队伍 最 前 面 , 但 其 实 他 对 几 个 月 后 的 交战 并 没有 任 
何 把 握 。 军 中 人 数 中 众多 是 唯一 的 优势 ， 但 原本 也 只 是 一 群 乌 合 之 众 ， 没 有 经 过 任何 训 
练 ， 也 算 不 上 是 一 文 统一 管理 的 正式 军队 。 

军队 从 出 关 的 第 一 天 开始 就 遭遇 各 种 困难 。 人 至今 为 止 经 过 了 外 族 聚 集 的 河西 地 带 ， 
粮草 不 足 住 宿 条 件 艰 难 。 而 出 了 玉 门 关 之 后 就 完全 属于 境外 了 ， 不管 哪 一 个 村 落 都 没有 
为 大 汉 军 队 提 供 粮 草 的 义务 ， 行 军 之 路 困难 重重 。 有 时 与 他 们 商量 让 他 们 出 售 粮草 、 有 
时 恳求 他 们 提供 粮草 ， 有 时 甚至 动用 武力 ， 经 常 这 样 在 一 个 地 方 浪费 好 几 天 的 时 间 。 其 
中 也 有 一 些 友善 的 部 落 , 但 是 由 于 士兵 们 的 强 取 豪 夺 这 种 难得 的 善意 最 后 也 都 变 成 了 政 
意 。 

史书 上 并 没有 记载 大 汉 的 这 支 西域 远征 军 是 从 塔 死 拉 玛 于 沙漠 北边 还 是 南边 的 路 
线 穿 过 沙漠 的 。 大 约 过 了 一 年 左右 逃兵 的 数量 明显 增多 了 。 有 的 时 候 甚 至 会 有 一 天 跑 掉 
几 十 个 人 的 情况 。 李 广 利 每 天 都 在 考虑 要 不 要 返回 大 汉 。 以 目前 的 情况 来 看 要 想到 达 大 
宛 还 需要 好 几 年 的 时 间 。 而 且 我 们 的 目的 不 仅仅 是 到 达 大 宛 国 ， 而 是 要 与 大 宛 交 战 。 

就 这 样 又 过 了 几 个 月 ， 二 师 将 军 李 广 利 还 没有 下 定 决心 ， 部 队 已 经 进入 了 和 天山， 不 
入 终于 到 了 一 个 叫做 郁 成 的 地 方 。 因 为 那里 属于 大 宛 的 管辖 范围 ， 所 以 大 宛 的 士兵 把 守 
在 城 门口 。 

李 广 利 派兵 围 住 了 郁 成 。 虽 然 汉 军 立 即 展 开 了 攻势 ， 但 是 从 城内 的 大 宛 的 士兵 却 让 
汉 军 无 法 形成 合围 之 势 。 所幸 城 内 的 士兵 数量 不 多 , 所 以 汉 军 并 没有 遭受 毁灭 性 的 打击 。 
但 是 已 经 没有 希望 攻 下 这 座 城池 了 。 连 郁 成 这 样 的 小 城池 都 攻 不 下 来 ， 更 何况 是 大 宛 的 
都 城 二 师 城 呢 。 任 谁 想 都 绝 无 可 能 。 更 糟糕 的 是 逃走 的 士兵 越 来 越 多 ， 粮 草 问题 也 亟待 
解决 。 再 在 这 里 待 下 去 很 可 能 会 有 人 饿 死 。 

李 广 利 询问 手 下 :“ 现 在 一 共有 多 少 人 逃走 了 ? ” 

“军队 里 八成 的 人 都 逃跑 了 。” 

“ 那 粮食 呢 ? ” 

“已 经 到 了 出 穷 水 尽 的 地 步 了 。 一 旦 士兵 们 开始 争夺 粮食 ， 就 真 的 完了 。” 
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“完了 是 什么 意思 ? ” 

“就 是 连 将 军 的 性 命 都 成 问题 了 。” 

二 师 将 军 神色 大 变 。 这 样 一 来 只 能 返回 大 汉 了 。 带 着 剩 下 的 士兵 返回 玉 门 关 总 比 全 
军 覆 没 要 强 。 于 是 汉 军 解除 了 包围 ， 趁 着 黑夜 离开 了 秀成 。 

俄罗斯 历史 学 者 们 认为 , 这 个 被 汉 军 包围 而 又 通 得 他 们 迅速 撤退 的 小 城池 邦 成 位 于 
吉尔 吉 斯 斯 坦 共 和 国 的 奥 什 州 也 就 是 现在 的 乌 兹 根 。 当 时 这 个 地 方 被 称 为 “yuu”， 中 国 
的 史书 中 记 为 “ 郁 成 ”。 乌 效 根 是 在 天 山 山内 的 一 个 村 落 ， 这 里 是 东突 厥 斯 坦 进 入 费 尔 
于 纳 盆 地 的 必 经 之 路 。 张 蹇 前 往 大 月 氏 的 时 候 应 该 也 途经 这 里 。 至 今 这 里 还 保留 着 古 时 
的 塔 和 部 分 城墙 ， 它们 是 撒 蕊 尔 罕有 名 的 历史 遗迹 。 然 而 这 个 隐藏 在 古 帕 米尔 高 原 山 中 
的 历史 遗迹 不 是 一 般 的 外 国旅 行家 可 以 进入 的 。 笔 者 我 也 没有 办 法 亲眼 看 见 这 些 遗 迹 。 

话说 回来 ， 李 广 利率 领 的 讨伐 大 宛 的 军队 花费 羊 年 多 的 时 间 才 回 到 玉 门 关 。 这 次 远 
征 最 终 耗 时 两 年 ， 而 军队 士兵 也 只 剩 下 数 干 人 。 

李 广 利 派 使 者 进 宫 向 陛下 豪 明 事情 的 原委 。 

一 一 路 途 遥 远 粮草 荐 乏 , 士兵 不 怕 打 会 却 担心 挨 饿 ; 士兵 数量 少 不 足 以 攻陷 大 宛 国 。 
希望 暂且 收兵 , 将 来 再 多 派 士 兵 再 前 去 征讨 。( 道 远 乏 食 , 是 士卒 不 患 战 而 患 饥 ， 人 少 ， 
不 足以 拔 宛 ， 愿 且 罢 兵 ， 益 发 而 复 往 。) 

据 《 史 记 》 记 载 ， 这 就 是 使 者 向 皇上 豪 明 的 内 容 。 儿 十 天 后 皇上 派出 的 急 使 到 达 玉 
门 关 ， 急 使 宣 汉 武帝 旧 意 让 玉 门 关内 的 士兵 全 部 撤 出 ， 到 关外 等 候 ， 并 下 令 让 把 守 玉 门 
关 的 士兵 们 加 强 戒备 。 

一 一 军 中 胆敢 有 随意 入 关 者 ， 斩 立 决 。 

只 要 跨 进 一 步 ， 就 会 被 斩首 。 二 师 将 军 李 广 利 也 疫 有 办 法 ， 只 得 留守 在 玉 门 关外 。 
不 知道 皇上 何 时 才 会 下 令 让 他 们 入 关 ， 但 是 在 星 上 下 虽 之 前 怕 是 不 能 进入 大 汉 境 内 了 。 

一 年 后 ， 从 都 城 出 发 的 六 万 大 军 到 达 玉 门 关 ， 也 被 编 入 李 广 利 魔 下 。 这 次 的 军队 和 
之 前 的 完全 不 同 ， 士 兵 们 个 个 身 强力 壮 。 擅 长 拉 马 的 囚犯 被 允许 加 入 军队 ， 边 境 的 骑兵 
也 被 编 入 这 个 军队 。 虽 然 号 称 六 万 大 军 ， 但 实际 人 数 远 远 不 止 六 万 。 这 里 还 不 包括 自 备 
粮草 随军 参战 的 人 和 私人 的 随从 、 兵 士 等 。 除 了 士兵 以 外 , 还 有 十 万 头 牛 、 三 万 多 匹 马 、 
还 有 数 以 万 计 的 驴 和 骆驼 。 这 一 次 粮草 充足 、 武 器 齐全 ， 一 切 的 准备 都 比 之 前 的 征讨 军 
队 更 充分 。 

为 了 以 防 万 一 ， 汉 武帝 在 酒泉 、 张 掖 等 靠近 国境 线 的 地 方 部 署 了 十 八 万 兵力 ,准备 
为 大 军 提供 补给 。 另 外 在 征讨 军 中 也 安排 了 熟知 马匹 的 “ 执 驱 校 尉 "。 不 用 说 ， 这 一 安 
排 是 为 了 将 大 宛 的 马匹 带 回 大 汉 。 

在 汉 武 帝 的 周密 计划 下 远征 大 部 队 的 编制 顺利 完成 , 他 再 次 把 最 高 指挥 权 交 给 了 李 
广 利 。 汉 武帝 想 再 给 爱 妃 的 哥哥 一 次 将 功 补 过 的 机 会 。 

二 师 将 军 李 广 利 已 经 做 好 了 万 全 的 准备 , 率领 装备 齐全 的 大 部 队 再 次 出 兵 讨 伐 大 宛 。 
据 《 史 记 》 记 载 “ 相 传 李 广 利 奉命 讨伐 大 宛 ， 一 时 间 成 为 了 全 国 热 议 的 话题 ?。 从 这 里 
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可 以 看 出 这 次 是 举 全 国之 力 支 持 远征 军 。 这 次 大 汉 军 队 分 成 了 几 个 小 队 分 别 从 南北 两 路 
向 大 宛 进 发 。 

这 次 的 远征 和 之 前 完全 不 一 样 ， 可 能 是 由 于 这 次 远征 军 的 规模 比较 强大 ， 外 族人 心 
生 敬 晨 ， 所 以 沿途 小 国 纷纷 进 献 食物 ， 为 汉 军 提供 方便 。 第 一 场 战争 是 在 仑 头 打 的 。 经 
过 几 天 的 浴血 奋战 终于 成 功 歼 天 了 敌人 。 紧 接着 大 军 向 西 进发 ,暂时 绕 过 郁 成 直接 攻打 
大 宛 的 王 都 二 师 城 。 向 二 师 城 进 攻 时 大 汉 的 先头 部 队 共有 三 万 人 。 在 到 达 这 里 的 时 候 大 
军士 兵 人 数 仅 剩 三 万 。 

汉 军 在 城 外 迎战 大 宛 从 城内 派出 的 军队 。 汉 军 以 弓箭 手 为 主力 大 破 敌 方 ， 转 有 眼 间 就 
包围 了 整 座 城池 。 汉 军 围 城 四 十 天 ， 双 方 日 复 一 日 地 进行 着 攻防 战 。 虽然 在 此 期 间 汉 军 
切断 了 该 城 的 水 源 ， 让 坚守 在 城内 的 部 队 十 分 苦恼 ,但 即便 这 样 也 没 能 轻易 地 拿 下 这 个 
城池 。 

在 战争 进行 到 第 四 十 几 天 的 时 候 汉 军 终于 攻破 了 外 城 。 在 这 次 的 攻防 战 中 ， 大 宛 王 
族 聊 勇 善 战 的 名 将 藤 麻 被 汉 军 所 俘 。 城 内 的 王族 们 互相 商量 要 杀 死 匈 王 姓 袁 ， 一 名 王族 
提 着 他 的 头 提出 要 和 平 谈判 。 一 一 我 们 可 以 把 好 马 拿 出 来 任 你 们 挑选 ， 相 应 地 你 们 要 立 
刻 停 战 ， 如 果 你 们 不 接受 我 们 的 条 件 ， 我 们 就 把 所 有 的 好 马 部 杀 光 ， 并 与 你 们 奋战 到 最 
后 等 待 康 居 援军 的 到 来 。 

于 是 李 广 利 便 和 手下 共 商 对 策 。 康 居 的 援军 确实 已 经 到 了 ， 而 且 实 力 不 容 小 舰 ， 只 
不 过 因为 汉 军 现在 气势 正 旺 ， 他 们 不 敢 贸 然 挑 鲜 。 

李 广 利 答应 了 大 宛 的 条 件 。 此 行 的 目的 终于 达成 一 一 大 宛 在 王城 内 的 大 会 场 将 计 血 
宝马 赠 予 汉 军 。 李 广 利 挑选 了 几 十 匹 好 蕊 ， 三 于 多 匹 普通 的 马 ， 并 扶持 亲 汉 的 昧 蔡 继 任 
宛 王 之 位 。 李 广 利 最 终 没有 把 汉 军 带 进 大 宛 内 城 ， 就 这 样 返 回 了 大 汉 。 

但 是 攻击 邦 成 的 1000 六 军队 遭 到 了 郁 成 军 的 猛烈 攻击 ， 伤 亡 惨 重 ， 指 挥 官 王 申 生 
也 在 这 场 战 役 中 阵亡 。 得 到 这 个 消息 李 广 利 立 刻 发 兵 郁 成 ， 邦 成 王 战 败 逃 往 康 居 却 被 康 
居 人 捉 住 交 给 了 汉 军 。 郁 成 王 还 没 被 带 到 李 广 利 面前 就 被 斩 了 。 

汉 军 出 兵 讨伐 大 宛 的 事情 震惊 了 西域 的 各 个 国家 。 在 汉 军 凯旋 归 国 的 路 上 ， 途 经 小 
国 纷纷 把 自己 的 孩子 送 进 汉 军 的 军队 ， 这 些 人 都 会 作为 人 质 被 留 在 大 汉 。 

二 师 将 军 李 广 利 顺 利 地 完成 了 这 次 的 任务 ， 和 堂堂 正 正 地 从 玉 门 关 进 入 大 汉 。 出 发 时 
的 六 万 大 军 现 在 也 只 剩 六 分 之 一 了 ， 战 蕊 也 只 剩 儿 千 匹 了 ， 不 过 汉 武 各 终于 得 到 他 垂 省 
已 久 的 名 马 ， 内 心 十 分 满足 。 于 是 汉 武 帝 封 李 广 利 为 海 西 侯 ， 并 大 方 地黄 赐 了 军队 的 将 
士 们 。 军 队 中 有 三 人 受 封 九 贸 ,一 百 多 人 受 封 诸侯 相 、 郡 守 、 二 干 石 级 官吏 等 ， 有 一 干 
多 人 受 封 一 千石 级 官吏 。 

虽然 《史记 》 中 清楚 地 记载 了 被 二 师 将 军 李 广 利 的 部 队 包围 并 带 回 马匹 的 城池 名 叫 
二 师 城 ， 但 是 有 儿 处 也 将 二 师 城 记载 为 大 宛 的 王 都 ， 从 这 一 点 看 来 二 师 城 应 该 是 大 抑 的 
都城 。 

但 麻烦 的 是 与 《史书 》 同 等 地 位 的 《 汉 书 》 中 记载 ， 大 宛 的 都 城 是 贵 山城 。 这 样 一 
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来 就 引发 了 争议 ,“ 二 师 城 和 贵 山城 到 底 指 的 是 不 是 一 个 地 方 呢 ? 或 许 只 是 因为 所 处 时 
期 不 同 所 以 有 了 二 师 城 和 贵 山城 这 样 两 个 不 同 的 名 字 。 又 或 者 这 两 个 城池 根本 就 是 两 个 
不 同 的 地 方 。” 学 者 们 有 过 各 种 各 样 的 解释 甚至 是 争论 。 在 这 里 我 们 暂且 把 这 两 个 地 方 
都 算 作 大 宛 的 都 城 吧 。 这 不 是 笔者 个 人 的 假设 ,而 是 因为 学 界 大 多 数学 者 都 是 这 样 论述 
的 。 

即便 如 此 ,还 有 一 个 大 问题 没有 解决 ， 那 就 是 大 宛 的 都 城 到 底 在 哪里 ? 在 史书 中 记 
载 的 二 师 将 军 李 广 利 带 回 汗 血 宝 马 的 二 师 城 ， 又 或 是 , 《 汉 书 》 中 所 说 的 贵 山城 到 底 在 
哪里 呢 ? 不 仅 是 学 者 们 ， 我 们 也 对 这 个 问题 鼎 有 兴趣 。 想 知道 那个 在 两 千年 前 盛产 
名 马 的 地 方 到 底 在 哪里 ， 也 想 知道 那个 举世 闻名 的 牧场 现在 变 成 了 什么 样子 。 

这 个 问题 在 全 世界 引发 了 讨论 ， 学 者 们 都 各 执 己见 。 我 国 的 学 者 桑 原 路 藏 、 白 鸟 库 
吉 、 滕 田 丰 八 等 学 者 也 曾 就 此 展开 过 一 场 激 烈 的 辩论 。 

他 们 在 大 正四 年 到 大 正七 年 相继 发 表 论文 表达 自己 的 观点 。 桑 原 博士 发 表 了 两 篇 论 
文 《 关 于 大 宛 国 的 贵 山城 、《 再 论 大 宛 国 的 贵 山 城 》 滕 田 发 表 了 《 读 贵 山城 与 监 氏 城 
考 》 白 乌 博士 发 表 了 《大 宛 国 考 》 滕 田 丰 八 发 表 了 《大 宛 的 贵 山城 与 月 氏 的 王 庭 》。 
此 外 白 鸟 博士 还 于 明知 三 十 九 年 发 表 了 题 为 《大 究 国 的 汗 血 宝 马 》 的 论文 。 这 些 论文 的 
内 容 都 是 论述 大 宛 国 都 城 的 所 在 位 置 。 从 二 师 和 贵 出 的 发 音 、 再 到 《史记 》《 汉 书 》 中 
记载 的 内 容 从 该 地 的 地 形 、 河 流 大 小 ， 所 处 位 置 ， 再 推算 其 与 其 他 国家 的 距离 ， 根 据 这 
些 推测 大 宛 王 城 的 具体 位 置 。 这 些 论 文 就 好 像 推理 小 说 异样 ， 即 使 不 是 专业 的 学 者 也 能 
一 定 感受 到 它 的 趣味 性 。 

浩 军 《和 那 珂 通 世 )、 乌 拉 秋 别 〈 李 希 霍 芬 )、 苦 蔓 〈 戈 尔 德 施 密 特 、 三 宅 米吉 、 桑 原 
监 藏 )、 卡 又 (拉克 伯 里 、 赫 尔 曼 、 白 乌 库 吉 ) 这 些 都 是 学 者 们 考究 的 历史 上 成 为 过 大 
宛 都 城 的 地 方 。 和 白马 博士 最 开始 是 乌拉 秋 别 阵营 的 ， 后 来 加 入 卡 桑 派 。 除 此 之 外 也 有 学 
者 提出 大 宛 以 前 都 城 可 能 在 马尔 吉 兰 。 如 果 通 一 张 费 尔 干 纳 盆地 的 地 图 ， 将 这 些 城市 都 
标注 在 地 图 上 ， 就 会 发 现 这 些 选项 分 布 在 盆地 的 各 个 地 方 。 二 师 将 军 李 广 利 给 后 世 留 下 
了 一 个 十 分 棘手 的 问题 。 

那么 苏联 学 者 对 这 个 问题 又 是 怎么 看 的 呢 ? 前 些 年 去 世 的 著名 考古 学 家 伯 恩 斯 坦 
姆 于 1946 年 在 距 奥 什 市 〈《 费 尔 干 纳 贫 地 南 侧 ) 西北 方 250 公里 处 一 个 叫 阿拉 万 的 小 村 
庄 附近 发 现 了 画 者 马匹 的 壁画 ， 他 根据 这 个 有 利 的 线索 提出 了 新 的 猜想 。 

沿 着 街道 从 奥 什 市 走 到 费 尔 干 纳 市 ， 治 途 能 看 到 有 一 条 河 名 叫 阿 拉 万 河 。 那 个 马 就 
画 在 河流 右岸 的 墙壁 上 。 一 共有 两 处 。 较 高 的 那 幅 画 画 在 在 距离 地 面 大 约 15 一 16 米 高 
的 地 方 ， 作 画 的 人 使 用 金属 制 工具 画 了 几 只 野生 山羊 和 一 公 一 母 两 匹 马 。 

伯 因 斯坦 姆 在 《中 央 天 山 以 及 帕 米 尔 阿拉 的 历史 考古 学 概 说 》(1952 年 苏联 科学 协 
会 刊 ) 一 书 中 指出 “石壁 上 的 马 从 外 观 来 看 与 蒙古 和 西亚 等 地 区 的 马 不 太 一 样 ， 认 为 石 
壁 上 所 画 之 马 就 是 中 国人 所 说 的 汗 血 宝马 。 那 这 里 应 该 就 是 马匹 能 顺利 繁殖 的 神圣 之 
地 。” 土 马 巧 克 和 巴尔 托 里 德 认为 二 师 城 就 在 库 孔 和 奥 什 之 间 的 奥 什 河 河 边 ， 就 位 于 现 
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今 的 马尔 哈 马 特 废墟 附近 。 

但 恩 斯 坦 姆 汇报 了 马尔 险 马 特 遗 迹 的 挖掘 结果 ， 马 尔 哈 马 特 城 四 周 有 坚 固 的 城墙 ， 
还 有 很 多 防御 塔 ， 西 人 出 有 18 座 ， 东 侧 有 16 座 , 北部 和 南 部 分 別 有 12 座 和 6 座 。 在 城 
内 还 发 现 了 16 个 Tepe。 从 挖掘 出 的 遗迹 来 看 ， 是 属于 公元 213 年 的 ， 另 外 也 确认 马尔 
蛤 特 城 分 为 内 城 和 外 城 。 伯 轧 斯坦 姆 认为 古 费 尔 干 纳 的 都 城 二 师 城 不 仅 仪 是 全 国 的 政治 
中 心 ， 也 是 “名 马 ”的 培育 中 心 。 而 那些 画 就 是 为 了 祈祷 马 匹 能 顺利 繁殖 而 画 的 。 另 外 
关于 二 师 城 和 贵 山城 的 关系 ， 他 认为 在 编写 《史记 》 的 年 代 时 大 多 的 都 城 是 二 师 城 〈 马 
尔 哈 马 特 )， 而 到 了 撰写 《 汉 节 》 的 年 代 时 都 城 由 二 师 城 迁移 到 了 贵 山城 〈 卡 桑 )。 

伯 恩 斯 坦 姆 提出 的 的 蕊 尔 蛤 马 特 说 到 底 有 没有 说 服 力 昵 ， 曾 经 显赫 一 时 的 大 宛 国 的 
都 城 之 争 是 否 可 以 就 此 画 上 句号 呢 ， 我 身 为 一 个 门外汉 当然 没有 资格 去 评判 他 。 但 有 一 
点 我 明白 ， 无 论 二 师 城 和 贵 山城 的 位 置 到 底 在 哪 ， 正 是 因为 有 了 大 宛 国 的 都 城 之 争 才 有 
了 这 么 多 有 价值 的 研究 。 

我 是 五 月 下 旬 进 入 费 尔 于 纳 盆地 的 。 五 月 份 的 费 尔 干 纳 盆地 有 点 像 日 本 的 早春 时 期 ， 
多 多 少 少 还 有 一 点 冷 。 我 去 了 学 者 们 所 说 的 古 时 二 师 城 或 者 贵 山 城 的 所 在 地 一 一 库 岂 、 
浩 罕 、 马 尔 吉 兰 等 城市 。 库 瓦 是 当地 有 名 的 石榴 产地 ， 那 是 个 静 诬 的 村 落 ， 到 处 都 是 白 
色 的 土屋 。 昌 然 他 们 大 量 对 外 出 口 石榴 ,但 是 那里 的 石榴 树 却 并 没有 那么 多 。 村 落 的 中 
部 非常 热闹， 街道 两 旁 的 漏 天 茶馆 里 聚集 着 很 多 老人 。 刚 走出 村 落 就 看 到 了 烽火 台 的 遗 
迹 。 那 是 一 个 几乎 已 经 塌陷 了 的 土 卖 ， 如 果 没有 人 介绍 的 话 谁 都 不 会 想到 那个 是 烽火 台 
的 遗迹 吧 。 那 个 烽火 台 底 部 有 一 个 底座 ， 底 座 前 站 着 一 大 堆 孩 子 。 我 看 不 出 他 们 到 底 是 
乌兹别克 斯 坦 、 吉 尔 吉 斯 斯 坦 还 是 塔吉克 斯 坦 族 的 孩子 ,这 附近 是 一 片 一 望 无 际 的 平原 ， 
在 平原 的 各 处 都 可 以 看 到 成 排 的 桑树 、 白 杨 和 梧桐 树 。 

库 瓦 只 是 一 个 小 小 的 土屋 村 落 ， 而 马尔 吉 兰 则 是 一 个 很 大 的 城市 。 街 道 两 劳 种 着 两 
排行 道 树 ， 大 街 上 能 看 到 各 式 的 近代 建筑 。 但 好 像 只 有 城市 的 中 心 是 这 样 的 ， 其 他 地 方 
都 十 分 安静 ， 而 且 大 部 分 都 是 土屋 。 关 于 这 里 的 集 市 我 已 经 在 序章 里 面 提 到 过 了 ， 完 全 
是 一 派 繁荣 的 景象 ， 怪 不 得 说 这 里 是 中 亚 的 心脏 。 这 里 非常 喧嚣 、 混 乱 ， 我 甚至 以 为 所 
有 的 少数 民族 都 聚集 在 了 这 个 平原 上 。 浩 罕 要 比 其 他 城市 更 大 一 些 。 据 说 在 浩 罕 王 国 的 
繁盛 的 时 期 这 里 曾 被 作为 都 城 ， 街 道中 心 还 有 一 个 非常 气派 的 博物 馆 。 

库 瓦 、 马 尔 吉 兰 、 浩 罕 都 是 费 尔 于 纳 贫 地 上 的 历史 古城 ， 它 们 的 历史 可 以 退 溯 到 公 
元 前 。 当 然 这 些 历 史 古 迹 已 经 不 存在 了 。 八 世纪 时 阿拉 伯 曾 经 入 侵 过 这 里 ， 而 十 三 世纪 
时 蒙古 也 曾 入 侵 这 里 , 这 两 次 入 侵 让 这 里 的 街道 变 得 面目 全 非 , 曾经 的 住民 也 不 知 去 向 。 
更 何况 张 蹇 和 二 师 将 军 李 广 利 是 在 更 久远 的 时 代 来 到 这 里 的 。 如 果 说 什么 记录 着 历史 的 
东西 ， 估 计 也 都 已 经 深 埋 于 黄土 之 下 了 。 毕 竟 这 里 经 历 了 好 几 次 民族 交替 ， 大 宛 国 的 汗 
血 宝 马 也 在 这 片 平原 上 消失 的 无 影 无 踪 ， 只 留 下 了 石壁 上 几 匹 不 会 动 的 马 。 然 而 我 觉得 
这 些 都 是 再 正常 不 过 的 事 。 

站 在 费 尔 干 纳 的 平原 上 可 以 上 姚 望 到 远 处 白雪 和 扔 鼎 的 山脉 , 若 要 问 我 当时 的 感受 的 话 ， 
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其 实 我 是 想到 了 一 些 人 。 我 想起 了 古代 在 这 里 战斗 并 带 回 了 大 批 宝马 的 二 师 将 军 李 广 利 。 
作为 已 故 宠 妃 的 哥哥 ， 李 广 利 不 负 所 望 成 功 讨 伐 大 宛 国 ， 之 后 义 再 次 作为 主帅 出 战 讨伐 
匈奴 。 李 广 利 本 来 也 应 该 和 卫青 、 霍 去 病 等 人 一 同 成 为 赫赫 有 名 的 大 将 军 , 留 名 青史 的 ， 

但 他 却 没 能 逃 过 命运 的 捉弄 。 征 和 二 年 (公元 前 91 年 ) 在 他 第 二 次 出 征 的 时 候 ， 在 战 
场 上 得 知 自己 因 “ 大 疑 狱 事件 ”被 问罪 ,为 了 能 够 挽回 名 声 他 率 部 队 深入 敌 军 ， 但 这 次 
并 没有 上 次 讨伐 大 宛 那 么 顺利 。 李 广 利 被 匈奴 活捉 ， 随 后 被 斩首 。 这 一 年 距离 他 出 征 大 
死 已 经 有 十 多 年 了 。 





天山 上 的 湖 


张 蹇 泰 汉 武 帝 之 命 出 使 西域 ， 不 负 所 望 出 色 地 完成 了 任务 ， 因 功 被 封 为 清 望 侯 、 继 
而 被 任命 为 大 行 ， 位 列 九 婴 。 虽 然 张 骞 已 经 死 而 无 憾 了 ， 但 铺张 睹 靡 的 汉 武 帝 却 在 张骞 
死 后 越发 得 对 他 的 封赏 并 不 够 。 正 是 源 于 张 蹇 对 西域 的 情况 的 回报 才 让 他 知道 并 得 到 了 
大 宛 的 汗 血 宝马 。 而 与 乌 孙 国 结 成 同盟 一 事 也 是 因为 张 守 的 谏 言 ， 而 后 张 赛 又 作为 大 汉 
的 使 者 出 使 乌 孙 。 与 乌 孙 国 结 成 友好 关系 不 只 关乎 乌 孙 一 国 ， 对 西域 各 国 也 有 着 极 大 的 
影响 。 这 确实 是 在 汉 武 帝 统 治 时 期 的 一 件 举足轻重 的 大 事 。 西 域 各 国 纷纷 与 大 汉 交 好 并 
进 献 了 很 多 奇 珍 异 宝 。 不 知 这 样 ， 各 国 还 向 汉 武 帝 进 献 了 珍贵 的 能 乌 蛋 、 奇 术 师 和 幻术 
师 。 胡 人 们 各 自 组 建 商 队 ， 从 遥远 的 西 突厥 斯 坦 翻越 天 山 和 帕 米 尔 高 原 ， 穿 越 沙 漠 进 入 
玉 门 关 。 后 世 所 说 的 丝绸 之 路 就 是 从 这 个 时 期 开始 出 现 的 。 这 些 无 疑 都 是 张骞 的 功劳 。 

汉 武 帝 经 常 对 身边 的 人 说 :“ 如 果 张 蹇 还 在 的 话 应 该 给 他 更 大 的 封赏 ， 凡 事 都 要 以 
他 为 榜样 。” 虽 然 汉 武 各 想 给 他 更 大 的 封赏 ,但 张 寒 已 经 出 任 大 行 位 列 九 婴 了 ， 也 很 难 
再 给 予 他 什么 更 大 的 封赏 了 。 汉 武 芝 素来 喜欢 颁布 诏书 ， 可 能 会 赐予 张骞 一 部 写 满 华丽 
词汇 的 诏书 吧 。 

但 是 有 一 个 人 却 因为 张 赛 一 生 都 活 在 悲痛 之 中 。 那 就 是 江都 王 刘 健 之 女 一 一 刘 细 君 。 
乌 孙 王 昆 莫 向 大 汉 进 献 一 千 匹 马 ， 求 取 公 主 ， 而 刘 细 君 就 是 那个 牺牲 品 。 其 实 汉 武帝 早 
就 想 过 通过 下 嫁 公 主 来 加 深 两 国 的 友好 关系 , 恰好 这 次 乌 孙 国 又 向 大 汉 进 献 了 一 干 匹 马 。 
当时 汉 武 帝 还 没有 得 到 大 宛 的 汗 血 宝马 所 以 心里 也 很 希望 能 得 到 乌 孙 的 马 。 顺便 提 一 句 ， 
汉 武 帝 为 了 区 分 这 两 种 马匹 ， 把 马 孙 国 进 献 的 马 取 名 为 “ 西 极 ”， 而 大 宛 的 马 则 被 称 为 
“天 马 ”。 不 愧 是 公主 的 婚礼 ， 衣 着 华美 艳丽 。 出 了 都 城 后 迎亲 队伍 就 一 直 在 河西 走廊 
一 带 罕 行 。 而 过 了 玉 门 关 蹄 入 异域 之 后 公主 的 迎亲 队伍 和 普通 的 商 队 就 没有 什么 区 别 了 。 
只 是 多 了 一 些 护送 新 娘 轿子 的 骑马 队 和 骆驼 队 而 已 。 

公主 此 行 所 到 之 处 都 有 人 前 来 迎接 。 去 往 乌 孙 国 的 沙漠 上 有 三 十 多 个 国家 ， 这 些 国 
家 现在 都 已 经 完全 臣服 于 大 汉 所 以 不 用 担心 会 遭受 袭击 。 而且 匈奴 也 已 经 逃 到 遥远 的 北 
方 ， 所 以 也 没有 什么 威胁 。 只 不 过 公主 要 嫁 去 的 地 方 在 大 汉 国 力 所 能 震 敢 的 地 区 的 最 西 
端 。 这 一 路 确实 没有 什么 可 担心 的 ,但 是 嫁 过 去 之 后 的 生活 是 否 安 稳 就 不 得 而 知 了 。 也 
不 知道 乌 孙 国会 不 会 与 邻 国 兵 戎 相 见 。 也 正 因为 这 样 乌 孙 才 会 向 大 汉 求 亲 。 
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乌 孙 国 横 跨 吉尔 吉 斯 斯 坦 共和 国 东 北部 以 及 古代 中 国 新 疆 的 西北 部 。 活动 范围 在 天 
山 山脉 北 侧 的 伊犁 河 湖 、 伊 塞 克 湖 、 塔 拉 斯 河流 域 一 带 ， 是 以 放牧 为 生 的 游牧 民族 。 

一 一 乌 孙 国 在 距 大 宛 东 北方 2000 公里 的 地 方 。 乌 孙 国 的 人 民 并 不 是 一 直 定 居 在 
个 地 方 ， 他 们 和 匈奴 一 样 会 随 着 畜牧 迁移 。 乌 孙 国 有 数 万 名 己 箭 手 ， 乌 孙 国 曾 受制 于 多 
奴 的 ， 后 来 随 着 国力 日 益 强 大 逐渐 摆脱 了 匈奴 的 控制 。 

这 就 是 《史记 一 大 宛 传 》 中 所 记载 的 ， 张 骞 第 一 次 向 汉 武 帝 介 绍 乌 孙 这 个 国家 时 所 
说 的 话 。 虽 然 张 赛 已 经 离开 人 世 了 ， 但 从 张 蹇 介绍 乌 孙 到 公主 远 嫁 ， 这 中 间 并 没有 相隔 
太 久 。 自 那 以 后 乌 孙 国 的 疆域 没有 任何 变化 。 

不 久 大 汉 年 轻 的 公主 到 达 了 乌 孙 ， 那里 是 天 山 山 间 的 一 处 草原 。 见 到 前 来 迎接 她 的 
乌 孙 首领 昆 莫 时 她 大 吃 一 惊 。 虽然 判断 不 出 他 的 实际 年 龄 但 是 看 上 去 年 纪 很 大 。 公 主 以 
前 经 常 听 到 有 关 昆 莫 的 传言 ， 但 亲眼 见 到 后 却 发 现 和 她 想象 的 完全 不 一 样 。 
昆 莫 刚 出 生 没 多 久 他 的 父亲 就 被 匈奴 杀 死 了 ， 而 他 被 遗弃 在 田野 里 。 鸟 儿 为 他 
找 来 食物 ， 母 狼 为 他 哺乳 ， 让 他 得 以 苗 壮 成 长 。 匈 奴 的 掌权 者 知道 了 此 事 便 将 昆 莫 收养 
于 营 帐 之 中 。 因 为 他 觉得 昆 莫 并 非 人 类 的 孩子 ， 而 是 神灵 的 孩子 。 昆 莫 就 这 样 一 直 生 活 
在 匈奴 的 营 帐 中 慢 慢 地 长 成 了 一 个 健壮 的 青年 。 带 兵 打 侈 之 时 他 也 表现 出 了 超凡 的 才能 。 
于 是 匈奴 的 掌权 者 就 将 昆 莫 父亲 以 前 管辖 的 土地 和 人 民 交 给 他 ,让 他 镇 守 西 境 。 但 是 匈 
奴 的 掌权 者 一 死 ， 昆 莫 就 带 着 同族 的 人 移居 别处 ， 摆 脱 匈 奴 的 束缚 重新 建立 了 一 个 独立 
的 国家 。 匈 奴 屡 次 出 兵 讨伐 但 始终 没 能 成 功 。 匈奴 人 认为 他 绝对 不 是 一 个 普通 人 ， 一 定 
是 神 人 ， 所 以 放弃 了 讨伐 。( 匈 奴 攻 杀 其 父 ， 而 昆 莫 生 ， 弃 于 野 ， 乌 肉 缆 其 上 ， 狼 往 乳 
之 。 单 于 怪 ， 以 为 神 ， 而 收 长 之 。 及 壮 ， 使 将 兵 ， 数 有 功 。 单 于 复 以 其 父 之 民 予 昆 莫 ， 
令 长 守 于 西城 .….... 单 于 死 ， 昆 莫 乃 帅 其 众 ， 远 徙 中 立 ， 不 肯 朝 会 匈奴 。 匈 奴 遗 奇兵 击 
不 胜 ， 以 为 神 ， 而 远 之 。) 

关于 昆 莫 的 传闻 大 致 就 是 这 样 的 。 传 说 他 是 舌战 必 胜 的 武将 、 被 神灵 保佑 的 神 人 。 
而 大 汉 公 主 细 君 在 天 山 山 中 的 营 帐 里 所 见 到 的 昆 葛 与 传闻 中 的 相差 其 远 。 昌 然 他 年 事 已 
高 容 角 有 些 苍老 但 是 丝毫 没有 看 出 他 哪里 像 神 人 。 红 色 的 头发 中 混杂 着 白 发 ， 蓝 色 的 眼 
睛 也 已 经 变 得 混浊 。 举 手 投 足 都 给 人 一 种 老 态 龙 钟 的 感觉 ， 事 到 如 今 已 经 完全 看 不 出 他 
是 一 个 统帅 三 军 的 武将 了 。 屁 莫 说 道 :“ 美 丽 的 大 汉 公主 啊 ， 从 今天 起 你 就 是 我 的 右 夫 
人 了 ， 虽 然 你 已 远离 故乡 但 请 不 要 悲伤 叹息 。 我 既 已 年 近 ， 过 些 时 日 找 个 适当 的 日 子 我 
会 将 你 嫁 予 我 的 孙子 。” 

昆 莫 早 年 丧 子 ， 他 想 把 王位 传 给 他 的 孙子 崔 险 。 确 实 如 昆 黄 所 言 ， 大 汉 的 公主 与 他 
孙子 的 年 龄 更 匹配 。 细 君 既 为 昆 莫 年 到 一 事 伤心 又 因 语 言 不 通 而 倍 感 痛苦 。 

大 汉 不 断 派 使 者 来 访 。 有 一 天 乌 孙 国 年 轻 的 右 夫人 把 她 自己 写 的 一 首 诗 交 给 了 大 汉 
的 使 者 。 

我 的 国家 把 我 嫁 到 了 天 的 另 一 边 

让 我 侍奉 去 乌 孙 国 的 国王 。 
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《从 此 我 ) 以 千 帐 为 家 ， 

普 皮 为 墙 ， 

生肉 为 食 ， 

酸 乳 为 浆 ， 

无 论 是 白天 还 是 夜晚 ， 

我 都 无 比 的 痛心 难过 。 

脑海 里 不 断 浮现 起 我 的 家 乡 。 

啊 啊 ， 

我 想 化 身 为 一 只 黄 锻 ， 

啊 啊 

如 果 我 能 化 身 黄 锻 ， 

就 可 以 在 天 空 自由 戎 翔 ， 

就 可 以 回 到 我 心心 念 念 的 故乡 。 * 

《史书 》 里 记载 “ 吾 家 尹 我 今天 一 方 。” 公 主 确实 是 嫁 到 了 远 在 天 边 的 地 方 。 

不 久之 后 匈奴 得 知 大 汉 的 公主 成 为 了 昆 划 的 右 夫 人 于 是 也 送 去 了 一 名 匈奴 女子 。 昆 
英 封 匈奴 女子 为 左 夫 人 ， 同 时 也 想 借 此 机 会 将 大 汉 的 公主 嫁 予 自己 的 孙子 岭 耻 。 对 于 公 
主 来 说 年 轻 也 好 年 迈 也 好 都 没有 什么 区 别 ， 他 并 不 想 改嫁 ， 于 是 奏 请 汉 武 帝 说 明 此 事 。 
二 并 回信 让 她 遵从 乌 孙 的 风俗 。 公 主 和 岑 险 育 有 一 女 ， 而 公 

只 在 乌 孙 国生 活 了 四 五 年 就 去 世 了 。 

公主 死 后 ， 大 汉 又 封 楚 王 刘 友 的 孙女 刘 解 居 为 公主 ， 下 嫁 崔 了 。 

那么 在 大 汉 公 主 仅 待 过 数 年 的 远 在 天 边 的 马 孙 国 的 都 城 在 哪里 昵 ? 《 汉 书 》 一 书 中 
记录 了 马 孙 国 的 都 城 是 “ 赤 谷 城 ” 这 篇 记述 稍 晚 于 公主 所 经 时 期 。“ 讨 伐 乌 孙 ， 与 敌人 
交战 至 赤 谷 城 。 “攻打 至 赤 谷 城 东 ”“ 沿 北 路 进入 赤 谷 经 过 乌 孙 。”， 这 些 记录 中 都 出 
现 了 “ 赤 谷 ”这 个 地 名 。 但 是 关于 它 的 有 具体 位 置 ， 文 章 里 并 没有 类 似 的 记载 。 学 者 们 也 
是 众说 纷 纸 。 有 的 说 在 伊 塞 克 的 东 面 ， 有 的 说 在 伊 塞 克 湖 的 南面 ， 还 有 的 说 在 纳 伦 河 的 
峡谷 里 。 正 如 公主 所 说 的 那样 ， 它 在 天 山 的 深山 之 中 ， 在 天 的 另 一 端 。 丝 绸 之 路 是 一 路 
沿 着 伊犁 河 穿 过 伊 塞 克 湖 湖 畔 又 经 过 赤 谷 城 通 向 西方 。 

我 在 吉尔 吉 斯 斯 坦 内 沿 着 丝绸 之 路 穿越 伊 塞 克 湖 来 到 了 伏 龙 芝 和 托 克 马克 这 两 个 
城市 。 楚 河 发 源 自 天 山 ， 在 这 里 形成 了 楚 河 盆地 ， 而 伏 龙 芝 和 托 克 马克 都 在 这 个 楚 河 贫 
地 上 。 从 伏 龙 芝 可 以 清楚 地 看 到 和 白雪 角 角 的 阿拉 套 山脉 。 这 个 山脉 其 实 是 天 山 山 脉 的 分 
支 。 而 当 我 们 走 到 托 克 马克 后 ， 眼 前 的 楚 河 盆地 看 起 来 更 像 是 一 个 广阔 平原 。 在 三 五 公 
里 外 的 地 方 , 平原 被 雪山 截断 ,平原 上 的 道路 一 直 延 伸 到 阿拉 套 山 脉 的 山谷 之 中 ， 山 肪 
的 对 面 就 是 伊 塞 克 湖 。 





“各 家 嫁 我 今天 一 方 ， 远 托 异 国 今 乌 王 延 。 穹 庐 为 室 今 放 为 墙 ， 以 肉 为 食 今 酷 为 浆 。 居 常 土 思 今 心 内 伤 ， 愿 为 
黄 吊 分 販 故 多 。 














「 西 域 物語 」 の 翻訳 実践 報告 





这 次 我 来 到 吉尔 吉 斯 斯 坦 最 想 去 的 地 方 就 是 伊 塞 克 湖 。 这 里 和 南路 上 的 乌 效 根 一 样 ， 
目前 都 不 允许 普通 的 外 国旅 行者 进入 。 因 为 这 些 地 方 一 般 只 供 是 考古 学 家 考究 古迹 ， 所 
以 我 们 能 进入 托 元 马克 也 已 经 实 属 不 易 了 。 

从 伊 塞 克 湖 到 托 克 马克 之 间 的 这 一 段 路 在 古代 是 有 名 的 通商 之 路 ,在 这 条 路 上 不 断 
重复 着 中 亚 地 区 的 民族 争霸 ， 它 见证 了 各 民族 的 兴亡 。 

匈奴 、 鲜 后 、 和 柔 然 . .... . 乌 孙 国 接连 遭受 这 些 游 牧民 族 的 侵略 ， 不 和 久 就 迁移 到 了 西 
边 的 帕 米 尔 高 原 ， 在 历史 上 销声匿迹 。 那 已 经 是 公元 五 世纪 的 事情 了 ， 现 在 自然 很 难 再 
找到 乌 孙 国 的 旧址 了 。 

据说 在 伊 塞 克 湖 湖底 发 现 了 一 处 古都 的 遗址 。 暂 时 无 法 判断 它 属 于 哪个 时 期 。 还 有 
一 个 可 能 性 ， 它 可 能 不 是 一 个 时 期 的 产物 ， 可 能 包含 着 各 个 时 期 的 城镇 和 村 落 。 关 于 此 
时 我 之 后 会 再 详细 说 明 。 那 么 乌 孙 到 底 是 一 个 怎样 的 民族 呢 ? 这 一 点 也 同样 无 法 考证 。 
苏联 的 一 部 分 学 者 认为 乌 孙 和 消灭 希腊 巴克 特 里 亚 王 国 〈 大 夏 ) 的 斯 基 泰 系 中 的 “7 > 
7 ~” 人 是 同一 种 族 的 。 也 就 是 认为 乌 孙 民族 属于 伊朗 系 民 族 。 但 也 有 学 者 认为 他 们 和 
匈奴 一 样 ， 属 于 土耳其 系 人 种 。 现 在 看 来 后 者 的 说 法 更 有 说 服 力 。 

大 汉 公 主 细 君 一 直 生 活 在 伊 塞 克 湖畔 旁 的 王城 中 ， 公 元 前 一 世纪 ， 她 短暂 而 又 痛苦 
的 一 生 就 此 结束 。 此 后 的 六 七 百年 间 这 片 土地 上 还 发 生 过 什么 我 们 也 无 从 得 知 。 再 次 期 
间 中 国 与 外 族 的 关系 不 断 发 生变 化 ， 有 些 时 期 中 国 的 影响 力 甚至 能 覆盖 到 到 天 山 山脉 对 
面 的 地 区 ， 有 些 时 期 则 是 关闭 玉 门 关 完 全 断绝 与 西域 的 往来 。 汉 武帝 所 开辟 的 这 条 通 往 
西域 的 道路 辉煌 过 也 衰败 过 。 它 曾 是 联通 东西 方 的 重要 的 道 商 之 路 ， 也 曾经 历 衰败 完全 
荡 废 。 在 此 期 间 中 亚 各 民族 也 一 直 经 历 着 兴 右 和 衰亡 。 东 突 胸 斯 坦 的 塔克拉玛干 沙漠 周 
边 的 小 国 、 南 路 沿线 的 国家 、 北 路 沿线 的 国家 ， 它 们 一 直 经 历 着 和 争斗， 一 直 处 于 分 裂 、 
统一 、 消 亡 、 兴 盛 的 变化 过 程 中 。 天 山 对 面 的 西 突厥 斯 坦 也 是 同样 的 情况 。 乌 孙 这 个 国 
家 完全 销声匿迹 ， 而 在 六 世纪 时 出 现 了 一 个 非常 强大 的 游牧 民族 一 一 突厥 ， 一 直到 七 世 
纪 中 期 这 个 民族 一 直 处 于 全 盛 时 期 。 

在 此 时 期 唐僧 玄 交 曾经 路 过 伊 塞 克 湖 , 据 史 书记 载 这 是 中 国人 第 一 次 踏足 天 山 山 谷 
的 伊 塞 克 湖 。 

玄 装 就 是 《西游 记 》 中 那个 有 名 的 三 藏 法 师 。 玄 类 名 神 ， 出 生 于 河南 省 洛阳 市 东边 
村 庄 里 一 户 姓 陈 的 人 家 ， 他 是 家 里 的 第 四 个 孩子 。 具 体 出 生 于 哪 一 年 已 无 从 知晓 。 有 人 
说 是 公元 596 年 ， 有 的 说 是 600 年 ， 还 有 人 说 是 602 年 。 玄 装 一 生 的 事迹 都 收录 在 《大 
苯 恩 寺 三 藏 法 师 传 》 和 《 续 高 僧 传 》 中 的 《 盛 京 师 大 慈恩 寺 释 辫 装 传 》 这 两 本 书 中 ， 但 
关于 他 到 底 出 生 于 哪 一 年 ， 两 本 书 的 记载 却 是 不 一 致 的 。 

《三 藏 法 师 传 》 中 记载 ， 玄 装 在 13 岁 的 时 候 在 洛阳 的 净土 寺 出 家 ，17 岁 移 居 到 了 
长 安 ， 同 年 又 到 了 四 川 成 都 。 当 时 成 都 也 是 国内 数一数二 的 城市 ， 求 学 之 风 盛 行 。 他 之 
所 以 更 换 住所 是 也 因为 当时 正 值 动乱 时 期 ， 隋 朝 灭 亡 唐 朝 初 建 ， 玄 装 办 转 各 地 想 找 个 能 
够 静 下 心 来 学 习 的 地 方 。 在 21 岁 的 时 候 他 贸然 离开 成 都 ， 之 后 开始 思 转 于 各 个 寺庙 之 
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中 ， 求 学 于 得 道 高 僧 。 当 他 再 次 踏 入 长 安之 时 ， 玄 淆 已 经 成 为 了 享誉 全 国 的 得 道 高 僧 。 
怎么 想 都 觉得 他 并 非凡 人 。 

26 岁 的 时 候 这 位 优秀 青年 立志 西游 , 虽然 向 当时 的 政府 提出 了 申请 但 是 没有 被 批准 。 
终于 在 贞观 三 年 (公元 629 年 ) 他 决定 冒 着 犯法 的 危险 逃 往 国外 。 玄 类 想 去 佛教 的 发 源 
地 天 笠 〈 印 度 )， 亲 眼看 看 释 迎 的 出 生地 ， 也 想 去 看 看 那些 还 没 读 过 的 佛经 。 

在 玄 装 之 前 有 一 个 叫 法 显 的 人 在 四 世纪 末期 就 由 中 国 出 发 经 西域 到 达 印 度 , 他 也 是 
我 国 第 一 个 到 印度 的 人 。 法 显 在 印度 待 了 15 年 后 回国 所 号 了 《 佛 国 记 》 一 书 。 几 乎 在 
同一 时 期 罗 什 《 鸠 摩 罗 什 ) 从 印度 来 到 中 国 。 到 了 六 世纪 又 出 现 了 达 摩 。 基 于 佛教 僧人 
们 对 佛法 的 渴求 和 弘扬 佛法 的 精神 才 使 得 中 国 和 印度 这 两 个 相隔 千里 的 国家 有 了 一 些 
联系 。 

玄 类 一 路 番 越 天 山 ， 到 达 西 突厥 斯 坦 ， 又 启程 前 往 印 度 。 玄 灶 在 回国 后 用 了 一 年 的 
时 间 完 成 了 《大 唐 西域 记 》 一 书 ， 书 中 详细 地 记录 了 他 十 几 年 游历 的 经 过 。 从 《大 唐 西 
域 记 》 这 本 书 中 可 以 得 知 ， 玄 闫 此 次 西游 历经 无 数 否 难 。 不 过 可 能 是 因为 西域 中 那些 民 
族 听 说 过 有 关于 这 位 逃 到 国外 的 高 僧 的 传言 , 玄 类 所 在 各 地 都 受到 了 当地 居民 的 欢迎 和 
援助 。 即 便 是 这 样 ， 他 语言 不 遂 ， 又 不 了 解 当 地 的 风土 人 情 ， 就 这 样 不 停 地 轧 转 于 各 个 
国家 , 这 种 辛苦 确实 不 是 普通 人 能 够 体会 的 。 玄 业 轧 转 经 过 高 昌国 、 阿 者 尼 国 、 届 支 国 、 
跋 禄 迎 国 等 西域 北 路 沿线 上 的 小 国 ， 最 后 到 达 天 山 。 他 在 通过 天 山 支 脉 姿 山 的 时 候 吃 尽 
了 苗头 。 

一 一 从 跋 禄 迦 国 向 西北 走 了 三 百 多 里 , 穿 过 石 滩 , 到 达 凌 山 ,。 这 里 就 是 葱 岭 的 北原 ， 
这 里 的 河流 大 多 流向 东方 。 山 谷 常 年 积 雪 ， 春 夏 交 蔡 时 也 有 冰冻 ， 昌 然 有 时 也 会 消融 ， 
但 很 快 勾 会 冻结 。 所 经 之 路 艰难 险阻 ， 寒 风 凉 济 ， 多 毒蛇 猛 曾 ， 难 以 ? 。 路 过 此 地 的 行 
人 ,不 能 穿 褐色 的 衣裳 ? 囚 衣 ? 不 能 拿 着 葫芦 大 声 喊叫 ,一 旦 违背 , 马上 就 会 发 生 灾 祸 。 
狂风 大 作 ， 飞 沙 走 石 ， 遭 遇 此 罕 的 人 大 多 丧命 ， 难 以 生还 。 * 

实际 上 在 翻越 凌 山 后 玄 类 的 同行 随从 还 有 和 牛 和 马 都 已 经 所 剩 无 几 了 ,所 以 他 并 有 夸 
大 其 词 。 历 经 重重 困难 终于 翻越 了 凌 山 ， 玄 半 见 到 了 美丽 的 伊 塞 克 湖 。 湖 水 再 美 看 到 的 
也 只 是 一 瞬间 而 已 ， 我 更 想 要 与 我 一 路 同行 的 那些 伙伴 。 当 然 ， 在 玄 内 所 在 时 期 那里 并 
不 叫 伊 春 殉 湖 。 玄 类 称 它 为 大 清 池 。 

一 一 从 凌 山 步行 四 百 多 里 就 到 达 了 大 清 池 。 或 者 可 以 叫 它 热 海 或 是 成海 。 测 方圆 一 
于 多 里 ， 东 西 长 南北 短 。 四 面 环 山 ， 河 流 交 汇 。 池 水 呈 青 黑色 ， 昧 道 又 咸 又 苦 。 池 中 鱼 
龙 混杂 ， 常 有 灵 怪 出 没 。 所 以 途经 此 地 的 人 都 会 祈求 平安 。 湖 里 水 产 虽 多 ,但 没有 人 敢 


























* 国 西北 行 三 百 祭 里 ， 度 石 磺 ， 至 凌 山 。 此 则 营 岭 北原 ， 水 多 东 流 侨 。 山 谷 积 雪 ， 春 夏 合 冻 ， 虽 时 消 洋 ， 寻 复 结 冰 。 
经 途 险阻 ， 寒 风 惨烈 ， 多 暴 龙 ， 难 凌 犯 。 行人 由 此 路 者 ， 不 得 青衣 持 叙 大 声 叫唤 。 微 有 违犯 , 灾祸 目睹 。 暴风 奋发 ， 
飞 沙 雨 石 ， 遇 者 形 没 ， 难 以 全 生 。 
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捕捞 。" 
书 中 记载 此 地 常 出 现 灵 怪 , 但 却 没 有 说 明 这 些 灵 怪 到 底 是 什么 。 这 并 不 是 玄 类 杜撰 
出 来 的 内 容 ， 因 为 他 所 记述 其 他 内 容 非 常 真实 。 伊 塞 克 湖 之 所 以 又 称 热 海 是 因为 它 终 年 
不 会 结 冰 ， 而 威海 的 称呼 是 因为 湖水 中 含有 大 量 盐分 。 

玄 奖 经 过 伊 塞 殉 兰 ， 翻 越 阿 拉 套 山 ， 沿 着 楚 河 一 路 走 到 楚 河 盆地 。 不 久 就 到 达 了 突 
厥 的 都 城 一 一 雁 叶 城 。 玄 内 的 记述 十 分 简洁 “从 大 清 池 西行 500 多 里 就 到 达 碎 叶 水 城 。 

碎 叶 城 在 现在 的 托 克 马 元 附近 。 从 湖畔 到 托 克 马 克 ， 一 路 没有 其 他 的 城市 。 马 孙 时 
代 的 都 城 赤 谷 城 的 位 置 在 史料 上 并 无 记载 。 大 汉 朝 的 公主 成 为 了 王妃 ， 后 来 又 成 为 了 国 
王孙 子 的 妃子 ， 历 经 多 年 的 庆 谷 城 在 玄 灶 时 期 就 已 经 消失 的 无 影 无 踪 了 。 不 知道 是 凌 山 
的 暴 龙 所 为 呢 ， 还 是 大 清 池 的 灵 怪 在 作 呈 呢 。 

回 到 正题 ， 玄 装 达 到 的 碎 叶 城 就 是 当年 突 丈 首领 的 营 帐 所 在 地 。 

《大 唐 西 域 记 》 中 是 这 样 记载 的 .“ 碎 叶 城 方圆 六 七 里 , 衆 集 着 各 全国 家 的 商人 。…… 
碎 时 城西 侧 还 有 几 十 座 孤 城 。” 一些 游牧 民族 在 碎 叶 城 的 西方 安营扎寨 。 玄 奖 在 这 里 见 
到 了 突 原 的 可 汗 《国王 )。 可 汗 身 穿 绿色 斜纹 长 袍 ， 额 头 上 缠 着 丝绸 ， 丝 绸 长 约 一 丈 一 
直 垂 到 后 背 ， 头 发 是 露出 来 的 。200 名 随从 个 个 都 穿着 丝绸 ， 梳 着 两 条 长 长 的 辫子 。 

乌 孙 国 的 赤 谷 城 已 经 消失 了 ,取而代之 的 就 是 现在 的 碎 叶 城 。 它 是 这 个 地 区 最 繁荣 
的 村 落 。 据 说 现在 在 吉尔 吉 斯 斯 坦 共 和 国有 八 十 多 个 民族 ， 恐 怕 以 前 也 是 这 样 吧 。“ 各 
个 国家 的 商人 都 聚集 在 这 里 。” 这 一 点 从 古 至 今 一 直 都 没有 改变 。 

玄 糯 从 这 里 出 发 经 过 撒 马 尔 罕 到 达 阿 富 汗 。 接 着 罕 过 兴 都 库 什 山脉 的 山谷 和 巴 米 扬 
向 着 目的 地 印度 前 进 。 玄 类 在 印度 成 为 了 有 名 的 高 僧 ， 归 国之 路 又 经 历 磨难 ， 当 他 回 到 
大 汉 时 已 经 四 十 多 岁 了 。 























玉 门 关 到 都 城 ， 随 行人 数 不 断 增加 队伍 日 渐 壮 大 。 此 后 玄 甘 一直 在 长 安生 活 ， 直 到 九 十 
多 岁 去 世 。 这 几 十 年 里 ， 他 一 直 在 全 心 全 意 地 翻译 从 印度 带 回来 的 佛经 。 

玄 革 翻越 芍 岭 ， 到 达 大 清 池 ， 穿 过 碎 叶 城 ， 向 着 撒 马 尔 罕 的 方向 前 行 。 从 现在 的 地 
图 上 看 ， 玄 类 先 翻越 天 山 的 从 元 清 赎 ， 然 后 到 达 吉 尔 吉 斯 斯 坦 的 伊 塞 克 湖 ， 接 着 穿 过 位 
于 托 克 马克 附近 的 突 原 的 都 城 ， 最 后 朝 着 撒 马 尔 罕 的 方向 前 进 。 伊 赛区 湖 到 托 克 马 克 再 
到 伏 龙 和 芝 ， 这 一 带 确 实 是 古代 东西 方 交 流 之 路 上 的 重要 地 区 。 这 条 连通 东西 方 的 商业 之 
路 一 直 发 挥 着 重要 的 作用 。 玄 半 到 达 后 又 过 了 大 约 半 个 世纪 ， 大 唐 的 势力 范围 已 经 波及 
到 了 这 里 ， 大 唐 的 军队 从 突厥 的 手 上 夺取 了 碎 叶 城 ， 重 新 整修 扩大 规模 ， 并 更 名 为 碎 叶 
镇 。 之 后 大 唐 的 军队 又 在 这 里 驻扎 了 半 个 多 世纪 ， 这 里 住 着 中 国人 人、 突厥 人 还 有 一 些 西 
方 的 民族 ， 形 成 了 一 个 国际 化 大 都 市 。 随 着 时 间 的 推移 ， 不 知 何 时 碎 叶 城 、 碎 叶 镇 这 些 











“山行 400 余 里 至 大 清 池 ，( 又 名 热 海 ， 又 谓 威海 .) 周 千 余 里 ， 东 西 长 ， 南 北 狭 。 四 面 负 山 ， 众 流 交 凑 ， 色 带 青 黑 ， 
味 兼 威 苦 。..…….. 龙 鱼 杂 处 ， 灵 怪 间 起 。 所 以 往来 行 旅 ， 祷 以 祈福 。 水 族 虽 多 ， 英 敢 渔 捕 。 
” 《大 唐 西 域 记 》 中 记载 “ 城 周 六 七 里 ， 诸 国 商 胡 杂居 也 。....…. 碎 叶 以 西数 十 孤城 。”) 
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名 字 也 在 历史 上 消失 了 。 土耳其 系 王朝 一 一 喀 刺 汗 王朝 统治 了 这 里 ， 而 它 的 首都 八 刺 沙 
讼 就 这 样 登 上 了 历史 的 舞台 。 从 十 世纪 中 叶 到 十 四 世纪 末期 八 刺 沙 讼 一 直 处 于 鼎盛 时 期 。 
有 的 学 者 认为 此 地 就 在 托 克 马克 附近 , 也 有 学 者 认为 这 里 就 是 俄罗斯 考古 学 家 们 挖 据 出 
来 的 阿 克 别 希 姆 遗址 。 

五 月 中 旬 我 们 斩 车 从 吉尔 吉 斯 斯 坦 的 首都 伏 龙 芝 向 托 殉 马克 的 方向 行驶 。 我 想到 古 
时 碎 叶 城 、 碎 叶 镇 、 八 刺 沙 讼 的 所 在 地 托 死 马 死 一 带 看 看 那里 到 底 是 什么 样子 的 ， 也 想 
亲 到 阿 克 别 希 姆 遗址 去 看 一 看 。 

伏 龙 芝 离 天 山 的 前 山 阿拉 套 山 脉 近 在 尺 尺 。 在 松本 看 到 的 日 本 的 阿尔 捍 斯 山 也 差 不 
多 束 是 这 么 大 。 我 们 从 伏 龙 芝 开 和 车 前 往 那 个 雪山 。 托 克 马 克 距 离 伏 龙 芝 大 约 75 公里 ， 
慢 慢 走 的 话 大 概 需 要 两 个 小 时 。 楚 河 倪 地 地 势 平坦 一 望 无 际 。 平原 上 种 着 很 多 高 大 白杨 
和 柳树 。 这 个 地 区 有 很 多 麦田 ， 绿 色 的 草原 相间 分 布 。 车 辆 就 这 样 来 来 回回 地 穿梭 于 各 
个 的 小 村 庄 之 间 。 

托 克 马克 是 一 个 非常 安静 的 城镇 ， 城 内 建筑 多 为 白色 。 城 镇 的 周围 是 一 片 广 朗 无 塌 
的 大 草原 ， 城 镇 里 到 处 都 是 高 大 茂盛 的 树木 。 走 到 哪里 都 能 看 见 茂密 的 古 树 ， 所 以 整个 
城镇 看 上 去 有 些 昏 暗 。 静 谱 的 小 埠 里 球 扬 着 白杨 数 的 种 子 。 无 论 是 从 整个 城镇 的 气氛 还 
是 居民 的 表情 都 看 不 出 这 里 有 什么 历史 痕迹 。 只 有 一 点 让 我 们 确切 地 感受 到 这 个 城市 确 
实 有 着 悠久 的 历史 ， 那 就 是 这 里 住 着 来 自 八 十 多 个 民族 的 人 。 

接着 我 们 离开 了 托 克 马克 前 往 阿 克 别 希 姆 遗址 。 遗址 在 距离 又 儿 光 玉 .小 夕 口 了 7 力 
村 西南 方 5 公里 远 的 地 方 。 这 里 到 处 都 是 一 望 无 际 的 草原 ， 这 里 的 路 上 到 处 都 是 积 水 ， 
就 好 像 不 久 前 刚 经 历 过 一 场 潜水 一 样 。 我 们 的 车 子 不 断 地 在 山崖 间 上 上 下 下 ， 在 河流 边 
溅 起 层 层 水 伦 ， 在 草原 上 来 回 地 画 着 之 字 。 

我 们 在 挖掘 现场 附近 下 了 车 。 这 里 满眼 都 是 美丽 的 大 草原 。35 公里 外 就 是 阿拉 套 山 
了 ， 但 不 巧 的 是 因为 阴 天 所 以 我 们 根本 看 不 见 那个 白雪 饮 马 的 山峰 。 平 原 上 散落 着 几 处 
丘陵 。 这 里 到 处 都 是 历史 遗迹 ， 现 在 只 挖掘 了 两 处 ， 这 两 处 都 是 圭 庙 的 遗址 。 也 有 几 处 
城墙 和 烽火 台 的 遗址 ， 但 是 目前 还 没有 开始 挖掘。 我 晃 望 着 这 片 土地 ， 心 想 : 等 这 些 遗 
址 都 被 挖掘 出 来 就 能 知道 这 是 一 个 什么 样 的 村 落 了。 在 这 里 出 土 的 文物 一 部 分 陈列 在 艾 
尔 米 塔 什 博物 馆 ， 还 有 一 部 分 陈列 在 伏 龙 芝 的 博物 馆 里 。 

那 这 个 遗址 到 底 是 不 是 喀 拉 汗 王朝 的 八 刺 沙 变 城 呢 ? 这 是 我 最 好 奇 的 问题 。 俄 罗斯 
的 考古 学 家 们 大 致 持 两 种 观点 。 一 种 认为 这 里 就 是 八 刺 沙 讼 ， 一 种 却 对 此 持 强 烈 反 对 意 
見 。 

巴 托 尔 德 和 伯 因 斯坦 姆 认为 古 时 的 八 刺 沙 讼 就 是 现在 的 阿 死 别 希 姆 城 。 但 是 负责 这 
次 挖掘 任务 的 科 兹 拉 索 夫 却 反 对 这 一 说 法 。 据 资料 显示 ， 八 刺 沙 讼 城 一 直 保 存 到 十 四 世 
纪 ， 而 从 阿 克 别 希 姆 城 的 遗址 中 找 出 的 文物 都 是 属于 五 到 十 世纪 的 。 还 有 一 种 说 法 是 ， 
在 阿 克 别 希 姆 东南 方 5 公里 左右 发 现 的 布 拉 纳 遗址 才 是 八 刺 沙 襄 的 遗址 。 但 科 兹 拉 索 夫 
也 否认 了 这 个 说 法 。 哈 喇 契 丹 〈 西 辽 军 ) 包围 了 八 刺 沙 鹤 城 整整 16 天 ， 并 杀 死 了 称 城 
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内 四 万 七 二 多 名 伊斯兰 教徒 。 而 布 拉 纳 城 规模 很 小 ， 根 本 无 法 容纳 这 么 多 人 。 男 外 ， 近 
期 英国 学 者 克 劳 森 提 出 ， 阿 克 别 希 姆 遗址 正 是 玄 灶 笔下 的 碎 叶 城 。 苏 联 学 者 克 里 亚 施 托 
尔 内 也 认同 这 一 观点 。 

伊 塞 克 湖 隐藏 在 天 山 的 山谷 深 处 ， 即 便 如 此 ， 在 玄 装 到 达 这 里 之 后 也 就 注定 了 它 不 
会 在 历史 的 变迁 中 置身 事 外 。 八 世纪 阿拉 伯 的 入 侵 ,， 十 三 世纪 蒙古 的 侵犯 , 还 有 帖 木 儿 
大 部 队 的 转移 。 各 个 民族 纷纷 表现 出 了 想 要 一 统 中 亚 的 雄心 ， 而 伊 塞 元 湖 就 是 这 段 历 史 
的 见证 者 。 在 各 国 军队 入 侵 的 间 际 ， 这 里 也 曾 出 现 过 中 国 军队 的 身影 ， 也 曾 见证 了 以 咯 
拉 汗 王朝 为 首 的 统治 者 们 的 荣光 和 风采 。 每 当 这 个 时 候 伊 塞 克 湖 附 近 就 会 有 新 的 城市 和 
村 沙 出 现 。 有 了 时 是 大 的 城池 有 时 是 一 些 零散 的 小 村 落 。 这 部 分 内 容 并 没有 什么 详细 的 记 
载 。 

关于 伊 塞 克 湖 的 详细 介绍 是 从 阿拉 伯 时 期 和 之 后 的 十 四 世纪 的 帖 木 儿 时 期 才 开 始 
有 的 。 据 帖 木 儿 时 期 的 文献 记载 ， 一 些 率 落 在 湖 昱 周围 定居 生活 ， 那 里 繁花 似 锅 、 绿 草 
如 茵 ， 居 民 们 在 这 里 种 植 果 树 。 湖 上 有 一 个 岛 ,， 上 面 有 一 座 皇 宫 。 资 料 里 还 记录 了 帖 木 
儿 经 常会 在 打 完 仗 后 到 天 山 来 ， 在 湖 里 洗 去 一 身 的 疲 息 。 至 于 是 不 是 真 的 确 有 其 事 我 们 
也 无 从 得 知 。 可 以 肯定 的 是 ， 帖 木 儿 的 军队 确实 到 过 这 里 。 但 他 有 没有 一 个 人 来 过 这 里 
就 不 知道 了 。 但 是 似乎 在 湖 中 真 的 有 个 岛 ， 而 在 岛 上 也 确实 有 一 座 城池 。 

有 趣 的 是 ， 这 个 岛 和 岛 上 的 城 在 十 五 、 十 六 世纪 时 还 一 直 存 在 着 ， 但 却 不 知道 在 之 
后 的 那 一 年 里 突然 消失 的 无 影 无 踪 。 十 八 世 纪 上 半 叶 ， 俄 罗斯 人 出 现在 了 这 里 ， 他 们 记 
录 的 内 容 显 示 ， 当 时 只 有 少数 的 吉尔 吉 斯 斯 坦 人 在 伊 塞 克 湖畔 这 里 放牧 。 而 他 们 所 绘制 
的 地 图 里 也 没有 关于 那个 岛 的 任何 信息 。 

从 十 九 世 纪 中 期 开始 俄国 的 探险 家 们 来 到 这 里 , 其 中 就 有 车 名 的 彼得 . 彼得 罗维奇 
” 谢 苗 诺 夫 和 普尔 热 瓦 尔 斯 基 等 人 。 普 尔 热 有 尔 斯 基 共 进行 了 五 次 旅行 。 第 一 次 是 到 蒙 
古 旅行 ,第 二 次 是 到 罗布 泊 探 险 ， 第 三 次 是 到 西藏 实地 考察 ， 第 四 次 是 到 青海 的 戈壁 沙 
漠 探 险 ， 在 第 五 次 去 西藏 探险 的 途中 在 伊 塞 克 湖 劳 的 喀 拉 和 林 去 世 。 普 尔 热 瓦 尔 斯 基 曾 
多 次 经 伊 塞 克 湖 旁 的 小 路 翻越 天 山 。 人 们 根据 他 的 遗愿 ， 把 他 莫 在 伊 塞 殉 湖畔 。 

在 我 国 最 负 盛 名 的 西域 探险 家 一 一 斯 文 * 赫 定 也 来 到 过 这 里 。 在 他 的 《 游 移 的 湖 》 
一 书 中 记载 了 他 到 伊 塞 克 湖 昱 拜 祭 普 尔 热 孔 尔 斯 基 的 事情 。 普尔 热 扎 尔 斯 基 希 望 自己 死 
后 能 葬 在 伊 塞 克 湖 昱 ， 而 斯 文 * 赫 定 就 以 此 事 为 例 向 大 家 阐述 这 个 地 方 对 于 探险 家 们 来 
说 有 多 么 大 的 吸引 力 。 

彼得 彼得 罗维奇 - 谢 苗 诺 夫 在 有 关 天 山 的 地 理 研 究 方面 取得 了 令 人 瞩目 的 成 绩 ， 
我 猜 他 应 该 来 过 无 数 次 了 吧 。 对 于 彼得 ' 彼得 罗维奇 ' 谢 苗 诺 夫 和 普尔 热 瓦 尔 斯 基 来 说 ， 
东突 厥 斯 坦 是 必 经 之 路 ， 而 伊 塞 克 斋 就 是 东突 厥 斯 坦 的 开端 ， 是 漫漫 长 路 上 的 一 个 重要 
基地 。 但 是 ， 这 些 伟大 的 探险 家 们 都 没有 深入 研究 伊 塞 克 湖 本 身 的 寞 变 。 因 为 还 有 天 山 
和 天 山 对 面 的 未 知 世 界 在 召唤 着 他 们 。 

这 三 位 探险 家 应 该 也 从 伊 塞 克 湖 附近 的 居民 那里 昕 到 过 一 些 关 于 这 里 的 传说 吧 。 
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这 个 传说 非常 有 意思 。 一 一 从 前 这 个 湖 是 一 片 美 丽 的 平原 ， 平 原 上 有 几 个 比较 繁华 
的 村 庄 ， 人 们 过 着 和 谐 富足 的 生活 。 某 天 一 个 魔女 来 到 了 这 里 ， 施 法 让 整个 村 庄 的 人 都 
变 得 辱 落 。 天 山 山中 那个 静 谥 美丽 的 村 庄 刹 那 间 变 得 荒淫 喧闹 。 天神 看 到 此 情 此 景 非常 
气愤 ， 于 是 在 某 个 夜晚 淹没 了 整个 村 庄 ， 然 后 那里 就 变 成 我 们 现在 看 到 的 这 个 样子 。 

除 此 之 外 ， 还 有 一 个 传说 。 一 一 过 去 的 这 个 湖 是 一 个 村 庄 。 这 里 的 人 们 生活 得 十 分 
和 睦 快 乐 。 这 个 村 庄 唯 一 的 缺点 就 是 只 有 一 处 泉水 ， 村 庄 的 人 们 每 天 都 拿 着 壶 去 打 水 。 
有 一 个 圣人 负责 保管 泉水 的 钥匙 ， 人 们 从 圣人 那儿 拿 到 钥匙 ， 打 水 ， 打 完 水 再 锁 好 ， 然 
后 把 钥匙 还 给 圣人 。 但 是 有 一 天 有 个 女孩 却 违反 了 这 个 规定 。 她 打 完 水 后 只 顾 着 和 爱人 
耳语 却 在 记 把 钥匙 还 给 圣人 。 等 这 对 情侣 想起 钥匙 没 还 的 时 候 已 经 太 晚 了 。 大 量 的 水 从 
泉口 喷 出 ， 谁 都 没 法 阻止 。 转 眼 间 整个 村 庄 就 被 大 水 淹没 了 ， 没 过 几 天 整个 村 庄 就 完全 
沉 入 水 底 。 

这 样 的 传说 还 有 好 多 ， 但 大 部 分 都 是 以 莫 局 收场 。 
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